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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　夏の日差しの下に、白茶けた大地が広がっていた。

　馬から下り立ったエオル王は、その場に片かた膝ひざをつくと、足元の砂と小石の間に顔をのぞかせている白く枯れた草を引っ張った。

　草は何の抵抗感も示さずにずるり、と抜けた。

「完全に死んでいるな……」

　手の中の草の根元にある薄茶色に縮ちぢれた細い根を見て、エオル王が小声でつぶやくと、後ろに控えていた、長老らしい老人たちの中のひとりが、沈痛な表情をうかべて答えた。

「はい……六年前に霊れい峰ほう山ざんの山やま裾すその一角が大きく崩ほう落らくし、その崩落のためロタ河の流れが変わりました。三年前から草の生え方が悪くなり、今年の春にはまだまばらに生えていた草も、夏に入って雨が降らず、ついに枯れ果てました……この放牧地は、もう終わりかと……」

　エオル王は立ち上がると、周囲を見渡した。

　かつて、草の大海と呼ばれたロクト高地北部の丘きゆう陵りよう地帯は、今は見る影もなく、ただ白茶けた砂の大地が広がっている。

　丘の上を風が渡っていくのだろう。遠く、白い砂すな埃ぼこりの線が動いていくのが見えた。

「話には聞いていたが、これほどまでにひどいとは思わなかった……」

「ロクト高地の北部、およそ八分の一が、牧草すら満足に生えない土地に変わりました。ここを放牧地として生計を立てていた我らタロサ、コンクート、カルビンの三支族は、それでも何とか、細々と生えている草で家畜を養ってまいりました。しかし、年々草は小さく短くなり、ついにはその根すら食いつくすありさま……」

「根を食べてしまえば次の年に草が生えぬことはわかっております。しかし、羊も馬も、今を生き延びることで必死なのです……もはや、この地では我らの暮らしは立ち行きません」

「我ら三支族は、生まれ故郷を捨てることを決意しました。ぜひとも、エオル王の口添えで、草豊かな中央部に移り住むことをお認め下さるように……」

　その場に膝ひざをつき、頭を下げ始めた長老たちを見て、エオル王は慌あわてて長老たちの前に膝をついた。

「ご長老方、どうか頭をお上げ下さい。タロサ、コンクート、カルビンの各支族の方々の苦難、決して捨て置かぬ。シムールの苦難は、これ十二支族すべての苦難。

　ロクト高地中央に遊牧地を持っている、タッケイ、シャン、サイト、エスタル、アズラ、ロクトの六支族の族長には、すでに、あなた方を受け入れるように、との触ふれを出し、いくつかの族長から内ない諾だくをもらっている。

　皆様方は安心してロクト高地中央、夏の都のあるロフトの地に赴おもむくがいい。この夏は、家畜が餓うえることはないだろう」

　エオル王の言葉を聞いた三支族の長老たちは、再びエオル王を伏し拝おがんだ。

「おお、それは本当ですか！」

「我らの願いがかなえられたのですな！」

「ありがとうございます……ありがとうございます！」

「私に礼を言うことはない。これは族王として、当然やるべきことなのだから。さあ、ご長老方はそれぞれ、ご自分の宿営地にお戻り下さい。私に頭を下げるより、支族の羊と馬を肥えさせることのほうが大切だ。夏は短く冬は長いのだから」

「おお、そうであった。一族の者を集めて、この知らせを伝えねばなるまい」

「一刻も早く喜ばせてやろうぞ」

「一族の者に旅支度をさせねばな……」

　長老たちは嬉うれしそうに口々にそう言い合うと、馬に乗り、供の者を連れて去っていった。

　タロサ、コンクート、カルビンの三支族に連なる者がいなくなったのを見計らって、エオル王は、やれやれ、という風に大きく息をついた。

　その様子を見て、エオル王の護衛を兼ねている側近らしい若者が声をかけた。

「三支族の長老たちは喜んでおられましたね……先祖伝来の土地を離れるのに、もっと抵抗があるかと思いましたが……」

　エオル王は周囲に広がる砂漠寸前の荒れ地を見回して、小さく首を振った。

「誰だって、生まれ育った故郷を離れたくなどない。彼らは草が育たなくなったこの土地に必死にしがみついて遊牧を続けてきた。だが、もはやどうにもならなくなったのだ。

　このままでは一族は滅亡する。そのぎりぎりのところで、決断したのだろう。

　問題は、この後だ……ロクト高地中央は広いとはいえ、遊んでいる土地はほとんど無い。草の伸びの早い夏場は、三支族たちの家畜が増えても何とかなるということで、他の支族に話を通して受け入れてもらったが、これは緊急避難のようなものだ。

　この先恒こう久きゆう的てきに暮らすとなれば、大族長会議を開いて、放牧地の線引きをやりなおさねばならん……放牧地は我らシムールの生活の基盤だ。誰だって自分の放牧地を手放したくはない。族長会議をまとめることを考えただけで、うんざりだな……」

「やはり、ロクト高地以外にも放牧地を広げるしかありませんか……」

　エオル王は目の前に広がりつつある荒れ地に視線を移して、小さくうなずいた。

「うむ、ロクト高地の北部がこのような状態になってしまった今、我らシムールの遊牧地を他に求めるしかない。だが、南に広がっているタリム盆地は、我らの土地ではない」

　側近の中のひとりが顔を上げた。

「確かに、タリム盆地は我らの土地ではありません、あそこは帝国の領地でした……しかし、今、あの土地を支配しているのは侘タ瑠ル徒トの晴せい凛りん殿です。

　シャン族とタッケイ族の族長の縁えん者じやとなった晴凛殿ならば、我らの生活を支える遊牧地としてタリム盆地を譲ゆずってくれるのではありませんか？」

　エオル王は目を閉じて、静かに首を振った。

「いや、それは望み薄だ。我らと縁を結んだとはいえ、彼は帝国人だ。名を上げ、領地を拡大し、北域王と称されるほどになったとはいえ、領民のほとんどは帝国人だ。彼らにとってシムールは仇きゆう敵てき。その敵に帝国の土地を譲じよう渡とした、とあっては、民たみは収まるまい。

　晴凛に領民の反感を買うような真ま似ねをさせるわけにはいかない。我々シムールの安全を担保にする意味からも、ここで北域王の権力地盤に不安定になられては困るのだ」

「しかし、今のままでは……」

　エオル王は側近の言葉が終わらぬうちに答えた。

「そう、今のままでは、我がシムールの未来は開けぬ。シムールは変わらねばならんのだ！　今の我々の生活は、すべてを遊牧に頼っていた古い時代の生き方とは違う。

　もはや我々の衣食住は、帝国なしでは維持できない。小麦粉をはじめとする穀物。衣服に使う布、煮に炊たきに使う鍋なべ釜かまに至るまで、様々な物資を帝国から購あがなうことで、我々は生きている。晴凛を通じて帝国と交流のあるシャン族とタッケイ族の生活が、他の支族よりも豊かなのは、お前たちも知ってのとおりだ」

　エオル王はそこで言葉を切ると、懐ふところから小さな瓢ひよう簞たんを取り出して、側近たちの前でシャカシャカ音を立てて振ってみせた。

「これは、去年、行商に来た西方の商人が持ってきた『たかきび』という名前の穀物の種だ。乾燥に強く、ほったらかしていても育つ。

　試しに夏の都のあるロフトの地に蒔まいてみたが、もう私の背ほどの大きさに伸び、穂を付けている。

　この『たかきび』が、我らシムールの生活を支えるだろう。

　遊牧に使える土地には限りがある。土地を有効に使うには遊牧ではなく、畑で糧かてを得るしかない！」

　側近の中には、エオル王の話を初めて聞いた者もいたのだろう。何人かが小さく驚きの声を上げた。

「エオル閣かつ下かは、我らシムールに畑を耕せ、とおっしゃるのですか？」

「誇ほこり高き遊牧の民たみである我らに、馬の手た綱づなを捨てて鍬くわを持てと？」

　側近たちの反応は予想していたのだろう。エオル王は笑いながら首を振った。

「手綱を捨てろ、と言っているのではない。手綱だけしか持っていなかったその手に、鍬を握る機会も与えろ、と言っているのだ。

　先祖伝来の生き方を変えることには、誰もが抵抗があるに違いない。しかし、やらねばなるまい。遊牧で生きてきたシムールは、すべての民が戦士だ。だから強かった。だが、遊牧が立ち行かねば、戦士を失うどころか、生活を失うだろう。

　農作業を行い、生活を支える穀物を確保する体制を作らねば、シムールはさらに弱体化する。遊牧の傍かたわらで、この『たかきび』を蒔き、穀物を得るのだ。

　たかきびを蒔く場所は、このロクト高地ではない。あの、侘タ瑠ル徒トがあるタリム盆地だ。あそこにはタリム川が流れている。タリム盆地に、このたかきびを蒔けば、あの盆地は穀倉地帯に生まれ変わるだろう。

　ロクト高地の遊牧とタリム盆地の耕作。それこそがシムールの未来に通じる道だ。

　帝国と戦端を開いていた時代は、帝国領内での耕作など夢物語だったが、今の北域ならそれができる！」

　エオル王は、そこで言葉を切ると、視線を遠い南の地平に移した。

「……泉せん野や晴せい凛りんを侘瑠徒の王と認め、ミーネとシャールを娶めとらせた布石。やっと当たりを見た、というところかもしれんな……」







　　　第一章「大人の階段」







　延えん声せいの犂すき山やまの居城。その中にある、来客用の離れの縁側で、ミーネはいつものようにあぐらをかいて、大きな口を開いていた。

　その口の先には、みずみずしいハミウリがある。

「あむ……っ」

　がぶりとかぶりついて、もぐもぐとしばし口を動かし……ミーネは思わずつぶやいた。

「うむ、甘い……これは当たりじゃのう」

　夏の初めの昼下がり。縁側から見える白っぽい延声の町並みの屋根の上には、真上から照りつける日差しに炙あぶられた熱気が、陽炎かげろうのように立ち上っているのが見える。

　ミーネが口の中に残ったハミウリの種を、ぷっ！　と吹き出したとき、一陣の涼しい風が、離れの中を吹き抜けていった。

「おう、涼しいのう」

　ミーネは目を細めると、風が吹いてきたほうに振り返った。

　その風は背後の岩山の大きな割れ目から吹き降ろしていた。

　居城の背後にある大きな岩山には、いくつもの深い割れ目があり、そこを吹き抜ける風は、夏は涼しく、冬は暖かい。

　熱伝導性の低い岩山は、夏の太陽に照らされても、熱くなるのは表面だけで、割れ目の奥のほうは温度が変わらないのだ。

　もともと、延声の居城は、都に住んでいる定じよう族ぞくたちが避暑のために訪れたり、狩りをしたりするための別荘としての意味もある。

　ミーネがいる離れは、本来ならば一般人が絶対に足を踏ふみ入れることのできない、最高級別荘の一棟であり、そこを借り切って暮らしているのだから、その快適さは言葉では言い表せない。

　だが、そんな快適な暮らしとは裏腹に、ミーネの表情は、ここ最近、今ひとつすぐれない。

　シャクシャク、と音を立てて、甘い汁気たっぷりのハミウリを食べながら、ミーネは何かを考え込むような表情で、庭を眺ながめていた。

　──何と言うか、胸の中がもやもやして、落ち着かん。

　落ち着かない理由は、いくつか思い当たらないこともない。

　──まず何よりも、晴せい凛りんじゃ！

　晴凛は、毎晩毎晩、隠いん居きよの爺じいさんや、伏ふせ龍たつたちと一いつ緒しよに宴えん会かいばかりやっておるし、酔っ払っておるから、話も何もできん。すぐに寝てしまう。

　ああもう、イライラする！

　ミーネの脳のう裏りに、夕べの会話がよみがえった。

『毎晩毎晩、宴えん会かいばっかりやりおって！　せっかくわしが延えん声せいまで来てやっておるというのに！　たまには遊びに連れていけ！』

『ううーん……また、今度……』

　──そうしたらシャールのやつ、

『晴せい凛りん様には晴凛様の大人のツキアイがございますから……』

　とか何とか言いおってからに。

『酒飲んで話しておるだけではないか！』

『いいえ、大人にはこういったツキアイも必要なのです』

　知るかそんなことー！

　なーにが、大人のツキアイじゃ！　酔っ払った晴凛を、ここぞとばかりに優しく出迎えて、甲か斐い甲が斐いしく世話を焼きおって！

　北域王として名乗りを挙げたのだから、次は軍勢を率いて領地の拡大に努めるのが、当たり前ではないか。まったく、何をぐずぐずしておるのやら。

　ああもうっ！　イライラするーっ！

　しかし。

　ミーネは知らなかったが、このとき実は、北域王の支配下となる領地は、どんどん拡大していた。

　それは、延声の領主であった犂すき山やまの隠いん居きよした父──ミーネの言うところの『隠居の爺じいさん』こと、犂山随ずい細さいの働きかけによるものだった。

　犂山随細は隠居したとはいえ犂山家の先代の当主であり、皇こう帝ていの姻いん戚せきである定じよう族ぞくの、それも名門である。

　犂山随細は、今まで様子見をして動いていなかった地方の領主や、大地主、村の長老や運送業の元締め、といった、いわゆる地方の有力者たちに、北域王となった泉せん野や晴凛という男に、ぜひ一度会いに来て欲しい、という直じき筆ひつの書状を次々に送りつけた。

　先代の犂山家の当主から、延声に来い、という直筆の書状を送りつけられた側は、さすがに無視するわけにはいかない。

　とはいえ、晴凛たちは新興勢力であり、いつ帝国が勢力を盛り返すかわからない現状では、おおっぴらに支持を打ち出すわけにはいかない。

　というわけで、公式訪問、という形ではない、いわゆるお忍び、という形で晴凛のところを訪れる有力者たちが、引きも切らない。

　そして、そういう非公式の会談というのは、夜、酒しゆ家かの奥まった一室で行われるのが、通例だった。

　晴せい凛りんが連日連夜、酒を飲んで夜遅くに帰ってくる理由は、犂すき山やま随ずい細さいが仕掛けたこの調略のためだったのだ。

　だが、ミーネにはそこまでの事情は誰も話していない。非公式の会談なのだから、あまりおおっぴらに言うことでもないからである。

　まあ、要するにミーネのイライラは、晴凛に多くの原因があるのだが……それ以外にも、あった。

　ハミウリを食べ終えたミーネは、濡ぬれた布で手と口の周りをぬぐった後で、そっと自分の胸に右手を当てた。

　そして、そのまま、ぐっと力を入れるのと同時に、ミーネの身体からだがびくん！　と震えた。

「……痛っ！」

　思わず声が漏もれた。

　身体の奥のほうではない、皮ひ膚ふと骨の間、乳ち首くびの真下辺りに痛みが走る。

　この痛みが、ミーネのもうひとつのイライラだった。

　最近、どうもこの辺りが痛いのだ。今まで、こんなことはなかった。せいぜい、食いすぎで腹が痛くなったくらいの、ミーネである。

　──この、乳の辺りの痛みは何じゃ？　わしは何か病気にでもなったのか？

　薬くす師しに診てもらうのが一番いいのじゃろうが……何だか恥はずかしくて嫌いやじゃ。

　そこまで考えてから、ミーネはもう一度考え込んだ。

　──何で『何だか』恥ずかしいんじゃ？

　変な話である。以前は、裸で走り回っていても、何とも思わなかったのに。考えてみれば、晴凛に初めて会ったときも、真っ裸で羊の乳を飲んでいたのだった。

　そのときのことを思い出すと……、

　──ぎゃにゃああああああっ!?

　と、顔が真っ赤になる。そのまま叫さけびながら外に飛び出したくなる。

　──な、何でじゃ、変じゃ。最近、どうにも恥ずかしく思えて仕方ない……誰に相談すればいいのじゃろう？

　自分の胸を見ながら、考える。最初に脳のう裏りに浮かんだのはミリンの顔だった。

　──ミリンは……相談に乗ってくれるじゃろう……。

　だが、そのほっそりとした体型を思い浮かべたミーネは思わず首を振った。

　──いや、駄だ目めじゃ駄目じゃ。きっと、わしのことをからかうネタにしそうじゃ……第一、あいつに乳のことを相談してもムダな気がする。

　次に浮かんだのは晴凛の顔だったが……ミーネは顔を真っ赤にして、首をぶんぶん、と振った。

　──な、何であいつの顔が浮かぶのじゃ！　男に聞いてどうする！　わしは馬ば鹿かか！

　た、確かにあいつは、いろんなことを知っておる。わしの先生だったこともある。だが、それとこれとは話が別じゃ！

　どう別なのかは、うまく言えんが……と、とにかく別なのじゃ！

　その次にミーネの脳のう裏りに浮かんだのは、シャールの顔だった。

　──シャールなら、わしが相談しても、笑ったりせんだろう。あいつは、そういうところは信用できる……だが……。

　ミーネは脳内に浮かんだシャールの体型を思い浮かべて首を振った。

　──どうにも、あの乳が気に食わん。

　ミリンの体型と比べれば、はるかに適任のような気がするが……シャールはシャールで、気にくわない。何というか……。

　──あやつに聞いたら、負けたような気がする。何か、色々と。

　さらに、その次に浮かんだのはメンミだった。

　以前に比べれば、メンミはずいぶんと話しかけやすくなった。こういうことも、話せそうであるが……。

　──いやいや、駄だ目めだ。あいつは怖い。何を言いだすか、わかったものではない。『いいお薬がありますわ』とか何とか言って平気で一服盛りかねん。

　……と、なると、一体誰に相談したものか……。

　時折涼しい風の入る縁側で、ミーネはあぐらをかいたまま、うーん、と頭をひねった。




「で？　私のところに来た……ってわけね」

　アイリーンは伏ふせ龍たつの洗濯物を畳みながらため息をついた。

　そこは晴凛たちの住んでいる離れとは別べつ棟むねの別荘だった。

　ここには伏龍と光こう凛りんが暮らしており、アイリーンは彼らの身の回りの世話を焼くために、ほぼ毎日この棟に来ていた。

　とはいえ、光凛の洗濯物は毎日ミリンが取りにくるので、実質的に伏龍ひとりの世話焼きである。

　ミーネは、今にもこぼれ落ちそうなアイリーンの豊かな胸を見つめてうなずいた。

「うむ、お主は、見事な乳の持ち主じゃ。乳のことを聞くなら、乳の専門家に聞くに限ると思ったのじゃ！」

「人を乳牛みたいに言わないで欲しいわね……とにかく、ちょっと見せなさい」

　ミーネは、ぎくっと身をすくませた。

「み、見せろって……乳をか？」

「あら、乳、と呼べるほどのものなんか無いくせに」

「う、うるさい！　大人になれば、シャールに負けないくらい立派な胸になるのじゃ！」

「そうね、そうなるための痛みだと思うけど、一応確認のために見せなさい」

「そうなるための、痛み……？」

「そうよ。だからほら、さっさと見せなさい」

　ほらほら、と促うながしてくるアイリーンに、んー、とか、あー、とか言いながら、

「どうしても、脱がんといかんのか？」

　赤い顔をしてモジモジするミーネを見て、アイリーンは笑った。

「あら、昔は、すっぽんぽんで走り回っていたくせに、一人前に恥はずかしがるようになったのね」

「昔のことは言うな！　あの頃は何も知らなかったのじゃ！　今とは違う！」

「そうよね、あの頃とは違うわね。私が侘タ瑠ル徒トに来た頃のミーネ姫は、手足なんかもう棒のように細くて、ガリガリに瘦やせてて、胸はぺったんこで本当に男だか女だかわからない、ただの『子供』って感じだったわ。でも、今は違うわよね……」

　アイリーンはそう言うと、ミーネの肩にそって指を滑すべらせた。

「肩にも丸さがでてきているし、手も足も、ただ、細いだけじゃなくて、ちゃんとお肉がついてきたわよね」

「にゃ!?　ふ、太ったと言いたいのか？」

　がびーん、と目を白黒させるミーネに、アイリーンは苦笑いを浮かべた。

「違うわ、ただの『子供』から『女の子』になってきた、ってことよ……」

　アイリーンはすっと指を動かして、ミーネの襟えり元もとから胸に手を入れた。

「ちょっ!?」

「はいはい、動かない動かない」

　するすると、アイリーンの白く長い指先が伸びていき、小さな乳ち首くびの先をかすめると、ミーネの身体からだに痛いような、くすぐったいような電流のようなものが走り抜けた。

「ひゃあうっ！」
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「痛かった？」

「痛いと言っているであろうが！　まったく、油断も隙すきもないな！」

　その腕を振り払って、半分涙目でにらむミーネを見て、アイリーンは安心させるように微笑ほほえんだ。

「今のが痛いのなら、病気じゃないわ、安心なさい」

「病気ではないのか？」

「そうよ、それは成長痛ってやつ。子供から大人になるときに、身体の色々なところが変化して痛むの。んー、例えばね、男の子だって背が伸びるときに、足の骨が成長して痛んだりするわけ。女の子はそれだけじゃなくって、胸が大きくなる前に痛みが出たりもするのよ」

　アイリーンの言葉を聞いたミーネは目を輝かせた。

「本当か？　わしの胸が大きくなるのか？　シャールに負けないくらいに!?　ばーんっと!?　どーんっと!?」

「うーん……シャールちゃんくらい立派になるかどうかはわからないけど……それなりの大きさになるんじゃないかしら。でもまあ……保証はできないわね」

　そう言って首を傾かしげた後で、アイリーンは、ふっと色っぽく笑った。

「とうとう、ミーネ姫も女の子になってきたし、これから先は、シャールちゃんとの女の争いが本格的に始まるってことね」

「女の争いなら、今でもやっておるぞ？」

　怪け訝げんな顔をするミーネの鼻先に人差し指を当てて、アイリーンは思わせぶりに微笑ほほえんだ。

「今みたいな、妻だ嫁だなんてじゃれあいみたいな喧けん嘩かじゃない、本当の女の争いよ……どっちが晴せい凛りんくんの赤ちゃんを産むかって争い。

　ちゃんと自分の子供をこの世に残して国を継がせることも、王様の大事な仕事なのよ。それが正しいかどうかはともかく、として……どこの国も、そうなの。

　だから王様は、本当の奥さん以外に、後こう宮きゆうってところに女の人を囲って、子供をつくろうとするのよ」

　ミーネはうなずいた。

「うむ、知っておる。わしはその帝国皇こう帝ていの後こう宮きゆうとかいうところに送られるはずだった。月つき原はら弦げん斉ざいのおっさんが、そう言っておった。それで晴せい凛りんが侘タ瑠ル徒トに来たのだ」

「そうよねえ。考えてみれば、晴凛くんの立場も微び妙みようよねえ」

「微妙？」

　そこでアイリーンは少し意味ありげに間を開けてから、

「だって、皇帝の後宮に送られるはずだったお姫様を横取りして自分のお嫁さんにしちゃったんだもの。帝国の法律だと、文句なしに死刑よ」

　ミーネは目を見開いた。

「何だと？　それは本当か？」

　今度はアイリーンが驚く番だった。

「知らなかったの？　後宮に行くってことは、皇帝のものになるってことなのよ？」

「知らなんだ。わしはてっきり帝都に遊びに行って、皇帝の遊び友達になるのだとばかり思っておった」

「そりゃあ、まあ、今の帝国皇帝って、確か十歳か十一歳くらいだから、後宮って言ったって、遊び友達みたいなものだと思うけど……本当は違うのよ」

　ミーネは考え込んだ。

「そうか、父イシルが晴凛を婿むこ養よう子しにすることを認めたのは、月原弦斉のおっさんが侘瑠徒から追い出されて、帝国とシムールとの和議が無かったことになったからなのか……」

「そうね。もしかして、あのとき月原弦斉様が失脚せずに、今でも侘瑠徒で総そう督とくの地位にいたら、きっとミーネ姫は今頃帝都に行っていたでしょうね」

「嫌いやじゃ！　そんなこと、考えたくもない！」

　そう叫さけんだ後で、ミーネは何かに気がついたように、はっと目を見開いた。

「も、もしかして……北域と帝国とが和平を結んだら……わしは皇帝の後宮に行かねばならんのか？」

「さあ、それはどうかしら……とは言っても、帝国がどんな条件を出してくるかわからないから、絶対にない、とは言い切れないわね」

　アイリーンの答えを聞いたミーネは、泣きそうな顔になった。

「嫌じゃ！　わしは晴凛の嫁じゃ！　皇帝のところになんか、行きたくない！　どうすればいい？　どうすれば晴凛の嫁でいられるのじゃ！」

「それには、ふたつの方法があるわね。ひとつは、晴凛くんが帝国を滅ぼして皇帝になること。ふたつ目は、帝国と対等の立場になって、相手に条件をつけさせないで和平を結ぶ……こうなれば、晴凛くんの嫁が皇帝の後宮に行く必要は……」

　大きな胸を下から支えるように腕を組んでつぶやいたアイリーンは、そこでふと言葉を切って、

「……あ、もうひとつあったわ」

「それはどんな方法じゃ？」

「そりゃもう、晴せい凛りんくんの子供を産むことよ。名実共に嫁になっちゃえば、帝国は後こう宮きゆうに入れ、とは言わないでしょうね」

　ミーネは単純だった。目を輝かせて、声を弾はずませる。

「そうか！　よし！　わかった！　アイリーン！　子供の産み方を教えてくれ！」

　アイリーンは再び妖あやしげな微笑を浮かべて、うなずいた。

「いいわよ。でもね、子供を産む前に、やらなくちゃいけないことがあるの……知りたい？」

　ミーネはコクコク、とうなずいた。

　そのとき、伏ふせ龍たつが戻ってきた。

　部屋の奥で、話し声が聞こえるのに気がついた伏龍は、そっと忍び足で別荘の中に入った。先ほども触ふれたように、この別荘は伏龍と光こう凛りんが使っている。それ以外の話し声が聞こえる、となると……。

　聞き耳を立てた伏龍は思わず息を吞のんだ。

「だからね、あんなトキとかこんなトキには、男の人のアレがナニになるわけ」

「な、なんと！」

「あら、ソレ自体は不思議じゃないわよ。他の生き物も、似たような感じだし」

「似たような？　……おおっ、馬のアレじゃな！」

「あ、ソレ見たことあるの？」

「おうっ！　シムールは草原で生きる民たみじゃ！　馬のことはよく知っておる！」

「なら、話は早いわね。アレになったナニをね、ソレなアソコにコレするわけよ」

「なななっ!?　本当にコレできるのか!?」

「何よ、馬のアレは知ってるんでしょ？」

「知っておるっ、知っておるが……アレなナニが、ほんとにソレなアソコにコレできるのか!?」

　ここまで聞いて、伏龍は噴き出しそうになった。茶か酒を飲んでいたら、間違いなく噴水のようになっていただろう。

　──アイリーンのやつ！　なんて話をしてやがる！　そんなにあけすけに話すやつがあるか！　相手はまだ子供だぞ！

　だが、真剣な表情でアイリーンの話を聞いているミーネの横顔を見て、伏龍は考えを改めた。

　──いや、これはこれでいいのかもしれねえな。晴凛が北域王になって、それなりに地位が固まった以上、こういう問題は避けて通れねえ。

　まして、ミーネ姫も大人になっていくわけだし、男どもが興味本位で口を挟はさむことじゃねえな。

　何より、あのミーネ姫のマジな顔見たら、何も言えねえや。

「でまあ、アレなときにナニすることで、お腹なかの中に子供ができるわけよ」

「ふむふむ」

「こういう手順を踏ふめば、基本、子供はできるわ。必ずというわけでもないけれども……逆に言えば、子供をつくるつもりがなくても、子供ができることもあるわけ」

「そうなのか？　子供をつくりたいから、ナニするんじゃないのか？」

「もちろんそれもあるんだけど……そうでないことも、あるの」

　そう言ったときのアイリーンの顔は、伏ふせ龍たつからは見えなかった。顔を伏せているような、背の低いミーネに語りかけているような。

「望んで子供ができることもあれば、望まず子供ができることもあるわ。

　そして、望んでいるかどうかはまったく関係なしに……そういうのをしたくなることも、あるの」

「ううむ……それはよくわからん」

「あ……そうね、よくわかんないこと、言っちゃったわね。私も、そんなことないって思ってたのに……」

　一体何のことを言っているのか。アイリーンは何かもっと大きなことを言っているような気が、伏龍にはした。

　そして、伏龍は、ふっと視線を、晴せい凛りんのいる犂すき山やまの居城のほうに移した。

　──あいつには北域王としての責任を果たしてもらうことになりそうだが……覚悟はできているかどうか……他ひ人と事ごとながら心配だぜ。

　だが、このとき、伏龍は知らなかった。

　その『覚悟』が求められているのは、晴凛だけではない、ということに。




　さて、その覚悟が求められている晴凛は、というと、犂山の居城で兄、光こう凛りんと共に何やら難しい顔で帳面のようなものを前にして、筆を走らせていた。

「とりあえず、日常会話に必要と思われるシムール語の単語を書き出しておくよ。でも、単語だけでは伝わらない微び妙みような意味合いをどう伝えるかが、難しいんだよね」

　光凛は腕を組んだままうなずいた。

「部隊を指揮するための指示語は簡潔でわかりやすいのに、ごく普通の会話になると、とたんに抽象的になるんだなあ、シムール語というのは……」

「彼らは遊牧民だからね。羊や馬を追い立てるときに『向こうへ行け』とか『こっちに追い込め』とか、そういう指示をするのに簡潔な言葉が求められたんだと思う。シムールの騎馬兵のほとんどは、帝国軍の軍人のように徴ちよう兵へいされた兵士ではない。普段は遊牧をしたり、狩りをしている普通の男たちなんだ。戦争が始まると族長に召集されて支族ごとに部隊を作るんだよ」

「ああ、その辺の話はミリンさんから聞いている。問題は慣用句なんだ……」

　晴せい凛りんは光こう凛りんを見上げて、にやっと笑った。

「シムールの言葉には、その場の状況、相手との関係、時間、そういったもので、色々な意味を含ませるからね。例えば『月が綺き麗れいだ』という表現は普通の言葉だけど、若い男女の間では『私はあなたを愛しています』という意味を持つんだ」

「何でそうなるんだ？」

「えーと、つまり、月をふたりで見る、という状況を思い浮かべてよ。当然、その時間は夜だよね？　夜に若い男女が月を見ている状況だ。そこで『月が綺麗だ』と、その状況を肯こう定ていするわけだよ。この言葉を発した男は、相手の女性をどう思っているか、そこにすべて表現されている、というわけなんだ」

「直接的に、女の子を褒ほめちゃいけないのか？　『君は綺麗だね』とか何とか……」

「それも、状況によるよ。昼と夜、月の大きさで意味が変わってくるんだ。

　昼間なら、それは褒め言葉だけど、夜は逆で『お前の醜みにくさが目立たなくてよかったな』という意味を持つんだ。新月の晩に、女の子にそんなことを言ったら、殴なぐられても文句言えないよ」

　何か思い当たる節ふしがあったのだろう。光凛は、ぽん、と手を叩たたいた。

「そうか……それであのとき……」

「何かあったの？」

　光凛ははっと我に戻ると、慌あわてて首を振った。

「あ、いや、たいしたことじゃないんだが、以前、ミリンさんに覚えたばかりのシムール語で、お世辞を言ったことがあったんだ。そうしたらいきなり、こう、みぞおちに、どすっと食らってね……そうか、ああいうことを夜に言っちゃいけないんだな、うん」

「帝国語ならよかったのかもしれないけど……シムール語でわざわざ言うと、なおさら『そういう意味』に取られかねないから、気をつけたほうがいいよ」

「よくわかった、肝きもに銘めいじておこう。ミリンさんを相手にするとなると、骨が何本あっても足りない」

　光凛はそう言って笑った後で、ちょっと真剣な表情に戻って、晴凛が書いている帳面を覗のぞき込んだ。

「それにしても、シムール語と帝国の国字を対照できる字典を作るところから始めなくちゃならんというのは大変だな……帝都に行けば、そういう字典も手に入るんだろうが……」

「うん、帝都に行けば、きっとこういう字典も手に入るんだろうね。でも、きっと値段が高いだろうし、載っているシムール語も古いと思うんだ。

　言葉ってのは生き物だから、どんどん変わっていくわけだし。今のシムール語を翻訳できる字典は、今、必要なんだ。苑その山やまのご隠いん居きよのつてで、木版印刷の職人さんと刷りの工房に話を通しておいたので、このシムール語字典ができたら、印刷して北域に配ろうと思う」

「そうだな。今の北域は、帝国でもないシムールでもない、その中立の立場だ。そう考えると、北域王になったお前が、こういう字典を作って配るのは、ある意味当たり前のことなのかもしれないな……」

　光こう凛りんはそう言うと、ふっと笑った。

「お前は小さい頃から、勉強が嫌いやで塾を抜け出しては、西にし木き市場で遊んでいたよなあ。西域の商人や、北域の商人たちに、平気で話しかけて……あの頃のお前があったから、今のお前があるのかもしれないな……」

「うん、まあ、小さい頃は怖いものなしだったし、目が青かったり、金きん髪ぱつだったり、外見が普通の人々と違っていても、それに偏見がないというか、ちょっと変わった人ぐらいにしか思ってなかったからね。

　西木市場の商人の中には、僕を邪じや険けんに追い払う主人もいれば、人のよさそうな微笑と共に、果物の切れ端を分けてくれる主人もいた。

　もっとも、今から考えれば、あの中には、僕の身なりを見て、いいとこのお坊ちゃんだとわかって、親切にしてくれた人がいたのかもしれないけど」

　そう言って、照れたように頭を搔かく晴せい凛りんを見て、光凛はため息をついた。

「考えてみれば、シムールは帝国にとって最大の敵だ。仇きゆう敵てきと呼んでもいいだろう。なのに、帝国は彼らを蛮ばん族ぞくと呼び、蔑さげすむだけで何ひとつ理解してこなかった。いや、理解させなかったと言ったほうが正しいだろう」

　晴凛がうなずいた。

「うん、そのことは僕も気がついてた。侘タ瑠ル徒トの警備の兵士たちは、そこそこシムール語を話せるし、聞き分けることもできる……まあ、周りにいるのが、友好的なシャン族たちなので、覚える機会もあったんだろうね。でも、帝国緑軍の兵士は、まったくシムール語を話せない。

　彼らは自分たちが戦う相手であるシムールのことを知りたいと思っても、学ぶ機会がなかったと言っていた。帝国はなぜ、兵士や士官にシムールについて、言葉や習俗を教えなかったんだろう？」

「答えは簡単だ。帝国の上層部は、兵士や士官がシムールの言葉を解し、習俗を知ることで、シムールに関心を持ったり、親近感を抱いだくことを恐れたのだろう。

　シムールは言葉が通じない相手であり、価値観も何もかもが自分たちと異なる生き物……いわば動物のようなものだ、と教え込むことで、兵士たちの心の中に蔑べつ視しと嫌けん悪お感かんを植えつけようとしたのだ。

　シムールは人ではない、人と思わなければ、女や子供を皆殺しにしても悩むことはない。逆に、帝国のためによいことをしたのだ、と思い込ませることもできる、というわけだ」

「でも、月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かは、そんな風に考えてはいなかった……あの方はシムールと帝国の共存の道を探していた……月原閣下は、菰こも野の盛せい元げんを担かついだ苑その山やま燕えん鵬ほうに追い出されるまでは、帝国の摂せつ政しようだった。そう考えると、帝国の中には月つき原はら閣かつ下かと同じように考えている人もいたはずだよね？　そういう人たちは、今、どこにいるんだろう？　もし、そういう人たちが帝国の中ちゆう枢すう部に残っているのなら、僕たちのやろうとしていることを理解してもらえるんじゃないかな」

　光こう凛りんは難しそうな顔になった。

「うーん、確かに、月原弦げん斉ざい閣下が帝国の中枢におられた頃は、シムールを単なる敵として見るのではなく、交渉のできる相手として研究が進んでいたのは事実だ。

　帝国軍の参さん謀ぼう本部直属の北方二課と呼ばれるシムールの情報を収集し分析する部署があって、そこがシムールの国内に出入りしている西方人の商人たちから、シムールの情報を収集したり、隊商に潜もぐり込んで直接状況を偵察したり、ということをやっていた。

　だが、月原弦斉閣下が失脚した後、北方二課はほとんど仕事をしていない。月原閣下の功績や実績に繫つながるものはすべて消し去るのが苑その山やまのやり方だからな」

　光凛の言葉を聞いた晴せい凛りんは、ああ、そうか、という風にうなずいた。

「やっぱり帝国軍にはシムールのことを調べていた部署があったんだね。失脚して侘タ瑠ル徒トに左さ遷せんされた月原閣下が、シャン族と和平を結べたのも、そういう部署がちゃんと情報を収集していたからなんだ」

「そうだな。情報収集をなおざりにすると、勝てる戦いも勝てなくなる。敵を知り己を知ることが勝利に繫がる。昔から言われているとおりだ。

　だが、今の帝国は、敵なんか知らなくていい、敵を知ろうとするのは敵に情を通じようとする裏切り行為だ、みたいな考えしか持っていない馬ば鹿かばかりだ」

　晴凛はしばらく考えていたが、やがて顔を上げて光凛に尋ねた。

「それを言ったら僕たちも、馬鹿ってことにならないかな？」

「どういう意味だ？」

　晴凛は言葉を探すように、ゆっくりと答えた。

「僕たちは今の帝国の情報を知らなすぎるってことさ。兄さんや孟もう旗き将軍たちが知っている帝国の情報は、僕が侘瑠徒で兵を挙げた頃のものだ。あの後、南の承しよう安あんで月原弦斉閣下が反乱の兵を挙げた、という話が伝わってきたけど、詳くわしい話は全然わからない。

　榎えのき耶や将軍の指揮下で、聡そう凛りん兄さんが近この衛え騎兵を率いて出陣した、という噂うわさを聞いたけど、それが本当かどうかもわからない。

　僕たちは、今、現在の帝国が、というか僕たちの敵である苑山燕えん鵬ほうが何を考えて何をしようとしているのか、まったくわからない。

　蒼あお橋はし商会の銀ぎん麗れいさんと玉ぎよく麗れいさんが、色々情報を仕入れてきてくれるけど、それだって、いわば又聞きみたいなもので、風評と変わらない。真実は含まれているんだろうけど、どれくらい正確なのかはわからない。

　やはり、誰かが直接帝都に行って、正確な情報を収集してこないと駄だ目めだと思うんだ」

　晴せい凛りんの言葉を聞いた光こう凛りんは腕組みをして考え込んだ。

「そうか……そう言われてみればそうかもしれない。今までの俺たちは守る側だった。攻めてくる敵、目の前にいる敵を撃退するだけでよかった。だが、これからはそうはいかない。俺たちはもう、北域辺境の小さな街の反徒じゃない。俺たちには力がある……北域全体を俺たちの勢力下に組み込めば、帝国を向こうに回して互角の戦いを挑いどむことだってできる。

　つまり、今の俺たちには、この力を、どう動かすか、という大きな視点と先を見る目が必要だ、ということか……」

「うん、幸いにも、僕たちには伏ふせ龍たつさんという、先のことを考える知恵を持っている心強い仲間がいる。僕が『私が北域王である！』なんて偉えらそうな態度を取れるのも、伏龍さんがいてくれるからこそだ。でも、いくら伏龍さんに知恵があっても、考えるための材料が無ければ、正しい答えは出せない。そう考えると、帝国の情報をしっかり収集できるかどうか、というのは、かなり重要だと思うんだ」

「うーん、お前の言っていることはよくわかった……問題は帝国の情報を収集できる人間がいるかどうかだな。孟もう旗き将軍の部下には軍の中ちゆう枢すう部に詳くわしい人間が何人もいるが、そういう人間は顔と名前が知られすぎている。

　かといって、顔も名前も知られていない人間を送り込んでも、そういう者は帝国の中枢部には近づけない。せいぜい街の噂うわさを聞き集めるくらいのことしかできないのでは、今、情報を集めてくれている蒼あお橋はし商会の姉妹とたいして変らないわけで、わざわざ帝都に送り込む理由は無い……さて、困った」

　光凛と晴凛が仲良く首をひねっていると、執務室の入口のほうで、元気な笑い声が聞こえた。

「はっはっはっは！　兄弟揃そろって、何を悩んでおるのかのう？　悩み事なら、わしが聞いてしんぜるぞ？」

　振り向くと、そこには身体からだの前に立てた杖つえに両手を添えて胸を張った小柄な白髪白しろ髭ひげの老人が立っていた。

「犂すき山やまのご隠いん居きよ！」

[image: ]

　光凛と晴凛は思わず顔を見合わせた。

「ご隠居なら……」

「うん……あ、いや、だめだよ、兄さん。ご隠居は苑その山やまの監視の目を盗んで抜け出してきたんだもの。帝都に戻ったら、今度こそ幽ゆう閉へいされちゃう」

「そうか……そうだった……商人に変装して抜け出してきたんだっけ」

　光凛と晴凛の会話を聞いていた犂山のご隠居は、面白そうに笑った。

「どうやら、お主らは帝都に密偵を送り込もうとしておるようじゃな？　帝都の動きが気になるのじゃろう」

　晴凛は驚いたように顔を上げた。

「あ、はい、そうです……よくおわかりになりましたね」

「なあに、お前さんたちは北域王という力と名前を手に入れたからのう。手に入れた力をどう使うか、考えるのは当然のことじゃよ。

　お前さんたちは今まで弱かった。弱い者が採れる手段は限られておる。だが、強くなれば様々な方法を選ぶことができる。

　例えば交こう渉しようというのは、強いからできる手段じゃな。

　弱い者が『話し合いましょう』などと言っても、受け入れられるわけがない。問答無用で殴なぐりかかられるのがオチじゃ。

　殴ったら、同じくらいの力で殴り返されるかもしれない、と相手に思わせて、初めて『話し合い』という選択肢が出てくるのじゃよ。そして、交渉を行うときに一番大切なのは、相手の内情、手の内を、どれだけ知っているか、ということじゃ。知っていればこそ、交渉は有利に運べるのじゃからな」

　光こう凛りんと晴せい凛りんは、もう一度お互いの顔を見合わせた後で、二人揃そろって頭を下げた。

「いやはや、そのとおりです、ご隠居……」

「僕たちの考えていることなど、すっかりお見通しですね」

「なあに、特別なことでも何でもない。これは物事の道理じゃよ。高きから低きに水が流れるようなものでな。世の中を知っていれば、当然そこに行きつく、というだけのことじゃよ」

　犂すき山やまのご隠いん居きよはそう言って笑った後で、少し真ま面じ目めな顔になって考え込んだ。

「ふむ、密みつ偵ていを帝都に送り込むのはいいとして、誰を送るか、じゃな。

　わしのような老いぼれでもいいのじゃが、顔を知られすぎておるし、帝都のわしの屋敷は苑その山やまの手の者に見張られておる。

　たまたま、我が家には、かれこれ三十年は奉ほう公こうしておる、わしと背せ格かつ好こうのよく似た庭師がおってな。わしはその者の服を着て屋敷を抜け出したのじゃよ。

　わしが北域で反乱に加担した、という話は、もうとっくに帝都に伝わっておるじゃろう。のこのこ帝都に戻れば、間違いなく牢ろうに繫つながれ、謀む反ほん者ものとして都みやこ大おお路じに皺しわ首くびさらすことになるはずじゃ。苑山は容よう赦しやせん。あいつは執しゆう念ねん深い。

　そのくせ、小心者で、世間の評判ばかり気にしておる……失脚させた月つき原はら弦げん斉ざいを牢に繫ぐことはできても処刑台に送れなかったのは、やつが自分の評判を気にしておったからじゃ。あいつのやることはすべてそうじゃ。思い切りが足らん。

　自分で決めたことを、後から、いや、そうじゃない、とひっくり返す。あの男は物事が動き出してから人に聞いて、方針を変える。些さ細さいな修正ならそれほど問題は無いのだが、物事の根幹の部分を変えようとするのだ。人の意見に左右されやすい、というのは大物ぶった小物の証拠じゃよ」

　ご隠居の言葉を聞いていた晴せい凛りんが、小さく首を傾かしげた。

「このところ、毎晩ご隠居と同席して、北域の有力者の方々とお話をさせていただいています。そこでご隠居の話を聞いていると、苑山燕えん鵬ほうはどう見ても月原弦斉様の足元にも及ばない人間なんですけど、どうして、そんな男が帝国の実権を握れたのでしょう？」

　ご隠居は苦いものを嚙かみつぶしたような表情で答えた。

「それはな……帝国が長く続きすぎたからじゃ。国が長く続くと、人々の間に不満が溜たまる。より多くの者を幸せにするために国が何か政策を行うときには、必ずそれによって不利益をこうむる者が出てくる。

　河に橋を架かければ、人々は便利になるが、渡し船を営んでいた者は職を失う。職を失った者への配はい慮りよがなければ、その者は怨うらみを抱いだく。多くの人が喜ぶその陰で、憎しみを抱く者がいる。

　月原弦斉は切れ者で、実行力もある男じゃ。あの男は、三代続いてあちこちにきしみの出ていた帝国を立て直すために、様々な政策を行った。

　灌かん漑がい設備を作り直して、田畑を広げたことで税収は改善した。その税収で街道を整備し、街道が整備されたことで、物資の流通が盛んになり、商業も発達した。

　だが、その政策を行ったことで、今まで儲もうけを独占していた業者は損をするようになり、税収を見直されたことで、ごまかして私腹を肥こやしていた役人は、美う味まい思いができなくなったのじゃ」

「でも、それで国民全体が豊かになったわけですよね？　みんなが喜ぶんだから、いいことじゃないか、と思うんですけど……」

　ご隠いん居きよはにやっと笑った。

「そうじゃ、確かにみんなが豊かになった。みんなが喜ぶ。だが、今まで利益を独占していた人間が、それを喜ぶと思うかね？　市場に店が一軒しかなかったところに、新しく店ができたとする。街の人間は喜ぶじゃろうな、商品は増えるし、価格競争が始まるから、値段も下がる。だが、昔からある店の人間は、面白くないじゃろう。世のため人のために正しいことでも、自分にとって正しくなければ、それは間違っている。そう考えるのが人間じゃよ」

「そうか……そうですよね……」

　そう言ってうなずく晴凛を見て、ご隠居は悲しそうに言葉を続けた。

「月つき原はら弦げん斉ざいが帝国の民たみのために働けば、民は喜ぶが、その分、敵も増えていった。商人や、利権を握っていた役人どもは、月原を憎にくんだ。

　民が豊かになれば、回りまわって、その豊かさが自分たちのところにも返ってくるのだが、やつらはそんな長い目で世の中を見ることができん。目先の金が減ったことで、月原を憎んだのだ。

　そして、苑その山やまはその憎しみを利用した。世の中には自分の思いどおりにいかないことなどいくらでもある。だが、それを納得できる人間は少ない。誰もが世の中に何かしらの不平不満を抱いだいている。苑山はその行きどころのない不平不満の出口を月原に向けたのだ。

　自分が出世しないのは、月原のせいだ。思ったようにいかないのは、月原のせいだ。月原さえいなくなれば、世の中はもっとうまくいく。商人は金が儲もうかり、役人は出世し、税金は下がり、あくせくしないでも楽しく暮らせる、とな」

「そんなわけないじゃないですか……」

　呆あきれたような顔をする晴凛を見て、ご隠居は静かに首を振った。

「冷静に考えれば、誰でも気がつく。だが、あのとき誰もが苑山の言葉に踊らされたのだ。大衆にはわかりやすい敵をひとつだけ与えよ、という言葉がある。苑山はその言葉どおりに行動した。そして、先代の皇こう帝ていが崩ほう御ぎよされたのと同時に、月原は摂せつ政しようの座を追われた。

　月原が摂政の座を追われ、菰こも野の盛せい元げんが摂政となり、苑山が菰野を補佐する。それを聞いたとき、帝都には喜びの声が満ちたのだ。世直しだ、これで帝国はよくなる！　そう噂うわさする人間が帝都のあちこちにいたのだ……。

　苑山は政敵を攻撃し追い落とし、自分が出世する才能は人一倍優れていた。現に、その才によって、今の地位に昇りつめた。だが、攻撃する相手がいなくなったとたん、何をしていいのかわからなくなったのだろう。あの男は、いもしない月原の幻影におびえ、これを探し求め、右往左往しておった……」

　ご隠居はそこで言葉を切ると、皮肉な微笑ほほえみを浮かべて、言葉を継いだ。

「……もしかすると、承しよう安あんの反乱を一番喜んだのは、苑山かもしれんな」

　一方、晴せい凛りんは考え込んでいた。

「確かに……そうかもしれません。敵がいてくれれば迷いません。敵の攻撃をどうしのぐのか、それだけを考えていればいいわけですから、ある意味楽です……というか、楽でした。今のほうが、よっぽど大変です……」

　そこまで言ってから、晴凛は自分の言葉に気がついたのだろう。慌あわてて顔の前で手を振った。

「あ、いえ、毎晩毎晩、お酒の席に付き合わされるのが大変とか、そういう意味じゃなくてですね……」

　慌てる晴凛の顔を見て、ご隠いん居きよは声を上げて笑った。

「はっはっはっはっ！　いやはや、正直でよろしい。確かに酔っぱらった親父おやじと爺じじいの会話を横でじっと聞いているのは、若い者にはつまらんだろう。ましてや会話の中身は昔話と、若い頃の自じ慢まん話じゃ。

　だがな、我が慢まんせい。将来、自分よりも確実に上に行くであろう若者に、親父連中が偉えらそうなことを言える機会はめったにない……話を聞いてくれる若者、というだけで貴重なのだ。自分の話を聞いてくれる人間を憎にくむ者はいない。

　考えてみろ。お前さんから見れば、こんな美う味まい話はないぞ？　小こ半はん刻ときの間、酔っぱらった親父の話を聞くだけで、その親父を味方に付けることができるのだ。

　今は、わからんだろうが、お前さんが何かをやろうとするとき、きっとわかる。味方になってくれる親父連中ほど心強いものはない。

　実力とは、つまるところ、どう人を使うか、という才能なのじゃ」

　ご隠居はそこで言葉を切ると、視線を光こう凛りんに向けた。

「そうそう、ここに来た用事を忘れておった。今日の夕方合う人間は北域の穀物商の元締めたちでな、その席に晴凛だけではなく、お前さんも同席させようと思っているのじゃ。北域国の税収を考えるには、まず収穫された穀物の流れを知る必要がある。書類の数字だけでは見えぬ色々な話が聞けるよい機会じゃ」

「あ、はい、わかりました。喜んで出席させていただきます」

「うむうむ、よしよし、人の意見を聞いて、自分で決める。決めたら迷わない。簡単なことだが難しい。これができるというだけで、お前さんたちは人の上に立つ資格がある。そろそろ大人の考え方を身につけてもいい頃じゃろう」

　光凛の答えを聞いたご隠居は、そう言って満足そうにうなずいた。







　　　第二章「勝利の報酬」







　延えん喜ぎ帝国の帝都を囲う城壁には、東西南北の四つの大門がある。

　その門から帝都の中心部にある宮殿に向かって延びる都みやこ大おお路じは、その幅およそ百短里メートル。その大路の中央には王おう路ろと呼ばれる、白い大理石を敷き詰めた皇こう帝てい専用の道路、そしてその左右を守るように石畳の「官かん路ろ」と「軍ぐん路ろ」が延びている。

　官かん吏りと軍隊以外の普通の人々は、この三つの道のさらに外側を走る玉砂利を敷き詰めた「済さい路ろ」と呼ばれる道を歩くことになっており、王路や官路、軍路に足を踏ふみ入れることは許されない。

　都大路は皇帝と国家のために作られた道路なのだ。

　そしてまた、都大路沿いは、いわば帝国一の繁はん華か街がいでもある。今日も多くの買い物客や、地方からやってきた見物人たちで都大路は賑にぎわっていた。

　その日、都大路を歩いていた人々は、南門の方角から鳴り響いてきた時ならぬ警けい笛てきの音に、皆足を止め、怪け訝げんそうな表情で辺りを見回した。

「あれは……南門のほうだな」

「南……ということは、あれだ！　承しよう安あんの乱の軍使じゃないのか？」

　一週間前。都大路を十万を超える群衆で埋うめ尽つくし、声援を送って送り出した承安討とう伐ばつ軍の勇姿は、まだ記憶に新しかった。

　その言葉のとおり、南門から延びる都大路の軍路を、銀しろがねの鎧よろいに身を固めた騎兵が走ってきた。

「見ろ！　近この衛え騎兵だ！」

「やっぱり、承安討伐軍の軍使だ！」

「背中に旗があるか？」

「ああ、旗を差しているようだ！」

「旗の色はわかるか？　何色だ？」

「いや、まだわからん！」

　その場に居合わせた人々は、口々にそんなことを言いながら必死に目を凝らした。

　前線から報告に来る兵士が旗を立てているかどうかは、軍使の緊急の度合いを示している。普通の定期連絡では旗を立てない。

　そして、旗の色は報告の内容を示していた。黒い旗は将軍級の人物の戦死を意味し、白い旗は勝利を意味している。

　軍路をひた走ってくる騎兵の背中には、一本の白い旗が立っていた。

　その旗の色を見た瞬しゆん間かん、その場に居合わせた群集の間から、うぉおおおお！　という声にならない叫さけび声が上がった。

「勝利だ！　帝国軍は勝ったぞ！」

「討とう伐ばつ軍が勝った！」

　白い勝利の旗をなびかせ都みやこ大おお路じを走り抜けていく近この衛え騎兵の後を追うように、大路の両側にいた人々が両手を上げて歓かん声せいを上げる。

　それは、まるで波を搔かき分けて進む船のように見えた。

　シムールの来らい寇こう騒さわぎに端を発した北の侘タ瑠ル徒トで起こった反乱は収まる気配が未だ見えていない。討伐に向かった精せい鋭えい部隊の緑軍が敗北した、という知らせは、帝都の人々を恐怖に陥おとしいれていた。そして、それに追い討うちをかけるように発生した南の承しよう安あんでの反乱によって、帝都の人々の意識には低く鉛なまり色いろの雲のような不安感──いや、それは終末感と呼んでもいいだろう。それが覆いかぶさっていた。

　この白い勝利の旗は、その鉛色の雲を見事に吹き飛ばした。

　都大路に集まった群集の上げる歓声は、宮中にも届いていた。

　宮殿の建物を囲む内壁の外側から聞こえてきた『わぁあああ！』という海鳴りにも似た響きを聞いた、財務局の役人たちは、怯おびえたように立ち上がった。

「な、何だ！　何があった！」

「帝都でも反乱が起こったのか？」

「ま、まさか、帝都で反乱だと？」

「い、いや！　わからんぞ！　北で起きた反乱は南に飛び火したではないか！」

「そ、そうか、そうとなれば、早く逃げないと！」

「いや、内だい裏りには近衛兵がいる、逃げなくとも……」

「近衛の主力は南方討伐に行ってしまったではないか！」

「お、おお、そうだ、忘れていた！　というか、それを狙ねらって乱を起こしたのかもしれんぞ！」

　口々にそんなことを叫びながら、驚き騒ぐ役人たちの声は、財務局の執務室にも届いていた。

「一体何事だ？　何で騒いでおるのだ？」

　目を落としていた書類から顔を上げた財務局長が怪け訝げんそうに聞くと、部屋の入口に控えていた秘書官が小さく一礼して答えた。

「確認して参ります」

「うむ、頼んだぞ」

　執務室から出ていった秘書官を見送って、財務局長は再び視線を目の前の書類に落とした。

　──南方討伐軍に対する補給物資のさらなる上積みと、軍馬の増援要求か……まったく、シムール来寇の騒ぎで軍人が大きな顔してのさばるようになってから、戦費が増えるばかりだ。

　苑その山やま燕えん鵬ほう様は、軍事にはお詳くわしくない。軍務局の軍務官僚どもに『前線ではあれが必要です、これが足りません』と言われれば、それを鵜う吞のみにしてしまう。

　確かに軍事は重要だ。帝国が帝国として存在しているのは、強大な軍事力のおかげであることに疑問の余地は無い。だが、軍人どもに言われるがままに、帝国の歳費をつぎ込んでいたら、帝国の財政は破は綻たんしてしまうだろう。

　財務局長は、目の前にある書類に書かれている数字を、手元の紙に書き写した。

　──これが、今、帝国の国庫にある歳費だ。ここから、我々官僚の取り分を抜くと、残りはこれだけ……これでは、とても軍人どもの要求する物資や軍馬の調達はできん。

　となれば、どうするか……。

　局長は目の前にある紙に書き出された数字を見て考え込んだ。

　──考えたところで、どこからか金が出てくるわけではない。となれば、無む駄だなものを削けずるしかない。

　局長は、最初に国庫から引いた自分たちの取り分の数字を、とんとん、と指で叩たたいた。

　──ここから削るのはとんでもない。これは我々の金だ。この金があるから、我々は自分たちの派は閥ばつを維持できる。この中に無駄な金など、びた一文ありはしない。

　現代の感覚で、この自分たちの派閥を維持する金を国庫から出す、という財務局長の考え方を見ると、とんでもない公私混同に見えるかもしれない。しかし、当時はそれが当たり前だった。

　この時代、高級官僚たちのほとんどが、科か挙きよと呼ばれる厳しい試験に合格した者だった。この科挙に合格するには、いくつもの予備試験を突破して、最終的に皇こう帝ていみずからが臨席した最終国家試験に合格しなければならない。

　皇帝の面前に立つためには、官位が必要になる。この官位をもらうためには、宮中のしきたりに詳くわしく、帝国内部に顔の利く、それなりの地位にある官僚に多額の付け届けをする必要がある。

　この時点で、受験者と高級官僚との間に、一種の師弟関係というか、親分子分のような関係が生じる。これがいわゆる派閥と呼ばれるものである。

　下したっ端ぱの官僚は自分を引き立ててくれる高級官僚の手足となって働き、高級官僚は自分の手下である下級官僚を様々な利権に関わる役職に送り込んで、美お味いしい思いをさせてやるのだ。

　帝国とは皇帝のものであり、官僚とはその皇帝に成り代わって国家を運営するものである。ならば帝国は官僚のものでもある。

　皇帝が国家の金を自由に使えるのなら、自分たちが自由に使えるのは当然である。

　それがこの時代の役人たちの考え方であった。

　とはいえ、役人たちに国庫の金を好き放題に使われたのでは、あっという間に財政は破綻する。

　財務局長は目の前にある数字を見つめて、自分に気合を入れるようにうなずいた。

　──私は支出の名目を細かく調べ、無む駄だな出費を抑えることで、国庫に余裕をもたらした。

　苑その山やま様に財務局長に抜ばつ擢てきされたのは、その腕を買われたからだ。苑山様のご恩に応えるためにも、この軍からの要求はきっちり調べ上げる必要がある。

　財務局長が自分に言い聞かせるように小さくうなずいたとき、執務室の扉が開いて、秘書官が顔を見せた。

「局長！　大勝利です！」

「大勝利？」

　怪訝な顔をする財務局長を見て、秘書官は嬉うれしそうに言葉を続けた。

「討とう伐ばつ軍ぐんの近この衛え騎兵が、たった千騎で賊ぞく軍ぐん一万を打ち破ったそうです。伝令の立てた勝利の旗を見た人々の歓声を聞いて、帝都で乱が起きたと勘違いした者が騒さわぎ立てたのだそうです！」

　その言葉を聞いた財務局長は目を輝かせた。

「勝利したのか！　民たみが騒ぐのも無理はない。いやあ、よかったよかった」

　そう言ってうなずきながら視線を目の前の書類に戻した局長は、はっと目を見開いた。

　──待てよ？　今、秘書官は、近衛騎兵がわずか千の兵で一万の敵を打ち破ったと言った……ということは、敵は問題にならぬほど弱い、ということだ。

　弱い敵を相手にするのに、増援はいらない。兵の数もそんなに必要がないということではないのか？

　財務局長の目が光った。

　それは、新しい獲物──この場合、いかに歳費を削けずるか、その削り先を見つけたことを意味していた。




　その日の午後、討伐軍の指揮官である榎えのき耶や将軍からの報告を得て、帝国の首脳陣による最高会議が開かれた。

「では、報告を続けさせていただきます」

　帝国軍の軍務局長が小さく一礼して、報告を続けた。

「我が軍は月つき原はら弦げん斉ざいの率いる賊軍によって占領されていた温うん焦しようを奪だつ還かんし、完全に勢力下に置いた、とのことです。ご存知のとおり、温焦は主要な街道が交差する南域の交通の要よう衝しようでありまして、ここを押さえることは、そのまま承しよう安あんから北上しようとする賊軍の頭を押さえることになります。

　今後は、この温焦を拠点として賊軍を食い止め、戦力を消しよう耗もうさせてから、一気に承安に攻め込み、月原弦斉を仕留める予定であります」

　軍務局長の報告を聞いた苑山燕えん鵬ほうは、苦笑いを浮かべて答えた。

「予定は勇ましいが、そのとおりに進むとは限らん。北域の反乱軍の討伐に向かった緑軍の轍わだちを踏ふむことはないだろうな？」

　軍務局長は額に滲にじんだ汗をぬぐいながら頭を下げた。

「はっ！　いや……緑軍は、戦力は申し分なかったのですが、拙せつ速そくにすぎました。経験の浅い指揮官が作戦指導を行ったため、補給が至らぬまま戦闘に突入してしまったのが原因でありました。その点、今回の承しよう安あん討とう伐ばつ軍は経験豊富な榎えのき耶や将軍が指揮しておりますので、緑軍の轍わだちを踏ふむことはないと思われます」

「ふむ……確かに、緒しよ戦せんで華はな々ばなしい戦果を挙げたようだ」

「はい、賊ぞく軍ぐんは、軍と呼ぶのもおこがましい盗賊あがりの無法者と、それに付ふ和わ雷らい同どうする食い詰めた平民どもの群れであり、満足な補給路も持っておりません。温うん焦しようを抜くことができず、わが軍の前に損害を積み重ねれば、勢いをなくすことは確実であります」

　苑その山やま燕えん鵬ほうは軍務局が上げてきた作戦計画の書類に目を落とした。

「奪だつ還かんした温蕉は南域と西域を結ぶ街道が交差する交通の要よう衝しようだ。ここを維持し続けることは帝都の防衛もさることながら、南域への物資の流入を妨さまたげることにもなる。逆に賊軍どもから見れば、温蕉は喉のどから手が出るほど欲しい街だ。

　何が何でも温蕉を取りに来るに違いない。温蕉に伸ばしてきた手を叩たたき続けることで、賊軍を弱体化させ、賊軍の兵士の間に厭けん戦せん感を持たせる、という作戦……悪くはない」

「はっ！　では、この計画書のとおり作戦を進めさせていただきます！」

　軍務局長がほっとしたような表情を浮かべて一礼したとき、財務局長が手を上げた。

「あ、いや、ちょっと待って欲しい」

　財務局長は苑山の顔を見て尋ねた。

「よろしいでしょうか？」

　苑山が無言で小さくうなずいたのを見て、財務局長は話し始めた。

「この計画書によりますと、温蕉占領後に、さらに二万の増援と食料、その他の補給物資を必要とする、と、ありますが……いまさら増援は必要ですか？

　そちらの報告では、我が軍は数にして十倍の敵をも打ち破ったそうではないですか。それだけの戦力差があれば、増援など必要ないのではありませんか？

　補給もそうです。ぐずぐずと温蕉に居座っているから、膨ぼう大だいな物資が必要となるわけです。緒戦で賊軍の戦力の弱さが判明したのですから、持久戦などに持ち込まず、積極的に攻めていくべきではありませんか？

　軍人の方々は食料や兵士が無む尽じん蔵ぞうに湧わいて出てくるとお考えなのかもしれませんが、帝国の国庫にそんな浪費を許せる余裕はありません！」

　そこまで言ってから、財務局長は苑山の顔をちらっと見た。

　苑山の顔は変わらなかった。これといって不快そうな表情を浮かべてもいない。

　財務局長はその表情を自分の行動に対する承認と考えた。

　──苑山閣かつ下かが私に求めているのは、経費削減の能力だ。その才能で、私はこの財務局長という役職に昇りつめた。

　だが、これで終わりではない。私はこの財務局長の役職を足がかりにして近きん在ざい官かんを目指すのだ！

　そう、そのためには、ここで私の才能を苑その山やま閣かつ下かに印象付けねばならない！

　財務局長は胸の中で力強くうなずくと、軍務局長に視線を移した。

「軍務局は苑山閣下が軍事にお詳くわしくないのをいいことに、過大な請求をしているのではないかね？」

「そんなことはない！」

「では、なぜ、増援を要求するのかね？　負けている、もしくは敵が強敵だ、というのなら、理屈はとおる。だが、あなたはついさっき、帝国近この衛え騎兵がわずか千騎で賊ぞく軍ぐん一万を打ち破り、温うん蕉しようを奪だつ回かいした、と言ったばかりではないか。

　十倍の敵を打ち破った勝ち戦いくさなのに、なぜ、そこで増援が必要なのだね？」

　軍務局長は皆に必死に説明し始めた。

「ええと、この二万という兵力は、増援という形を取っておりますが、実際には失った兵を補充するための兵力でして……確かに、我が帝国軍は緒しよ戦せんで賊軍を打ち破り、敵は戦意を喪そう失しつして逃亡しました。しかし、我がほうの損害が皆無だったわけではありません。

　戦闘を行えば、必ずそこに死傷者が生じます。負傷者を後送し、補充兵を部隊に配置しなければ、戦力は保てません！」

「その戦力の数字が問題なのだ。あなたたち軍人は、この戦いが始まる前に、賊軍の総数は十万を超えており、それを打ち破るには精せい鋭えい五万が必要だ、と主張した。

　だが、実際に戦ってみれば、何のことはない。わずか千騎で、敵一万を蹴け散ちらすほどの戦力差があったではないか。この割合で考えれば、五万の兵で賊軍五十万を相手にできる、ということではないか。そう考えれば、多少の損害が生じたところで、補充する必要などない。逆に温蕉に配置されている兵力は過大だとも言える。帝都防衛のために兵力を引き揚あげることを考えたほうがいいのではないかね？」

　兵力を引き揚げる、という言葉を聞いた軍務局長は、さすがに表情を変えた。

「ちょっと待っていただきたい！　討伐軍の戦いは、まだ始まったばかりだ！　温蕉を奪だつ還かんしただけで、賊軍の本拠地である承しよう安あんには、まだ矢も飛ばしていないのだぞ！

　ましてや、賊軍の総大将は、あの月つき原はら弦げん斉ざいだ！　智ち謀ぼうの塊かたまりのような、あの男を敵に回す戦いは、これからなのだぞ？　緒戦の勝利で浮かれている場合ではないのだ！」

　軍務局長が月原弦斉の名前を口にしたときに、苑山燕えん鵬ほうのこめかみが、ぴくり、と動いたのを、財務局長は見逃さなかった。

　──やはり、苑山閣下にとって、月原弦斉の名前は無視できないのだ……ということは、月原の名前を使えば、苑山閣下に私の手腕を印象付けることができるかもしれん。

　財務局長は辺りを窺うかがうような目つきで声をひそめて答えた。

「そうです。敵は、あの月つき原はら弦げん斉ざいなのです。あの男が戦う場所は南方だけとは限りますまい。執しゆう念ねん深く様々な場所に自分の手の者を隠していた男なのですぞ？　温うん蕉しように気を取られている今このときを、月原弦斉は狙ねらっているかもしれません。現に、本日、討とう伐ばつ軍の伝令が勝ち戦いくさの旗を上げて帝都に帰ってきたときの民衆の歓声を聞いて、民たみが乱を起こした、などという流言蜚ひ語ごを飛ばした者がこの役所の中におり、一時大おお騒さわぎとなりました……」

「それは本当か？」

　目を見開いた苑その山やまを見て、財務局長は思わず胸の中でほくそ笑んだ。

　──やはり食い付いたか……苑山閣かつ下かが一番怖がっているもの、それは月原弦斉の手下だ。私が知っている限り、そんな人間は存在しない。心情的に月原弦斉に同情している人間は山のようにいるだろうが、明確に月原の指示を受けて動いている人間など、どこにもいない。だが、苑山閣下にはそれが見える。

　見えるのなら、それを否定する理由は無い。肯こう定ていすることで信頼を得ることができるのなら、積極的に肯定するのが当然だ。

　財務局長は小さく首を振った。

「確実な証拠があるわけではありません。しかし、この帝都の中に、民のみならず、役人たちを不安に陥おとしいれようとする力が働いていることは事実です。

　この不安感を払ふつ拭しよくするには、帝都の守りが完全であることを、広く人々に知らしめる必要があると愚考します。

　応援に差し向ける予定の兵力二万は、この帝都周辺に留め置き、帝都の内外を警戒させることこそが急務かと存じます。相手はあの月原弦斉。どのような手を打ってくるかわかりません。温蕉に気を取られるあまり、肝心の帝都で皇こう帝てい陛へい下かや、その側近の方々にもしものことがあれば、その責任は重大です」

「ふむ……」

　苑山は考え込んだ。

　──確かに、財務局長の言うとおりだ。兵力を帝都の周辺から引き抜けば、それだけ帝都の防衛は薄くなる。もし、何かがあればその責任はこの作戦を承認した私も免まぬがれない。

　帝国軍が千で一万を破ったという報告を鵜う吞のみにするつもりはないが、温蕉の戦いが大勝利だったという報告に間違いはないだろう。

　それだけ敵は弱いということだ。いや、その弱さそのものが、月原の策かもしれん。我々が兵力を集中して、一気に攻めかかってくるように仕組み、手て隙すきになった帝都で一気に乱を起こす、という策だ……。

　苑山の頭の中でさまざまな考えが回り始めた。

　苑山は決して愚おろかではない。逆に思し慮りよ深いと言えるだろう。だが、その思慮深さは、猜さい疑ぎ心しんが強いということでもある。

　この猜さい疑ぎ心しんの強さが、彼の利点でもあり、欠点でもあった。

　権けん謀ぼう術じゆつ数すうが渦うず巻まく帝国の官僚組織の中で生き延び、出世するためには大きな利点だったが、何かを決定する立場に立った今。それは、決定できない、という欠点に変わっていた。

　やがて、苑その山やまは顔を上げると、ゆっくりと言った。

「この作戦計画は、差し戻す。もう少し状況を判断し、各方面からの意見を聞いた上で決定しよう。

　戦況が急を要するならば、迅じん速そくに決定することが求められるが、今はまだそうではない。拙せつ速そくが戦局を誤るのは、緑軍の失敗を見ても明らかだ」

　それは、単なる問題の先送りだった。戦局は一日で変わる。常に先手先手を打っておくのが当たり前の軍事作戦で、決定を先送りすることの愚おろかさを、苑山は理解していなかった。

　軍務局長は驚いたように目を見開いて何かを言いかけたが、苑山はひとにらみで彼を黙だまらせた。

　財務局長は胸の中で、帝国軍二万の派遣を取りやめることで浮かせることのできる、歳費の額を思い浮かべて、思わずほくそ笑えんだ。

　──これで、かなりの金額を浮かせることができる！　それはすべて私の成果だ。この金額を苑山閣かつ下かにご報告することで、私の印象はさらによくなり、評価は上がるだろう。

　嬉うれしそうな財務局長と、意気消しよう沈ちんした軍務局長を見ていた秘書官は、小さく咳せき払ばらいすると議事録をめくって、次の会議の議題を読み上げた。

「では、次は北域の情勢です。これについて、軍務局の北方二課長が情勢分析の報告に参っております」

　苑山は怪け訝げんな顔になった。

「直接報告だと？　報告書ではなく？」

「はい、報告書に書けぬ、重要な案件があるそうでして……」

　苑山はしばらく無言で秘書官の顔色を窺うかがっていたが、やがて鷹おう揚ようにうなずいた。

「わかった。話を聞こう」

「かしこまりました」

　秘書官が招き入れたのは、軍人というには線の細い、どちらかというと官僚っぽい顔つきの瘦やせた四十代の男だった。

「お忙しいところ申し訳ありません。軍務局情報本部、北方二課の課長、迂う詰つみ壮そう仁じんと申します」

　迂詰と名乗った男は手短に自己紹介をすると、そのまま本題に入った。

「細かい前置きは申しません。百の言葉よりも、実物をご覧に入れるほうが確実だと思います……皆様にご覧いただきたいのは、これです」

　そう言いながら抱えていた書類行こう李りの中から迂う詰つみが取り出したのは、桃色の小石のようなものだった。

「それは……何かね？」

　興味深そうに身を乗り出した苑その山やまと閣僚たちに向かって、迂詰は静かに告げた。

「シムールの赤塩です」

　会議室が一いつ瞬しゆん静かになった後で、一気に失笑に包まれた。

「何を言い出すかと思ったら……」

「伝説の赤塩ですか……」

「いやはや、詐さ欺ぎ師しの常じよう套とう句くですよ」

「まだ、あんなものを信じている人間がいるとは……」

　馬ば鹿かにするように笑う閣僚たちを黙だまって見ていた迂詰は、後ろに控えていた部下に小さく合図をした。

「あれを……」

「はっ！」

　部下は小さく一礼すると、会議室の出入口に向かって言った。

「いいぞ、持ってこい！」

　部下の言葉を合図に、会議室の扉が開いた。

　驚く首脳陣の前に現れたのは、従者たちが押す台車の上に山と積まれた麻袋だった。

「こ、これは何だ？」

　迂詰は麻袋の前に立つと、無言で一番上の麻袋の口を開き、中に手を入れて、中身を取り出してみせた。

　それは、さっき、迂詰が見せた桃色の小石と同じものだった。

「どうぞ、ご覧下さい、シムールの赤塩です。この袋、全部がそうです」

　迂詰の言葉を聞いた閣僚たちは全員腰を浮かした。

「な、何だと？」

「本物か！」

「本当に、シムールの赤塩は存在するのか！」

　迂詰は部下の持ってきた二枚の小皿に、赤塩をひとつかみずつ載せると、首脳たちに指し出した。

「これを皆様に。もうひとつは苑その山やま閣かつ下かにお渡ししろ」

「かしこまりました」

　部下が持ってきた皿の中にある桃色の岩塩の塊かたまりに、おっかなびっくり触ふれる閣僚たちと、興味深げに見つめる苑山を見て、迂詰はゆっくりと言った。

「舐なめて、確かめていただいても大丈夫です。すでに毒見は終わっております、ご安心下さい」

　迂う詰つみの言葉を聞いて、何人かの閣僚がそっと口に運んだ。

　そして、舌の上に載せると同時に、閣僚たちは口々に叫さけんだ。

「塩だ！　間違いない！」

「うむ、それもかなり上質な塩だぞ！　苦味が無い！」

　驚き騒さわぐ閣僚たちを見ていた苑その山やまが、ゆっくりと言った。

「君が我々に直接報告したかったのは、これのことだったのかね？」

　迂詰はうなずいた。

「そのとおりでございます。帝国ではシムールの赤塩は伝説の存在で、誰もそんなものがあるということを信じておりませんでした。塩は南の海で作られ、遠路はるばる河をさかのぼる塩船によって運ばれてくる──それが常識でした。

　それがゆえに塩は貴重であり、塩の専売によって、帝国の国庫は支えられておりました。塩が帝国を支えていたと言っても過言ではありません。

　月つき原はら弦げん斉ざいが製塩業者をそそのかして反乱を起こした理由は、この赤塩の存在を知っていたからだと、私は推察します！」

「それは……どういう意味かね？」

　怪け訝げんな顔をする苑山を見て、迂詰はゆっくりと言った。

「おわかりになりませんか？　月原弦斉はまず北の侘タ瑠ル徒トで乱を起こし、シムールの赤塩を押さえ、そして今、南の承しよう安あんで乱を起こして、海塩を押さえました……つまり、今現在、帝国の国内に流通する塩は、すべて月原弦斉の手の中にあるのです！」

　会議室の中に衝しよう撃げきが走った。

　自分の言葉が、閣僚たちに与えた影響力を確認しながら、迂詰は言葉を続けた。

「帝国は、先日、北域に対して、経済的な制裁を加える目的で塩止めを行いました。しかし、その結果どうなったか……。

　北域の塩の値段は高こう騰とうし、塩商人が暴利を貪むさぼる一方で、生活必需品が手に入らない庶しよ民みんの不満が高まったところに、侘瑠徒の反徒の息がかかった商人が、このシムールの赤塩を持ってきたのです。

　もはや、高価な官塩を買わなくてもいい、ということを知った北域の民衆、そして領主までもが、雪崩なだれを打って反徒に加わってしまったのです！

　帝国が打った経済制裁という手は、北域の戦力を増やす結果となり、それを知った月原弦斉は、呼応して南の承安で兵を起こし、海塩の生産拠点を押さえました。

　塩を押さえることで、帝国を手中に収める……それが月原弦斉の野望だったのです！」

「な、何だと！」

「それは本当か！」

「本当も何も、そのとおりに話は進んでいるではないか！」

　苑その山やまは驚き騒さわぐ閣僚たちを黙だまって見つめていたが、やがてゆっくりと迂う詰つみに向き直った。

「……で？　どうすればいいのかね？　君は事実を報告するためだけに、ここに来たのではあるまい？」

　迂詰はにっこりと笑って一礼した。

「苑山閣かつ下かのお眼鏡めがねにかなうかどうかはわかりませんが、いくつか案を用意して参りました。北方二課はこういうときのために存在しております」

「軍事的な作戦は不可能だ。帝国軍の主力は温うん蕉しように向けられている」

「ご安心を。力づくではありません……もし、力を行使するとしても、それは我々ではありません」

　閣僚たちは怪け訝げんな顔を見合わせた。

「我々ではない……というのは、どういうことだ？」

「我々以外に、北域に動かせる勢力があるのか？」

　迂詰は目の前の麻袋に入った赤塩に、そっと手を伸ばし、それを押さえて言った。

「この赤塩はシムールの聖地で採取されるものです。塩を持っているのは、シムールであり、月つき原はら弦げん斉ざいではありません」

　苑山は顔の前に両手の指を組み、上目遣いに聞いた。

「君は……シムールを動かすことが可能だと言うのかね？」

「はい、シムールとは十二の支族から成る、部族連合の総称です。族王エオルの権力基盤は、その部族連合によって支えられており、帝国の皇こう帝ていとは、似て非なるものなのです。一枚岩でない組織には、必ず付け入る隙すきがあります。人には欲も嫉しつ妬とも野望もございます。シムールとてそれは同じでございましょう……。

　我々北方二課には、長い間に培つちかってきた様々な人脈がございます。シムールに直接働きかけることはできなくとも、シムールに出入りしている西方人の商人を通じて、彼らを動かすことは可能だと信じております」

　苑山燕えん鵬ほうは黙だまったまま迂詰の顔を見つめていたが、やがてふっと視線を逸そらした。

「よかろう。やってみるがいい！　資金や文書が必要なら、秘書官に伝えたまえ、最大限の便べん宜ぎを図ろう」

「かしこまりました、必ずやご期待に添います」

　迂詰はそう言うと、唇くちびるの端に笑いを張りつけたまま、慇いん懃ぎんに一礼した。







　　　第三章「温蕉の戦い」







　南から吹く湿った風が、ばさばさと連隊旗をはためかせる。

　近この衛え軍であることを示す黒を基調に銀の刺し繡しゆうを施した連隊旗は、先々代の第三代皇こう帝てい陛へい下かからの賜たまわりものである。

　黙もく然ぜんとその旗を見上げる美丈夫に、貧相な顔の連隊副官が小走りに近づく。

「聡そう凛りん連隊長。斥せつ候こうからの連絡です。温うん蕉しように迫せまる承しよう安あん軍は約八万。ほとんどが歩兵で、装備はばらばら。承安の兵へい站たん倉庫から持ち出した武具を身につけている者もいます。ま、あっちは全員が赤い布を巻いて目印にしてますから、敵味方の判別はつきますがね。榎えのき耶や将軍は我が軍はこれを迎撃する、とのこと」

　副官は斥候の報告を記した帳面から顔を上げ、聡凛が見上げている旗を見た。

「南の風、強いですな。こちらにとっては逆風です」

　風向きは、飛び道具である弓矢の射程や威力に影響を与える。

「風よりも雨のほうが心配だな。この辺りはそうでなくとも地面がぬかるみやすい」

　聡凛は視線を南に向けた。承安軍を示す赤い旗があちらこちらに立っている。彼の頭上ではためく連隊旗と違い、承安の乱が始まってから大急ぎで作られた旗だ。刺繡はしておらず、墨すみで黒々と文字が書き殴なぐられている。『寧ねい』『賢けん』『鰐がく』『鶴かく』──いずれも指揮官の名前から一文字を抜いたものだ。同じ名前の旗の数が、そのまま同じ部隊の兵士の数と考えていい。

『臨りん』と書かれた旗が敵軍の左右に、それも陣の少し奥まったところに所在なげにちょろっとたなびくのを目に留めて、聡凛は副官に確認した。

「あの、『臨』の旗。この温蕉を奪だつ還かんするときにも見たな。同じか」

「はい。臨りん在ざいという男の部隊です。承安軍にとってはほぼ唯一と言っていい騎兵部隊です」

「あのような場所では、前にいる味方の歩兵が邪じや魔まだ。騎兵の優位である足を邪魔する場所に置いているのが気に入らん」

　口をへの字に曲げてうなるように言う聡凛を見て　副官は取りなすように言った。

「前ぜん哨しよう戦での脆もろさを考えると、臨在という男、どうやら騎兵の使い方がわかっとらんようです。しょせんは盗賊の親玉ですからな」

　聡凛は敵の布陣を見み据すえたまま、表情も変えずに答えた。

「いや、俺の聞いた話では、臨在という男、盗賊に身を落とす前は帝国軍の騎兵であったと聞く。戦いくさについて無知のはずがない。あの騎兵の場所だけ、定じよう石せきから外はずれているのが気になるな」

「ふむむ。言われてみれば、確かに他の部隊の布陣は定じよう石せき通りですな」

　延えん喜ぎ帝国の軍は形式化の進んだ軍隊である。それは行軍の方法や野営の手順だけでなく、戦いくさのやり方にまで及ぶ。

　数で囲んで揉もみつぶす。これが教本による帝国軍の戦い方だ。前線での小こ競ぜり合いは指揮官の采さい配はいの内だが、大規模な戦いはすべて、数をいかに効率よく集め、敵にぶつけるかに焦しよう点てんが置かれている。

「承しよう安あん軍は素人しろうとの集まりだ。だからこそ、定石以外に頼るものがない。補給の効率を無視して搔かき集めた十五万の大軍も、それに従った結果だろう」

　承安軍の中央にはためく、ひときわ大きな『鶴かく』の赤旗に聡そう凛りんは目を向ける。

「承安軍の実質的な指揮官は、塩商人の鳳ほう鶴かくだったな」

「はい。承安では声望ある男です。家格は低いですが、父親から二代かけて承安一の塩商人に成り上がりました。闇やみの塩を扱っているのも承安では公然の秘密で、承安の役人も軍人も、鳳鶴から賄わい賂ろをもらっていない者はいないとされる有様でした」

　副官はすらすらと鳳鶴の経歴を述べた。苑その山やまの手配で近この衛え連隊に配属された副官には、そうした情報が入ってくる独自の経路がある。

「反乱を起こす不ふ逞ていの輩やからではあるが、金と人の使い方は知っているということだ。できれば、今日ここで討うち取りたい」

「敵の中央は特に分厚い陣容です。八万のうち五万は中央ですな」

　中央の敵は三段の備えになっていた。前衛を崩しても、その後ろに中衛が。さらにその後ろに予備隊があって、三段すべてを破らねば『鶴』の旗がある敵の本陣にまでは到達できない。

「一箇所だけ、薄いようだな。白い旗が立っている。あの意味はわかるか？」

　聡凛が示した場所は、敵中央から左さ翼よく寄り。赤い旗の後ろにぽつんと白い旗が所在なげに立っていた。そこだけ前衛の後ろに中衛がおらず、二段となっている。

「わかりません。伏ふく兵へいがいる様子はないのですが、それ以上のことは」

「気には留めておこう。前のこともある」

　聡凛はそう言った。声が苦い。

　先日の承安軍との前ぜん哨しよう戦。聡凛と近この衛え騎兵連隊は、承安軍の騎兵一万を打ち破り、大打撃を与えたものの、最終的には取り逃がした。その原因となったのが、棒に巻いた反物の目くらましだった。

　道を通せんぼするかのように広げられた反物をいぶかしんだ近衛騎兵はそこで追撃をやめ、その隙すきに残った敵に全速で逃げられたのである。

「敵騎兵を殲せん滅めつできなかったせいで、禍か根こんを残した」

「あれは小細工の部類です。二度はかかりません。それに逃のがした騎兵はせいぜいが三千。我が軍は榎えのき耶や将軍の後詰めも入り五万です。禍根というほどのことはありません」

　聡そう凛りんはくるり、と背後を振り返る。

　青い大旗が温うん蕉しようの街を背にひるがえっていた。帝都を出るときは親征として黄色の軍旗を掲げることができたが、榎えのき耶や将軍にはそれは許可されない。南域討とう伐ばつ軍は、緑軍をのぞく帝国四軍が集まっている。帝国東方の青軍は、かつて榎耶将軍が指揮をしていた関係もあって南域討伐軍の主力となっている。

　見渡す限りの大軍に、兵気が漲みなぎっている。緒しよ戦せんの帝国騎兵の圧勝もあって、相手のほうが数が多くとも、負ける気がしない。

　──数でこそ負けているが、敵は八万の軍勢をうまく使えるわけではない。

　承しよう安あん軍の中央が三段になっているのは、八万の軍勢を横に広く展開させるだけの平地が無いせいもある。温うん蕉しようの周辺は街道があり、河も池もあって田んぼが広がる沃よく地ちだが、これほどの大軍を動かすには、どうしても地積が足りない。田の中には深田もあり、うかつに踏ふみ込めば足を取られる。

　──装備も練度も、士気もこちらが上。榎耶将軍は本来なら軍政に向いたお方だが、これだけの大軍であれば、むしろ全軍に目を行き届かせ、教本通りに部隊を動かせる榎耶将軍とその参さん謀ぼう団は心強い。

　無理をしない、という榎耶将軍の慎しん重ちようさからしても、この戦いに討伐軍が負ける要素は無かった。

　だというのに、聡凛の眉み間けんには深い皺しわが寄り、口がヘの字に曲がる。副官はことさらに気軽そうに言う。

「不満そうな顔ですな、連隊長」

「この戦い、我らが先陣で行くぞ」

「はっ」

「敵は何かを考え、狙ねらっている。我らが敵を崩し、その策を引きずり出す」

「では、どこを狙います？　あの薄い場所ですか？」

　白旗がひらひらと所在なげにたなびく場所を副官が示す。聡凛は首を左右に振った。

「地形から見て水がたまっていそうだ。湿地は馬に不向きだ。崩すなら、真正面だ。敵の本陣まで駆かけるつもりで行く。伝令を送れ。榎耶将軍に許可をもらう」

　聡凛はまっすぐに、『鶴』の旗を指さして言った。




　赤地に墨すみで『鶴』と書かれた旗の下で、鳳ほう鶴かくがぶるり、と首をすくめた。

「武者震いですか、鳳鶴様」

「いや、そんなカッコええもんちゃう。寒気がしただけや」

　副官の垣かき不ふに渋じゆう面めんで返す。

「それにしても、敵は温蕉に篭こもるんやなかったんか。旗が全部城の外に立っとる」

「八万用意したんですけど、足りんかったようでんな」

　鳳ほう鶴かくたち承しよう安あん軍の指揮官が立てた計画は大軍で温うん蕉しようを囲み、時間をかけて数を揃そろえてから、温蕉ごと帝国軍を揉もみつぶすというものだった。

　しかし、帝国軍は城の外に打って出る積極策でこれに応えた。野戦に自信のない承安軍としては不安の残る立ち上がりである。

「まあええ。これだけ数がおったら、そう簡単に負けることもないやろ」

　本陣にいる鳳鶴から見ると、帝国軍との間には赤い旗の層が三重になっている。前衛、中衛、そして予備隊。八万という数はそれだけの厚みを可能にしている。

「お、始まったようやな」

　わっ、という声が前方から聞こえてきた。続いて一番先頭に並ぶ赤い旗が、ゆらゆらと動き始めた。遅れて背中に旗を立てた伝令が走ってくる。『寧ねい』の旗は、前衛を指揮する寧ねい猛もう軍の使いであることを示す。

「前衛の軍、敵と戦闘に入りました！」

「ほうか、案配はどないや？」

「それが……敵の先せん鋒ぽうは騎兵！　旗は黒に銀！　近この衛え騎兵連隊です！」

　伝令がそこまで言ったところで、その背中に立てた『寧』と同じ文字を記した赤い旗が、遠く前方でぱたり、ぱたりと倒れ、崩れるのが鳳鶴の目に映った。




　同じ様子を、本陣の隅で見ているふたりの男がいた。名目上の総指揮官、面めん涼りようと仮面の軍師、崇すう鳳ほうである。ふたりの周囲には少数の護衛を除けば参さん謀ぼうも部下もいない。本陣での彼らの立場とは、その程度のものであった。

「あなたの言ったとおりですね。近衛騎兵が突っ込んできましたよ」

「結局、戦いとは士気の削けずり合いです。いかに敵のやる気を削そぐか。味方のやる気を上げるか。これが勝敗を決めます」

「なるほど。承安軍は八万という大軍を集めてやる気を上げた。それに対して、帝国軍は近衛騎兵連隊という精せい鋭えい騎兵で突撃させて、こちらのやる気を削ぎにかかったのですね」

　腕を組んでもっともらしく説明する崇鳳の言葉に、面涼はうんうんとうなずいて答えた。

「前衛の──寧猛さんの部隊のやる気は、大丈夫でしょうか？」

「無理でしょう」

　崇鳳の言葉は冷たい。

「騎兵の恐ろしさは馬の機動力を加えた衝しよう撃げき力にあります。精鋭の装甲騎兵が一丸になって錐きりのように突っ込めば、軽装歩兵の戦列などズタズタになります。前衛に何万の軍隊がいようとも、騎兵が戦うのは目の前の数百の兵士だけ。騎兵の足を止めぬ限り、歩兵ではどうにもなりません」

「あの白旗は、じゃあそのために？」

　自軍の左さ翼よく側にある白い旗を、面めん涼りようは指さした。

「まあ、引っかかってくれればそれでいい、くらいの小細工です。今回はうまくいきませんでしたが、策略とはそういうものです」

「なるほど、失敗したときのことも考えていくつも用意しておく、ということですね。では、この後は……？」

「ええ。白旗を誤ご魔ま化かすために左翼後方に展開した騎兵を右う翼よく後方と合流させて下さい」

「はい。では、臨りん在ざい将軍に連絡を」

　伝令を呼びにいった面涼を見送った後、仮面の軍師は組んでいた腕を解いた。袖からのぞいた手はぶるぶると震え、掌てのひらは汗で濡ぬれている。

　──馴なれていたはずの偉えらそうな口をきくのが、これほどに怖いとは。

　自分が用意した策略が、いずれも穴だらけだということを誰よりも深く知っているのが、崇すう鳳ほうだった。戦場で相手がどう動くか、には運の要素が大きい。どれだけ読み切ったつもりでいても、偶然で策が崩壊することもある。

　──だが、私は負けない。歴史に刻きざまれてしまった汚お名めいを返上するためには、勝利するしかない。勝利し、歴史に新たな名前を刻むのだ。

　仮面の軍師がぷっくりと鼻の穴を膨ふくらませ、気合いを入れる。前衛では、さらに一本、『寧ねい』の赤旗が倒れた。黒い旗は、今や中衛へと突き進みつつある。




　倒れた『寧』の赤旗を、猛たける軍馬の蹄ひづめが踏ふみにじる。一騎、二騎、三騎。後から後から駆かける軍馬によって、急造の旗はぼろぼろに千切れた。

「何でや！　何で止められんのや！」

　前衛の指揮官、寧ねい猛もうが顔を真っ赤にして怒鳴る。まるで古い酒をたらふく飲んだ後のように、頭痛がする。

　整列させるだけで半日を費やした彼の部隊は、今や一万近くが隊列も何もない、烏う合ごうの衆に成り下がっていた。戦死、負傷した兵の数は多くない。近この衛え騎兵は、崇鳳が見抜いたように、錐きりのように細長い隊列で承安軍の隊列を貫き、その陣形と士気を崩す戦い方をしていた。

「何でや！　何でなんや！　ん？　今度は右か？　おい、右翼側の部隊に命令や！　そっちに向かう敵の騎兵を槍やりで囲んで討うち取ったれ！」

　近衛騎兵の動きを見て、寧猛が命じる。寧猛はわかっていなかった。ここまで混乱が拡大した最大の理由は、彼のそうした指揮にあるのだということに。

　歩兵部隊は、戦場では幅のある長方形の隊列を組んでいる。温うん蕉しよう側を向いた隊列を、横から来る騎兵を迎撃させるために向きを変えさせるのは、命じられてすぐにできることではない。訓練された現役の兵士であれば短時間で隊列を組み直すことができるが、寄せ集めの承しよう安あん軍では、各隊列の隊長が声をからして叫さけんで、兵士が駆かけ出して、と何事にも時間がかかる。

　そして、隊列を組んでいない歩兵の槍やりなど、近この衛え騎兵にとっては槍やり衾ぶすまの名にも値しない。

　素早く距離を詰めた騎兵の先頭が、いち早く隊列を組みかけていた場所へ槍を連ねて突撃する。隊列が一番早く組み上がるのは、その部隊の隊長がいる場所だからだ。槍にかけられて死んだか、あるいは馬に弾はじかれて地に伏したか。それとも自分だけ逃げ出したか。どちらにせよ、命令する者がいなくなった部隊は軍としては無力化されたも同然だ。

　逃げ散る残りの歩兵には目もくれず、近衛騎兵の黒い旗は、さらに敵陣深くへ突き進む。
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　泉せん野や聡そう凛りん率いる近衛騎兵の黒旗が、右へ左へと進路を変えながら敵陣深くへと動いていくのは、帝国軍の本陣からもよく見えた。

「さすがは聡凛よ。心地よい機き敏びな動きをする」

　南域討とう伐ばつ軍指揮官の榎えのき耶や将しよう軍ぐんはにんまりと笑って部下の参さん謀ぼうに命じる。

「前衛に命じよ。せっかく近衛が用意してくれた武ぶ勲くん、しっかり稼げ、とな」

「はっ！」

　榎耶上将の命令が伝わるや、どん、どん、と帝国軍前衛の間に勇ゆう壮そうな戦いくさ太だい鼓この音が鳴り響く。その動きはにわか軍隊の承しよう安あん軍とは比べものにならない。整然と隊列を組んだまま、寄せ太鼓の音に合わせて歩調を揃そろえて前進を開始する。

　近この衛え騎兵によって隊列が乱れた承しよう安あん軍では、その前進を支えきれない。まず中央が崩れ、続いて後方の備えが薄い左さ翼よくがじりじりと下がっていく。

　そしてついに、承安軍中央の前衛の士気が喪そう失しつする。

「あかん、もう負けや！」

「ここにおったら、死んでまう！　死ぬのはいやや！」

「逃げろ、逃げるんや！」

　騎兵に追い散らされ、歩兵に突きまくられた兵士たちは、ついに壊乱し逃げ崩れる。

「こらー！　お前ら、持ち場離れんなー！」

　まだやる気が残っている隊長たちが声をからして叫さけぶが、聞くものではない。

「持ち場ゆうても、どこが持ち場や！」

「ほうや！　隊列も何ものうなって、どこ守ってええかもわからんわ！」

　戦意は失っても、逃げる元気と怒鳴り返す気力があるのが、承安軍の特徴である。

　逃げ散る人の波は、あちらこちらで渋じゆう滞たいを生むが、全体としては隊列を組んだまま歩調を揃そろえて進む帝国軍よりも速い。進む帝国軍と、逃げる承安軍との間に隙すき間まが生まれる。

　左翼側面から戦場を迂回した『臨りん』の旗が突っ込んだのは、まさにそのときのことであった。




　同じ時刻。近衛騎兵連隊は承安軍の中衛を打ち砕くだいたところだった。承安軍の本陣やそこの兵士の動きが、直接見える場所である。

　あとひと押し。あとひと押しで、本陣を蹂じゆう躙りんできる。しかし、それは承安軍もわかっているようで、予備隊が本陣をぐるりと囲む円陣になり、外側に槍やりの穂先を並べている。ここで突撃すれば連隊の半数が失われる、と聡そう凛りんは見た。

「連隊長！　あれを！」

「むっ」

　副官が示した背後の光景を見て、聡凛はひと声うなった。帝国軍の左翼に、『臨』の旗が押し寄せていく。

「これが敵の狙ねらいか」

　近衛騎兵連隊をのぞけば、帝国軍にあるのは斥せつ候こうや連絡用の騎兵だけ。戦場での戦力にはなりえない。もし、近衛騎兵がいない場所で攪かく乱らんや奇襲に騎兵を使われてはやっかいなことになる。

　それがあるからこそ、前ぜん哨しよう戦では敵の騎兵、特に馬を狙うように聡凛は命じたのだった。

「前の戦いであれだけ痛めつけたのに、よくまあ、こんな思い切った手を」

　副官のつぶやきに聡凛はうなずく。敵の中で孤立した騎兵の恐ろしさを前哨戦で教えたのは、こういう場面での動きを掣せい肘ちゆうするためでもあった。

「指揮官の旗が同じということは、下の参さん謀ぼうか副官が代わったのだろう。騎兵の使い方を心得た人間がいるぞ」

　聡そう凛りんは敵の本陣をにらみながらしばし考える。

　──敵の騎兵の狙ねらいが攪かく乱らんならば、今戻っても間に合わん。敵騎兵を追撃して仕留めることは可能だが、それは敵の本陣を突くよりも効果が薄い。敵本陣を蹂じゆう躙りんすれば、この戦いくさの勝利は確定的になる。

　しかし、後方の敵騎兵を放置していれば前衛同士の戦いは停滞し、いずれ敵の中衛が立ち直る。そうなれば、近この衛え騎兵連隊は敵中に孤立する。囲みを突破する際に、相応の損害を覚悟せねばならない。本陣への突撃とその後の突破で壊滅する可能性も高い。

　──それでも、賭かける価値はあるか？

　聡凛が狙っているのは、戦場の勝利ではなく、戦争の勝利だった。もしも、ここで承しよう安あん軍の司令部を一いち網もう打だ尽じんにできれば、己と部下の命をすりつぶす価値はある。

　ぽんっ、と。

　敵本陣のはずれから、間の抜けた破裂音と白い煙があがった。

「うん？」

　煙と共にひゅるひゅると音を立てて舞い上がった大きな矢が近衛騎兵連隊の前に落下する。

　どばんっ！　ばんっ！

　矢の中に仕込まれていた化薬が炸裂した。音の波が衝撃となって頰ほほを打つ。これには人よりも馬が動どう揺ようした。

「な、何だこりゃ？」

「爆竹か？」

「どうどう！　落ち着け！」

　ぽんっ！　ぽんっ！

　続いて二発目、三発目が空へ舞い上がる。こちらは鏑かぶら矢やのように音が鳴る仕組みが矢に組み込まれているらしく、金切り声に似た耳みみ障ざわりな音を立てて、近衛騎兵連隊の隊列に飛び込んできた。数頭の馬が驚いて竿さお立だちになり、乗っていた騎兵が落馬する。

　──潮時か。

　聡凛は腕を上げ、ぐるりと馬首をひるがえす。

「近衛騎兵連隊！　撤てつ退たいするぞ！」

「応っ！」

　近衛騎兵連隊が先頭を行く聡凛に従って戦場を駆かけ抜ける。落馬した兵士は後続の騎兵が助け上げる。

　わずかな時間の後、崩れた中衛の部隊と部隊の隙すき間まをぬうようにして近衛騎兵連隊は承安軍本陣の前から姿を消した。




「近この衛えが逃げてくで！」

「助かったんや！」

　本陣の中では、遠ざかる近衛騎兵を見送りながら、鳳ほう鶴かくらが胸をなで下ろしていた。その場にへたり込む兵士もいる。近衛騎兵の威圧感はそれほどのものであった。

「それにしても、今のでかい爆竹みたいなんは、何や」

「ここまで、ばーん、いうて音が届いたで」

「ほれ、あの仮面の男や。確か、鳳ほう雛すうとか……」

「逆や、逆。鳳雛やのうて、崇すう鳳ほうや」

「けったいな仮面しとったから怪しいな思うとったが、すごい軍師やったんやな」

　本陣に詰める兵の話を耳に挟はさんだ鳳鶴は、垣かき不ふに笑いかけた。

「あの仮面の兄ちゃんは、エエ買い物やったな」

「はい。面めん涼りようはんとも仲良うしとられますし、使える男やないかと」

「それより、気になるんは前衛の動きやな。臨りん在ざいのやつ、どこ行っとんや」

　鳳鶴が伸び上がるようにして前線を見ようとするが、見えるのは両軍の旗の動きだけである。旗は右手側から左手側へと動いていく。

「面涼はんから、臨在の騎兵を前線に上げる言われたときには、ちいと心配やったが、意外とエエ動きしとるようやな」

「ですな。帝国の近衛よりキビキビ動いとるんちゃいますか」

「負けたときには魂たましい抜けた顔しとったが、どないして気合い入ったんや」

「面涼はんと仮面の男が、なんぞ臨在に策を授けたみたいですわ」

「ほうか。策ひとつであんな動きになるんか。何言われたんや」

　鳳鶴が首をひねる。




「ええか、お前ら！　止まったら死ぬで！　死にとうなかったら、走れ、走るんや！」

　臨在が部下に喝かつを入れると、やけくそ気味の歓声が背後から聞こえてきた。

　温うん蕉しようの城壁の上からぱらぱらと雨のように降り注ぐ矢に当たった運の悪い騎兵が、地面に転がり、臨在の言葉を補強する。

　──ここが我が慢まんのしどころや！　ここでエエとこ見せんかったら、承しよう安あん軍の中でもわしらの居場所、のうなってしまうんや！

　臨在は歯を食いしばり、馬に鞭むちをあてた。

『承安軍の前衛が崩れたとき、両軍の間に隙すき間まができます。そこを駆かけ抜けて、隙間が無いところまで来たら反転して逃げてください』

　戦いの前の、仮面の男との会話が、頭の中でぐるぐると回る。

『おそらく、逃げるときには、隙間はより狭くなっているはずです。どうしても戦わなくてはいけないときには、どこでもいいので一箇所だけ指示して、そこを突き抜けてください』

『そやけど、それで手柄になるんか？』

『なります。騎兵が走り回れば、敵の足が止まり、隊列は乱れます。そこを味方の歩兵が突けば、勝利を呼び込めます。ようは、屈強な護衛に囲まれた馬車を襲うようなものです。積み荷を奪うばうのも手柄ですが、馬車のそばから護衛を釣つり出すのも手柄です』

　仮面の軍師の指示は単純で、臨りん在ざいたちのような盗賊団崩れにもわかりやすかった。

「わしらは駆かけ抜けるだけでええ！　そしたらあとは味方がやってくれる！　走れ！　走れ！」

　臨在たちが温うん蕉しようの城門の前まで駆け抜けたところで、それまで飛んでいた矢がぱたり、と止まった。みると、城門から出てきた歩兵の隊列が槍やりを構えている。

　──うわ、予備隊がおったんか。そらおるわな。

　考えながらも、とにかく馬は止めない。馬首は街から離れる方向へ向かう。

　──あんなんに突っ込んだら、終わりや。どっか逃げ道はないか？　どっか？

　歩兵は騎兵にはかなわない。だが、槍やり衾ぶすまを使えば騎兵の足を止めることができる。足を止めた騎兵を取り囲めば歩兵の勝ちだ。足を止めないためには、槍衾は迂う回かいするしかない。

「臨在様！　戻りましょう！」

　騎兵のひとりが、左手側を指さす。駆け抜けてきた方角だ。

「おお、そうや。戻るんが作戦やった。おし、みんな、逃げるで！」

「合点でさぁっ！」

　続く部下からの声は、これまでで一番大きく、揃そろっていた。




「なんだ、あの騎兵は。何しに来た」

『臨りん』の旗を持つ騎兵の動きに、南域討とう伐ばつ軍の榎えのき耶や将軍は目を瞬しばたかせる。傍かたわらの参さん謀ぼうが答えた。

「陽動……と思われますが、あれほどに戦う気のない陽動は初めて見ました」

「そうだな。こちらの兵がいる場所を露ろ骨こつに避けている」

　横合いからの突撃、に見せかけて実際には攪かく乱らんする。言葉にすれば単純ながら、それができるのは帝国軍であれば近この衛え騎兵、後は生まれついての騎馬の民たみであるシムールだけだ。承しよう安あん軍の馬術は水準以下だし、訓練もできていない騎兵に、攪乱のような臨機応変の戦術は不可能である。

　臨在たちの直線的な動きは攪乱にもならない、でたらめな動きだ。脇わき目めもふらずに戦場の隙すき間まを狙ねらって駆け抜ける。戦うそぶりすら、見せようとしない。

　だが、数千の騎兵が戦場を駆ければ、それだけで目立つ。特に帝国兵にとっては脅威だ。敵を崩し、いざ追撃しようというときに目の前を走られれば、ひとまずは足を止め、槍を構えて警戒する。左右の部隊との足並みが乱れる。

「近この衛え騎兵連隊の動きも、敵本陣前で止まったようです。こちらに戻ってきます」

「中央の戦列が乱れております」

「敵の左さ翼よくが崩れました。追撃にかかります」

　次々と報告が入ってくる。いずれも帝国軍の優勢を崩すものではない。だが、敵騎兵の横よこ槍やりによって帝国軍の勢いが削そがれたのは間違いなかった。

「中央と左翼はまず戦列を整えよ。近衛騎兵が戻ったら、あの妙みような動きをした敵騎兵を追撃するように命じろ。敵の左翼は備えが薄い。可能であればそちらから崩す。城門から出撃した予備隊にはそのまま前進する右う翼よくの背後を固めさせよ」

　榎えのき耶や将軍はひとつずつ状況に対応する。そのいずれもが慎しん重ちようで堅実な指示で、無理のない動きだった。

「将軍！　敵の騎兵が！」

「どうした？　……むっ！」

　だから、状況が変化したのは、承しよう安あん軍騎兵の思わぬ動きによるものだった。




　それは、臨りん在ざいたちの騎兵が、戦線の端から抜ける直前の出来事だった。

「よっしゃ、これで仕事は終わりや！　行けーっ！」

　安あん堵ど感から歓声を上げて馬の足を速める承安軍騎兵の目の前に、突とつ如じよとして帝国軍東方青軍の軍旗を掲げた歩兵部隊が出現した。

　突如として、というのは臨在側の視点である。大軍が動き回って舞い上がった砂すな埃ぼこりと、ちょっとした地形の起伏が、千人あまりの歩兵部隊を臨在たちの目から隠していたのである。

　気がつけば、承安軍騎兵と帝国青軍歩兵の隊列は入り乱れ、混戦状態になっていた。

「何や？　何で敵がこんなところにおるんや！」

「ええから、進め！　進んで抜けえっ！」

「どけっ！　どけどけえっ！」

　この期ごに及んでも、臨在たちは戦うことよりも駆かけ抜けることを優先した。帝国軍の歩兵の中を無理矢理に搔かき分けるように進む。対する帝国軍歩兵は槍をくり出して騎兵をつき、馬の足を刺す。次々と騎兵が落馬していくが、きちんと隊列を組んだ槍やり衾ぶすまと違い、効果は薄い。

「ええい、こらどないもならんわ！　くそ！　くそ！」

　手にした槍を右に左に振り回して臨在が咆ほえる。こう見えて、元は帝国騎兵であったから、槍の穂先で自分や馬を傷つけるような無様はしない。

　どっ、という声が右手側から聞こえた。槍を構えた歩兵の群れが見える。

　──あかん、敵の増援や。

　臨在の顔が青くなる。が、しばらくすると周囲の抵抗が弱くなった。臨在の周囲を囲んでいた歩兵部隊の青い旗に、新手の歩兵部隊の赤い旗が重なっていく。

　──赤い旗？　味方や！　承しよう安あん軍や！

　気がつくと同時に、臨りん在ざいは手にした槍やりを高く上げた。腹の底から声を上げる。

「味方やっ！　味方が助けに来てくれたでっ！」

　赤い旗には『寧ねい』の文字が書かれていた。




　崩れかけていた承安軍右う翼よく側の戦列を立て直し、反撃に移すことができたのは、寧ねい猛もうのあきらめることを知らぬ敢かん闘とう精神のおかげだった。大軍の指揮官としては少々頼りない男であるが、大声で部下を鼓こ舞ぶすることにかけては、やはり年季が違う。鳳ほう鶴かくのようなまっとうなところの大きい塩商人とは違い、闇やみの塩で商売を続けてきた寧猛の中身は、半ば以上がヤクザの親分だ。

「おらいけえっ！　突っ込めっ！　槍やりで殴なぐったれ！　進め進めぇっ！」

　実際に槍を握って先頭に立つのだから、部下としても迷わずにすむ。

　隊列も何もなく、ひたすら胴どう間ま声ごえを張り上げながら臨在の騎兵と戦う歩兵部隊へと襲いかかる。こうなると、数と勢いがものを言う。たちまち帝国青軍の歩兵は打ち崩され、戦線の一角に穴があいた。

「よっしゃー！　勝ったでぇっ！　このまま前進やぁっ！」

　えいおう、えいおう。

　寧猛の部下が唱和する。まるで本当に勝ったかのような勢いだ。




　承安軍の右翼で寧猛が勝ち誇ほこっていたまさにそのとき、承安軍の左さ翼よくは敗北の縁ふちにあった。

「もう負けやーっ！」

「寧猛はんもおらん、きっと死んでもうたんや」

「逃げろーっ！」

　寧猛の、自分が先頭に立って部下を統率するやり方では、距離があると指揮が届かなくなる。勢いを取り戻した右翼と違い、承安軍の左翼は、立て直す者もいないまま、敗走を始める。

　指揮官不在での敗走は、てんでばらばらに行なわれるため、あちこちで団子を作り渋じゆう滞たいになる。それを避よけようと自然に誰もいない方角へと足が向く。

「あっちや！　あっちに逃げるんや！」

「白い旗が立っとる方角や！　誰もおらん！」

　承安軍左翼は、前衛の後ろにぽっかりと空白がある。

　なぜそこに空白があるのか。知っている者は、逃げる兵士たちの中にはいなかった。

　そして逃げる承安軍左翼を追う、帝国軍の中にも。




　聡そう凛りん率いる近この衛え騎兵連隊は、まだ撤てつ退たいの途中だった。

　承しよう安あん軍中央は、寧ねい猛もうのいる承安軍右う翼よくほどには態勢を立て直しておらず、かといって左さ翼よくほどには崩れていなかった。むしろ、あれこれ口出しして事態を混乱させる寧猛がいない分、部隊単位でまとまっている。

「正面、敵がいます。数はおよそ二千！　方陣を組んでいます！」

　先行させた斥せつ候こうの報告に、副官が髭ひげの生えた顎あごを撫なでる。方陣は正方形に近い陣形で、四つの面全部で外側に槍やりを向けた隊形だ。守りは堅いが動けないし、飛び道具には弱い。

「蹴け散ちらすには面倒ですな」

「やり合うまでもない。迂う回かいする」

「馬も人も、走りづめで疲れてますからな」

　近この衛え騎兵は装甲騎兵だ。人は重装甲。馬にも帷かた子びらを着せて矢を防ぐ。武具と馬具だけでさらに大人ひとり分の重量が加わる。いかに鍛きたえた軍馬といえど、長時間の駆かけ足には耐えられない。

「戻ったら、馬に水を飲ませろ。替え馬の時間は無い。もう一度、出ることになるはずだ」

　そう指示する聡そう凛りんの耳が、ざぁっ、という音を捉とらえる。弓矢を一斉に放つときの音。承安軍の左翼側から。

　そちらに顔を向けた聡凛の目が厳しくなる。

「いかん！　全員、早駆け！　続け！」

　駆ける聡凛の先に、白い旗があった。




　承安軍左翼前衛は惨さん憺たんたる有様だった。

「何じゃこりゃー！」

「沼や、沼地や！」

「あかん、こっちはあかん、駄だ目めや、来たらあかん！　こら、あかん言うとるやろうが！」

　逃げる兵の先頭が、泥でい濘ねいに足を取られて転ぶ。その後へ続いた兵士も、深い泥に足を踏ふみ入れて、膝ひざまでが埋うまる。

　そして当然ながら、追撃する帝国軍歩兵もただではすまない。あちらこちらで転んだり、泥にはまって動けなくなった兵士が続出する。白い旗が掲げられていたのは、湿地帯だったのだ。

　そして、その湿地帯をめがけて、白い旗の後方、承安軍左翼の控えである『鰐がく』の名を冠した敷しき鰐かく隊が弓を一斉に放つ。

「がっ！」

「ぎゃあっ！」

「撃うつな！　味方や！　こっちは味方や！」

　頭上からの矢の雨に撃ち抜かれるのは、承安軍も帝国軍もほぼ同数。だが、敷鰐隊は気にしない。気にしようもない。湿地帯の辺りは背の高い葦あしなどが生えていて、兵士の姿を隠している。後方から見えているのは、帝国軍の隊列が掲げる軍旗だけだ。承しよう安あん軍の兵士は逃げるときに軍旗を投げ捨てている。

「ええか！　手持ちの矢ぁ、全部撃うて！　撃ったらしまいや！　矢もタダやないからな！」

　武装商人らしい言いぐさで敷しき鰐かくが部下を指揮する。

「ええか、あの白い旗のある辺りや。朝に決めた角度で隊ごとにまとめて撃て。どうせお前らの腕じゃ、狙ねらっても当たりゃせん！」

　がははは、と豪ごう傑けつ笑い。部下の弓きゆう兵へいたちも苦笑しながら、矢を射いる。人の姿が見えないので、心理的な負担も少ない。のびのびと弓を引き絞しぼり、互いに射の速度を競い合う。

「あ、見ろ！　帝国軍の旗が倒れたで！」

「わしや、わしの矢や！」

「あほう、お前のはまだ空中や。今のはわしの矢や。間違いない」

　敵との間に湿地があるという安心感もあり、軽口を叩たたく余裕もある。用意されていた、ひとりあたり三十本の矢はさほど時間もかからずに撃ち尽つくす。

「帝国の旗、何本倒した？」

「でかい旗が八本やったと思います」

「ほうか。八本ゆうたら、八千か」

　帝国軍は連隊ごとに軍旗がある。およそ一千の兵からなる連隊の旗が八本倒れたとなると、大戦果である。これには追い風である南の風が、矢の勢いを強くするという幸運もあった。

　実際に倒れた旗は四本で、いずれもその後で拾い上げられ回収されたのだが、それを承しよう安あん軍が知る由よしもない。

「こら、わしらがこの戦いくさの武ぶ勲くん一等やな」

　がははは、と再び豪傑笑い。だが、その敷鰐の笑いが凍り付く。

　突とつ如じよとして、右手側の側面から、銀しろがねの近この衛え騎兵の群れが飛び出してきたのだ。




　帝国軍本陣で、榎えのき耶や将軍は被害の報告を聞いていた。

「東方第十三歩兵連隊、敵騎兵との戦いで連隊長が戦死なさいました。副官が指揮を取られています」

「南方第八歩兵連隊、敵の矢により三百の兵が負傷したとの報告が」

　もたらされる報告は味方の損害のみ。それも道理で、敵の損害など戦いくさが終わらなければ概算ですら怪しい。

「まさか、味方のいる場所に矢を放つとはな」

　榎耶将軍は嘆たん息そくする。承安軍の戦いは、このように一時が万事、ちぐはぐだった。陽動に徹てつして逃げるかと思えた騎兵はなぜか帝国軍の隊列に突っ込んで乱戦となり、逃げる歩兵はなぜか自分たちから沼地へと足を踏ふみ入れて帝国軍もろとも矢の餌え食じきとなった。

「勢いのある素人しろうとの軍の怖さ、ということか。いや、動きを読み切れなかったわしの不手際か」

　そこへ新たな報告が入る。

「榎えのき耶や将軍！　近この衛え騎兵連隊が、敵左さ翼よくの弓きゆう兵へい隊に乗り込んで崩しております！」

「おお」

　戦場に目を向けると、近衛騎兵連隊の黒い旗が、白い旗の奥、敵の弓兵がいる辺りへ動いていた。

「戦いが始まってからずっと、近衛の騎兵は駆かけ続けだな」

「手柄ではありますが、そろそろ馬が限界でありましょう」

「よし、右う翼よくと左翼の乱れた戦列を整えよ。仕切り直すぞ」

　榎耶将軍は空に目を向けた。太陽はすでに西へ傾きかけている。

　──ここで仕切り直しては、打ち砕くだくには時間が足りぬな。結局、今日のところは痛み分けか。

　それがわかっていても、左翼と右翼が乱れたままで中央突破を狙ねらうことはできないのが、榎耶将軍の用兵であった。




　事態を正確に把握していた帝国軍の本陣と違い、承しよう安あん軍の本陣では情報が錯さく綜そうしていた。

「結局、どないなったんやろうな」

「右翼で戦うとった臨りん在ざいはんの騎兵隊が戻ってきたけど、人も馬も、えらいぎょうさん怪け我がしとったで」

「中央はどうやら押し返したらしいな」

「左翼は敷しき鰐かくはんが敵の大将に槍やりにかけられて大怪け我がしとるそうや」

「せやけど、弓きゆう隊たいは大活躍やったな。帝国の連隊八つを粉ふん砕さいしたとか」

「あかんあかん、見えとらんから、実数はわからへん」

　鳳ほう鶴かくと垣かき不ふを囲む人の輪とは少しはずれたところで、面めん涼りようは仮面の軍師崇すう鳳ほうに話しかけた。

「どう思います？　これは勝ったんでしょうか、それとも負けたんでしょうか」

「承安軍は勝っていません。が、帝国軍は負けました」

　仮面の下の鼻の穴がぷっくりと膨ふくらむ。

「こっちは勝ってないけど、敵は負けた？　そういうことはあり得るのですか？」

「はい。この戦いにおける承安軍の目的は、温うん蕉しようの奪だつ還かんです。それは成りませんでした。おそらくこの後は時間切れで終わるでしょう。つまり、我々は勝てなかった、ということになります」

「なるほど。でも、それでしたら帝国軍も勝ってはいないが負けてはいない、となりませんか？」

「そうではありません。帝国軍は、勝って当然なのです。少なくとも、帝国中央の視点では、寄せ集めの反乱軍に互角の戦いを強しいられるということ事態が、敗北に等しいことになります」

「ああ、何となくわかります。中央の役人にしてみれば、この戦いの次は承しよう安あんを攻める段取りになってるわけですね。もしも段取りどおりに進まなければ、誰が悪かったのかという責任の押し付け合いが始まる」

　先月まで帝都で役人をしていた面めん涼りようには、何が帝都で起きるか予測がついた。

「段取りどおり進まなかった責任を押し付けられるのは、討とう伐ばつ軍の指揮官でしょうね。確か榎えのき耶や将軍と聞いております」

　面涼の言葉に、崇すう鳳ほうもうなずく。

「榎耶将軍は孟もう旗き将軍と並んで帝国軍の重じゆう鎮ちん。おふたりは政治的に中立でしたから、帝都内では敵も多い。孟旗将軍が北域で敵に寝返ったことを思い出している連中も帝都には多いはずです。もしここで、榎耶将軍が五万の兵を率いて承安軍に寝返ったら、とね」

「ああ、あり得ないですけど、あり得ますね」

　榎耶将軍が皇こう帝ていを裏切って承安軍に寝返るなど、あり得ない。

　しかし、そのあり得ないことを噂うわさにし、その噂を盾にして帝国軍を自分たちの派は閥ばつに組み込む工作を中央の役人たちが仕掛けるのは、あり得る話だった。重鎮たる孟旗将軍と榎耶将軍のふたりがいなくなれば、帝国軍の発言力は低下し、役人からの政治的な動きに脆もろくなる。

「根も葉もない噂でいいのですよ。承安軍の弦げん斉ざい閣かつ下かの名前で榎耶将軍に裏切りを勧める信書を出して、ばらまくだけでいい。誰も信じなくてよいのです。大事なのは、そんな噂が出てしまうこと。それこそが中央の役人にとっては、許し難がたい不ふ祥しよう事じになるのです」

　本当に裏切りの疑惑が出たのであれば、榎耶将軍も堂々と反論ができる。しかし、噂が出ているのがけしからん、というのであれば榎耶将軍には反論のしようもない。そして中央の役人にとっては、責任問題を口実にネチネチと攻撃できればそれでいいのであって、事実関係を明らかにする必要などさらさらない。

「そいつは……楽しそうですね」

「でしょう？」

　面涼と崇鳳の口元に笑えみが浮かぶ。他人の足を引っ張り、高みから引きずり落とすときに人が浮かべる、卑いやしい笑いだ。誰も幸せにならないが、一時の憂うさは晴らせる、そんな笑いだ。

「やりましょう。私のほうから鳳ほう鶴かくさんに進言します」

「では、私は流す噂や手紙の文面を考えます」

　どーん、どーん。互いに寄せ手を引かせる戦いくさ太だい鼓この音が鳴り響いた。承安軍は少し後方に下がり、帝国軍は温うん蕉しようの街の中へと戻る。

　温うん蕉しようの街をめぐる一日目の攻防はこうして終わった。帝国軍の被害は五千。戦線左さ翼よくでの騎兵との混戦と、戦線右う翼よくでの湿地での矢戦によるものだ。一方の承安軍はおよそ二万から三万の損害を出していた。正確な数はわからない。承安軍は兵士ひとりひとりを管理しているわけではないからだ。隊ごとに大ざっぱに姿を見せなくなった兵士の数を申告し、合計しただけである。

　損害だけを見れば、帝国軍の圧勝とも言えるこの戦いは、戦術的には引き分けで、戦略的には帝国の敗北と言えた。

　なぜなら、承しよう安あん軍はこの後も続々と後方から兵が到着して損害を吸収できたが、帝国軍はこの日を境に、ぱったりと後方からの増援が止まったからである。




　深夜。計略のための文書を書き連ねていた仮面の軍師が自分の馬車に戻ると、そこに馬車の姿は無く、護衛の兵士から宿舎として一軒家が提供されることになったと伝えられた。

　──実績を上げれば、待遇はよくなる。当然のことだな。

　崇すう鳳ほうを名乗る軍師は農家から接収した家の中に入った。ほっと息をつきながら、仮面をはずす。

「お帰りなさいませ、ご主人様ー、です」

「は？」

　家の中には先客がひとりいた。みすぼらしいやせっぽちの小娘である。

「ほんまに仮面をつけてはったんですな。これはわかりやすいです」

　少したどたどしい、帝国南部の訛なまり。声をかけられるまで崇鳳が少女に気がつかなかったのは、薄暗い蠟ろう燭そくの灯あかりの中で、浅黒い少女の肌が暗がりに溶け込んでいたからだ。

「な、何者だ、お前」

　仮面をつけ直そうとするが、慌あわてていたので取り落としてしまう。からからと机の下に転がっていく仮面を、少女が拾う。

「あ、あたしはムルト言います。今日から、ご主人様のお世話をさせてもらいますです」

「ムルト？　帝国の名前ではないな。南なん蛮ばんの名前だ」

「はー、物知りですな、ご主人様。あれ、化薬による火傷やけどのあとがあるいうて聞いてましたが、無いですな」

　仮面を持って近づく少女が首を傾かしげる。崇鳳は慌てて手で顔を隠す。

「う、うるさい。これには理由があるのだ！」

　失った名誉と、失った名前。そのふたつを取り戻すまでは仮面の下に己を隠さずにはいられない。積み重ねてきたすべてを失ってもなお、己の知恵と才覚への自負だけは捨てきれないからだ。

　練れん涯がい塾じゆくの筆頭。最年少の科か挙きよ合格者。そして何より、練涯塾では神しん流りゆう千せん斗とと互角に渡り合える唯一の男であった自分。

　それは、どれだけ恥ち辱じよくにまみれようが消えることのない事実であった。

　崇鳳が改めて自分の心にそう刻きざみ込んだそのとき、ムルトが近づいてきた。

「すみません、ご主人様っ！」

「ぶべらっ」

　崇すう鳳ほうの顔に少女が取り出した布が押し付けられた。ごしごしと力任せにこすられる。

「な、何をするっ」

「仮面が蒸れてたんやろと思います。だらだら大汗かかれてたです」

「顔くらい、自分で拭ふける！　そもそも南なん蛮ばんの女が何でここにいるんだ」

　少女はきょとん、とした顔になる。

「ムルトは奴ぬ婢ひでっせ。ちっちゃい頃に南のほうで売られてこっちに来たんですよ。その後は、この近くの村でご奉公してましたです」

「それで？」

「先日、承しよう安あん軍が村を占領して、ご奉公してた家の人、みーんな売られてしもうたんですよ。ムルトは別口で、こっちに連れてこられましたです」

「軍税徴収だけではなく、人身売買か。ふん、国を破壊するなら効果的な方法だな」

「ほえ？　国を破壊というと、壊すことですか？」

「承安軍が大軍を維持するためには、進軍先の地域から根こそぎ食い物を奪うばうしかない。それこそ、備蓄食糧や種たね籾もみにいたるまで全部をな」

「ありゃー。それでは、来年はご飯が食べられないです」

　その返事を聞いた崇鳳は、ムルトの顔を「おや、この娘、思ったほど馬ば鹿かではないな」という目で見直した。

「だから、ついでに人も売る。承安は塩作り、漁業、水運にいくら人手があっても足りない。戦いくさで若い男が取られるから、なおのことだ」

　どうだ怖いだろう、とすごむが、南蛮の少女はあっけらかんとしたものだった。

「戦争ではよくあることです。南蛮では捕ほ虜りよの人を食べる話もありますです」

「ぐげ」

　思わぬ返事に目を見開いた崇鳳のことなど気にもとめずに、ムルトは答えた。

「そやそや、ご主人様のために食事用意してますです。ご主人様、エライ人なんですな。兵士の人が持ってきた米の袋、他より大きかったですよ」

「人食いの話をした後で、飯めしか。どういう神経だ」

「しっかし、人の肉なんて美お味いしいんやろかあ？」

「だから、何で飯の話と人食いの話を同時進行するんだ、貴様は」

　わけがわからん、誰だこんなのをよこしたのは、とぼやきながら、崇鳳は仮面をつけ直そうとして、やめた。この南蛮から売られてきた奴ど隷れいの少女、脳みその血のめぐりは悪くなさそうだが、細かいことを気にする神経は持ち合わせていないように見える。この娘には、己の不名誉も、捨てた名前も関係ないと思えたからだ。

「食べないですか？」

「食べる。だから早く準備しろ」

　鼻の穴をぷっくりさせ、崇すう鳳ほうは答えた。




　崇鳳とムルトのいた農家から少し離れた場所にある石造りの豪農の家では、月つき原はら弦げん斉ざいが面めん涼りようから戦いの経過を聞いていた。

「そうか。引き分けたか」

「これも崇鳳のおかげです。在野にも知恵者はいるものですね」

「相手の失敗を誘うのが、崇鳳の策だな。大軍の戦いとは、うまく戦う側が勝つのではない。下へ手たな戦い方をした側が負けることがよくわかっている男だ」

「うまく戦っても勝てない、ですか……そうですね」

　面涼は、近この衛え騎兵の水際だった戦いぶりが、結局は帝国軍に敗北に等しい引き分けしかもたらさなかったことを思い、うなずく。

「それにしても、八万対五万か。これは先に兵へい站たんが途切れた側が負けることになるかもしれんな」

「兵站、ですか？　戦いくさの優劣ではなく？」

「今日の戦いで、わかっただろう。両軍合わせて十万を超えるような戦いは、どちらかが大きな失敗を連発しない限り、なかなかに決着がつくものではない。軍の規模が大きすぎて、お互いに目が行き届かなくなるのだ」

「あ、はい。今日の戦いは最初から最後まで、何がどうなってるのか、本陣からでもよくわかりませんでした」

「だからといって、兵を減らすこともできない。兵を減らせば、それだけで劣勢に追い込まれ、城なり街なりの防御拠点に引き篭こもらざるを得なくなる」

「そうですね。負けるとわかって相手と戦うことはないですから。逃げるなり引き篭るなりします」

「だが、十万の軍勢ともなれば、食べさせるだけで負担が大きい。何ヶ月も大軍を維持できるものではない」

「これから秋にかけては収穫の時期ですから少しはマシでしょうけど、冬になったら、もう駄だ目めでしょうね」

「収穫があっても、運うん搬ぱん手段がなければ同じだ。今、承しよう安あん軍はどうやって兵を食べさせている？　周囲の町や村の備蓄食糧を根こそぎ略りやく奪だつ……まあ、徴発と言い換えてはいるだろうが、そうやって兵の食べ物を集めているはずだ」

「えっと……じゃあ、周辺の備蓄食糧がなくなったら？」

「どこかに移動するか、兵を減らすかしなくてはいけなくなる」

「では、そうなる前に決着をつけねばなりませんね。承しよう安あん軍のほうが、兵へい站たんは弱いですから」

「そうだな。早く決着をつけるべきだ」

　弦げん斉ざいは自分があえてもうひとつの可能性を口にしなかったことを、面めん涼りようが気付くだろうかと考えた。

　──気付くだろうな。彼が気付かなくとも、その崇すう鳳ほうという軍師は気付くだろう。

　もし、冬まで戦いの決着がつかず長引けば、帝国の分裂は避けられないということに。そしてそれは、帝国からの分離独立を狙ねらう承安軍にとっては実質的な勝利であることを。

　──戦乱に巻き込まれ、農民の消えた田畑はすぐに荒れ地になる。冬までに戦乱を終わらせなければ、来年から米も麦も収穫が期待できなくなる。

　そうなれば、この辺りの諸州は他の州から食料を援助してもらわなくては立ち行かなくなる。援助が無ければ、人々は他の州で流る民みんとなって略りやく奪だつを始め、それが新たな流民を生む。延えん喜ぎ帝国の以前、歴史上の帝国の多くは、天災や戦乱で発生した流民の玉突き衝突で土地が荒れ果て、そして滅びた。

　──冬までに帝国軍が承しよう安あん軍を打ち破れれば、それでよし。もしそれが適かなわぬようであれば……。

　月つき原はら弦斉は自分が何をなすべきか、思いをめぐらせる。だが、彼の知識と経験をもってすら、打開策は容易に見いだせそうになかった。







　　　第四章「夜の訪問者」







　地平に近づいた太陽が、延えん声せいの街の城壁を赤く染めていた。

　東の空はすでに青から深い群ぐん青じよう色いろに変わり、夜空の雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　紫色の夕ゆう闇やみに沈み始めた延声の街に、閉門を告げる梵ぼん鐘しようの音が響き渡っている。

　延声の街の外壁にある大門は、日の出と共に開かれ、日没と同時に閉ざされる。

　夜盗のたぐいや、夜の荒野を縄なわ張ばりにしている夜行性の肉食獣から街の住民を守るために、夜の間は完全に外との交流を断たつのである。

　北域の県都である延声は、領主の犂すき山やまの居城や古くからの住民たちの家が並ぶ旧市街地を囲む内壁と、その外側に広がる新市街地に分かれており、その両方に住む人を合わせた総人口は約三万三千人ほどであった。

　この街は軍事的に重要な拠点であるのと同時に重要な交易地であり、北域辺境の最大の都市として賑にぎわっていたが、この街で暮らす人の数は、延喜帝国に十二ある県都の中では、最も少なかった。

　だが、ここ数か月で、延えん声せいの人口は急激に膨ふくれ上がっていた。

　シムール来らい寇こうに端を発した侘タ瑠ル徒トの戦乱が収まり、そして延声の領主であった犂すき山やまが反乱側についた、という理由もあるが、最大の理由は北域王が打ち出した税制の改革だった。

　今までの帝国式の税金は、小麦ひと袋につき銅貨五枚、というように従量制であった。延声の市場に商品を持ち込むときに、その量によって税金が決まるのである。

　商品を十個持ち込むより百個持ち込んだほうが税金が高く、その品物が売れようが売れまいが、市内に持ち込むだけで税金が取られるのだ。

　北域王は……いや、正確には北域王の直属の財務大臣である光こう凛りんは、従量制を廃止し、売った品物の売り上げの一割を納める、という形に変更したのである。

　光凛の新しい納税の仕組みは、売り上げを過少に申告すればその分税金を払わないですむわけだが、光凛はその対策として帳簿の提出を義務付け、さらに商人からの匿とく名めいの通報を奨しよう励れいした。

　商人の最大の敵は同業者、という構造を利用した、このやり方によって帳簿を誤ご摩ま化かして暴利を貪むさぼろうとするような強欲な商人は排除され、延声の税収は飛躍的に伸びた。

　売った分だけ払えばいい、となれば、より多くの品物を市内に運び込んで売ったほうが儲もうかるわけで、商人たちは先を争って品物を運び込んだ。

　品物が集まれば、客が集まるのは道理である。

　延声の市場には帝国の辺境域だけでなく、ロクト高地に住むシムールの人々もやってきた。

　シムールの人々は主に侘瑠徒で品物を買い求めていたが、延声のほうが品数が豊富だったために、シムールの中でも生活に余裕のある人々は延声まで足を延ばして、様々な品物を買い求めたのである。

　こうして、帝国人だけではなくシムールの人々も訪れるようになった延声では、今までの帝国軍のやり方とは違う方法で城の警備が行われていた。

　閉門を告げる梵ぼん鐘しようの音が響く中で、南大門の前に、今夜ひと晩、不ふ寝しん番ばんをする当直の警備兵たちが整列していた。

「南大門警備中隊第三小隊、集合終わりました！」

　整列した兵士の前に立って、小隊長の報告を受けた士官は答礼をすると、兵士たちに向かって訓示を始めた。

「当直、ご苦労である。本日は、第三小隊六十名の他に、タッケイ族のソゴル血族長の部下が五名配置される。いずれも夜目の利く、一騎当千の戦士とのことである！」

　士官はそこで言葉を切ると、整列している兵士を見回した。

「えーと、第三小隊の通訳は、誰だったかな？」

「はい、私であります！」

　そう言って手を挙げたのは二十代半ばの若者だった。

「ああ、そうだ、精せい旗き伍ご長ちよう、お前だったな。シムールの戦士とのやり取りは、侘タ瑠ル徒トの守備隊上がりのお前がいれば安心だな。よろしく頼んだぞ」

「はい、お任せ下さい！」

　精旗伍長はそう言って胸を張った。

「よし、では、門外警備を開始する！　別れッ！」

「応！」

　兵士たちは声を上げて応えると、一斉にそれぞれの持ち場に向かって走り出した。

　彼らの持ち場は、延えん声せいの南にある南大門の外に設もうけられた砦とりでである。

　この小さな防衛拠点は、いわゆる出城のようなもので、門が開いている日中は、街に出入りする者に対する検問所として使われており、門が閉められる日没から夜明けまでの間は、延声の外周を警備する警備兵の詰所として使われている。

　引き継ぎを終え、今日一日朝から夕方までここで警備の仕事についていた日直の兵士たちが、南大門の扉の中に入るのと同時に、門の大扉が、ぎぎぎぎぃいっ！　という重々しいきしみ音を立ててゆっくりと閉められ始めた。

　そして、二枚の大扉が、ずしん！　という音を立てて合わさり、閉門を告げる大きな太たい鼓この音が、延声の街の中に響いた。

　門の外に立って、閉門を確認した小隊長は、ふう、と大きく息を吐はくと、部下に向き直った。

「さて、明日の朝まで、俺たち第三小隊は門の外だ。天下大乱よっぽどのことでもない限り、あの城門が開くことはない。各分隊は勤務表通りに、立りつ哨しよう、警戒、巡視に分かれて勤務に就つけ」

「了解しました！」

　砦の中の配置場所に自分たちの私物の入った行こう李りを置いた兵士たちは、それぞれの分隊ごとに任務に就いた。

　やがて、辺りを夜の闇やみが包んだ頃。

　勤務日誌や当直員の勤務表といった、書類仕事を終えた小隊長が指揮室を出て、砦の防壁の上に丸太を組んで作られた見張り台の下にやってきた。

「どうだ？　シムールの連中は……」

　小隊長に声をかけられた精旗伍長は、慌あわてて立ち上がって敬礼した。

「あ、はい、異常ありません！」

「そうか……」

　小隊長は簡単に答礼をすると、見張り台を見上げた。

「シムールの連中の目のよさは、とんでもないな……夜目も利くし。本当にあいつらが敵でなくてよかったよ」

「シムールの連中も言っていますよ。帝国軍の兵隊は組織がしっかりしている。敵に回して戦いたくはない、と……」

「組織がしっかりしている、というよりも、戦闘力が弱い人間を集めて戦う方法を身につけている、と言ったほうが正確かもしれんな。実際、個人の戦闘力を比べれば、シムールのほうが上だ。そいつが馬に乗って何百人何千人と攻めてくるわけだから、帝国軍としては数で立ち向かうしかないってわけだ。

　俺も帝都にいた頃は、シムール一騎を一個分隊で押し包んで討うち取る訓練を、嫌いやになるほどやらされたが。シムールの連中の言葉を考えると、あの訓練もあながち無む駄だじゃなかったってことかもしれんな……」

　小隊長は言葉を切ると、砦とりでの隣に張られている天幕を見下ろした。

　それは守備隊の天幕ではない。延えん声せいに人が集まり始めたここ一月ほどの間に、延声の市場で宿屋をやっている主人が始めた出で店みせである。

　天幕の屋根に突き出した煙突から、白い煙が立ち昇るのを見て、小隊長がつぶやいた。

「あの出店というか、屋台というか……小さな店ができてくれたおかげで、夜中でも退屈しないな……休きゆう憩けい時間に茶が飲めるのはありがたい」

　隣に立って防壁の上から同じように見下ろした精せい旗き伍ご長ちようがうなずいた。

「日没の閉門までに延声にたどり着けずに、門の外で夜を明かさなけりゃならない旅人を相手に商売しようなんて、あの店の主人もよく考えますね」

「ああ、まして、ここは城外だから、街に税金を納める必要は無い。まあ、井戸が使えなかったり、盗賊の襲撃を受けたら真っ先にやられたり、不利な点も多くて色々不便だが、門の外で夜を明かす旅の商人たちには重宝だろう」

　小隊長はそう言ってうなずいた後で、言葉を続けた。

「この延声の下町も、元はと言えば、こういう城外の夜店が増えていってできたらしいな……」

「そうだったんですか？」

　驚く精旗伍長を見て、小隊長は得意げに答えた。

「帝国には、延声の内壁と外壁のように、街の城壁が何重にもなっている街がたくさんある。そういう街は、人が増えて市場や家が城壁の外に作られ、税金が取れなくなった領主が街を囲うために外に城壁を作り、そしてまたその城壁の外に家が増えて……というのを繰り返したために、ああいった構造になったんだ」

　小隊長がそう言ったとき、防壁の上に丸太を組んで作られた見張り台からシムール語の声が飛んだ。

「街道の上、何かが来る！」

「何て言ったんだ？」

　怪け訝げんな顔をする小隊長に向かって、精旗伍長が通訳する。

「南の街道の上を何か来るそうです」

「何だと？」

　小隊長は防壁の上から身を乗り出して、街道の先を見つめたが、月明かりの無い夜の闇やみの中では、動くものすらわからない

「この暗さで、見えるって……本当かよ」

　見張り台の上で監視しているシムールの兵士からは、続報が立て続けに入ってくる。

「対象は騎馬」

「推定数およそ五頭」

「早足でこちらに向かって進行中」

「旗印等は確認できず」

　報告を聞いた小隊長は考え込んだ。

　──この時間に、馬車ではなく馬に騎乗している……それも五頭。

　月も出ていない夜道を、かなりの速度で走らせている。

　──どう考えても、普通の商人や旅人ではないな。

　小隊長は砦とりでの前で警備についている部下に命令を下した。

「警戒警報だ！　かがり火を上げろ！」

　命令を聞いた部下たちは一斉に動き始めた。

　長い棒の先にぶら下げられた鉄の籠かごの中に積まれた薪まきと、油をしみこませた布に火が点けられ、高々と掲げられた。

　街道の左右に立てられた高いかがり火を見たのだろう。南門の鐘しよう楼ろうから、警戒を知らせるカン・カン・カン・という、半はん鐘しようの音が返ってきた。

「いったい何者でしょう？」

　不安げな表情で聞く精せい旗き伍ご長ちように、小隊長は首を振った。

「さあな……たった五騎というところが気になる。おそらく盗賊のたぐいではない。かと言って商人でもない。となると、他の街からの伝令か何かかもしれん。とにかく警戒するに越したことはない」

　見張り台にいるシムールの戦士の報告は続いていた。

「馬の乗り方は帝国兵に非あらず、シムールなり！」

「族旗は無し、いずこの支族か不明！」

　その報告を聞いて、小隊長は難しい顔になった。

「うーん、相手はシムールか……それが五騎揃そろって、夜中に馬を飛ばしてくる……こいつはどうにも俺の手に余るな。俺の裁量でどうにかできないのなら、さっさと上の連中にお伺うかがいを立てて引き継いでしまったほうがよさそうだ」

　小隊長は伝令を呼んで、延えん声せいの守備隊本部に状況を報告するように伝えた後で、精旗伍長に向き直った。

「シムールが相手となれば、お前の出番だ。どんな要件なのか、しっかり聞き出してくれよ」

「了解しました、全力を尽つくします！」

　精せい旗き伍ご長ちようがそう答えたとき、見張り台にいたシムールの戦士が、梯はし子ごを降りてきた。

「もうすぐ来ます。私が応対しますので、後ろで監視していて下さい」

　精旗伍長が通訳した言葉を聞いて、小隊長はうなずいた。

「わかった、臨戦態勢で出迎える！」

　やがて、早足で駆かける馬の蹄ひづめの音が、夜の闇やみの向こうから聞こえてきた。

　街道脇わきに高々と掲げられたかがり火の明かりがぼんやりと届く辺りに、影絵のように動くものが見えた。

　やがて、馬の蹄の音が遅くなり、ゆっくりと近づいてきた影絵は、かがり火の下で実体化するかのように、ぼうっと浮かび上がった。

　馬に乗っていたのは、薄茶色の外がい套とうを目ま深ぶかにかぶった、五人の男たちだった。

　背中に背負っている弓矢や、馬に付けている鞍くらや馬具は、すべてシムールのものだ。

「停まれ！　何者だ！　顔を見せろ！」

　シムールの戦士が弓を構えて、鋭するどく誰何すいかした。

　五人は馬の脚を止めると、手た綱づなから手を離し、ゆっくりと外套を下ろした。

　その下から現れたのは、若い戦士たちの顔だった。

　いずれも二十代後半だろうか。見るからに精兵という精せい悍かんな顔だちの男たちである。

　その若い戦士に護衛されるように前後を挟はさまれているのは、鋭い目を持つ、どこか威厳のある顔つきをしている三十代半ばの男だった。

　その男の顔を見て、弓を構えていたシムールの戦士は、ぽかん、と口を開けた。

「あ、あなたは……もしかして……」

　真ん中の男は、弓を構えているシムールの戦士を見て、にやっと笑った。

「ほう、タッケイか。その紋もん章しようはソゴルの一族だな……シャールの部下だな？」

　シムールの戦士は慌あわてて構えていた弓から矢を外し、その場に片かた膝ひざをついた。

「申し訳ありません！　まさか、このような時間に、このような場所に……」

　謝罪の言葉を並べようとするシムールの戦士に向かって、真ん中の男は慌てて手を振った。

「あ、いや、謝罪には及ばん。すべて私に責任がある。それよりも、延えん声せいの中に入りたいのだが、何とかならんか？　もうちょっと早く着くつもりだったのだが、思ったより時間がかかりすぎた」

　シムールの戦士は慌ててうなずいた。

「かしこまりました！　門の警備責任者に掛け合います！」

「ああ、言っておくが、無理をしなくてもいい。今の私の立場は、ただのシムールの旅人だ。これは非公式な旅行であって、公式なものではない。あまり大っぴらに騒さわぎ立てたくはないのだ」

「はっ！」

　シムールの戦士はそう言って一礼すると、不審そうにこちらを見ている小隊長のもとに走っていった。




「夜中に門を開けろだと？」

「ええ、そういうことらしいです」

　精せい旗き伍ご長ちようからシムール語を通訳してもらった小隊長は、半分呆あきれ顔で答えた。

「無理を言うな、と伝えろ。一度閉じられた城じよう塞さいの門は、朝まで開けてはならぬ、というのが帝国の法だ。あの門を開けることができるのは、帝国の皇こう帝ていと、その使者くらいのものだ」

「あの……その件ですが……それってつまり、帝国の皇帝なら、門を開けてもらえるわけですよね？」

「ああそうだ、皇帝だけだ。それがどうかしたか？　奥歯にものが挟はさまったような言い方をするな」

「じゃあ、はっきり言います。相手がシムールの皇帝なら、門は開けてもらえますか？」

　小隊長は目を見開いた。

「うん？　どういう意味だ？」

「あの、馬に乗ってる男……どうやら……エオル王みたいです」

「は？」

　小隊長は、顎あごが外れたように、ぽかんと、口を開けた。




　時ならぬ重要人物の来訪によって、大おお騒さわぎが持ち上がろうとしていたその頃。

　犂すき山やまの居城の中にある、晴せい凛りんたちの別宅でも大騒ぎが持ち上がろうとしていた。

「くちゅん！」

　可愛かわいい声でくしゃみをしたミーネを見て、ミリンが呆れたように言った。

「そんな、裸みたいな格かつ好こうをしているからです。夏になったとはいえ、夜風は身体からだに毒です」

　ミリンが言うのも無理はない。今夜のミーネの格好はというと。下した穿ばきひとつの、ほぼ全裸の上から、薄手の寝巻きを一枚羽織っただけ、という姿である。

「いや、今夜はこれでいいのじゃ！」

「強情張らないで、さっさとヘソを隠しなさい。身体を冷やすと、よくありません。今、温かい馬乳入りの香茶を作ってあげますから、それを飲んで、腹巻してお腹なかを暖かくして寝るんですよ」

　そう言って台所に立ったミリンの背中に、ミーネは呼びかけた。

「香茶などいらんぞ！　腹巻もいらん！　わしはまだ寝ない！　今夜は大事な仕事があるのじゃ！」

　台所のかまどにかけてあった大きな鉄てつ瓶びんから、茶ちや漉こしの中にお湯を注ぎながら、ミリンは笑った。

「子供は寝るのが仕事です。さあ香茶が入りました」

「香茶などいらん、と言っておるだろうが！」

「馬乳を入れてありますから、まったりとしていますよ」

「ミリン！　お前、わしの言うことを聞いとらんだろ!?」

「ん？　馬乳はもっと多いほうがいいですか？　それだと馬乳入りの香茶ではなくて、香茶入りの馬乳になっちまいますよ？」

「そりゃ多いほうがいいわい……ってそうじゃなくてだな！」

　自分の分の香茶の茶碗を口に運びながら、ミリンは笑った。

「ははぁ……もしかして、おねしょするのが怖いのですか？　大丈夫ですよ。このところ天気がいいので濡ぬれた布団もすぐに乾きます」

「そうかすぐ乾くか、そりゃいいのう……って、そうじゃない！　いちいちうるさいぞ！　おねしょなどせん！」

　ミーネは薄着の寝巻きをまとった、ぺったんこの胸を張った。

「わしはもう子供ではない！　今夜は晴せい凛りんと子供をつくる予定じゃ！　ナニをナニしてナニするのじゃ！」

　ぶーっ！

　ミリンは思わず口に含んでいた香茶を吹いた。
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「うわ！　何じゃ！　汚いやつじゃな！」

「も、申し訳ありません……」

　雑ぞう巾きんで自分の吹き出したお茶を拭ふき取りながら、ミリンは聞いた。

「って！　それよりも！　今何と言いやがりましたか!?　……な、ナニをナニするって、ど、どういうことですか！」

　動どう揺ようするミリンを見て、ミーネは勝ち誇ほこったように言った。

「ふふふふ、男に縁のない行かず後ご家けのお前は知らんかったようだな。子供をつくるには、男のナニをナニして、女のナニにナニしなくてはならんのだ！　するとナニになってナニがナニするのだ。驚いたか！」

「お、驚きはしません。そ、そんなことぐらい知ってます。私は大人ですから！　それより、そんな話を誰から聞いたのですか！」

「うむ、アイリーンからじゃ。嫁とか子供とか、そういう言葉に縁のない、行かず後家のお前に聞いても無む駄だだからな」

「無駄とはなんですか！　無駄とは！　こう見えても、このミリン、そういう知識は人より蓄えております！　そういうことは、まずこの私に聞くのが筋すじというものでしょう！」

「うむ、そう思ったのじゃが、アイリーンが、耳で聞いた知識だけで、知ったようなことを言うのは耳年増と言って、あてにならない、と教えてくれたのだ」

「失礼なッ！」

「ほう、では、お前はナニをアレしたことがあるのか？」

「え？」

「え、じゃないわい。男のアレをナニしてアレしたことがあるのか、と聞いとるのじゃ」

「そ、それは……！」

　ミリンは一いつ瞬しゆん目を泳がせた後で、慌あわててうなずいた。

「あります！　ありますとも！　大人を舐なめるんじゃねえですよ、この山やま猫ねこめ!!」

　その言葉を聞いたミーネは目を輝かせた。

「本当か！　色の白いは七難隠す。口の悪いは十難目立つ。シャンのミリンは百八難、と言われ、浮いた噂うわさなどひとつも無かったミリンでも、そんな経験があったとはのう」

「……ずいぶんな言われようですが、世の中には、ちゃんと見る目を持った男の人もいるのです」

「ほう、相手はどんな男じゃ？　シャン族か？」

「違います」

「では、何族じゃ？　ユルムか？　タッケイか？　わかった、一番人数の多いエスタルじゃな、人が多ければ、変わり者もいるに違いない！」

「何言いやがりますか、違います！」

「ふうむ……エスタルでもない、ということは……もしかして帝国人か？　そうか！　光こう凛りんじゃな！　わしの知らん間に、そこまで進んでいたのか！」

　光凛の名前を聞いたミリンは目を見開いた。

「だ、誰が、あんな唐とう変へん木ぼくを相手にしますか！　とにかく、私を馬ば鹿かにしないことです！」

「顔が赤いぞ？」

「うるさいです！　それより、晴せい凛りん殿とナニしてアレをするというのは本気ですか？」

「おお、本気じゃ！　わしが晴凛の子を産んで北域王の世継ぎを作るのは、当然のことであろう？」

「それはそうですが……」

　ミリンが困ったような表情を浮かべたとき、別宅の玄関先でシャールの声がした。

「おかえりなさいませ。今日も遅くまでお付き合いご苦労さまです」

　シャールがこのような挨あい拶さつをする相手は、ひとりしかいない。帰ってきたのだ。

「いかん！　お前の話に付き合っていたせいで、後おくれをとったではないか！　行くぞ！」

　ミーネはそう言うなり、寝間着の裾すそをまくりあげて走り出した。

「あ、こらちょっと待ちやがりなさい！　その格好で走り回るとか、何考えていやがるんですか！」

　下した穿ばきに包まれた小さなお尻しりを丸出しにして、とてててーと廊下を走っていくミーネの後ろを追いかけながら、ミリンは思わずため息をついた。

「まったくもう、この山やま猫ねこは色気の欠片かけらも無いくせに、余計な知恵ばかり付けられて……」

　別宅の玄関先には、半分気を失った晴凛を挟はさむようにして肩を貸している、光こう凛りんと伏ふせ龍たつの姿があった。

　どこかで転んだのだろう。晴凛たちの着ている服は埃ほこりまみれである。

「あらマア、こんなに汚れてシマって……」

　驚くシャールに伏龍が頭を下げた。

「今日は、いつもより飲みすぎちまってな、足元がおぼつかなくなって……すぐそこで、敷石にけつまづいて転んじまったんだ」

「いや、申し訳ない……」

　伏龍と一いつ緒しよに頭を下げる光凛を見て、ミリンが半分呆あきれたように言った。

「王サマと軍師と大臣が、酔っぱらって道端で転ンだ、なんて……犂すき山やま殿の居城の中ダカラいいようなモノの……これが外の街ならえらいことデス」

「いやはや、申し開きもできません、ミリンさんのおっしゃるとおりです」

　こちらは弟ほどには飲んでいないのだろう。顔は真っ赤だが、光こう凛りんの言葉ははっきりしていた。

「この酔っ払い晴せい凛りんをここに置いタら、さっさと自分の部屋に戻って、ソノ汚れた服を脱ぎなサイ。私が洗っておきマス」

　ああいつもすみません、とか光凛が返事をしているすぐそばで、そのやりとりを見ていたミーネが、

「うむ、そうじゃ！　晴凛の汚れた服も脱がせてやらねば！」

　ミリンの言葉を聞いてぽん、と手を叩たたく。そう言うが早いか、玄関先でへたり込んだ晴凛に飛びついた。

「むうっ、なんかややこしい結び方じゃのう、この帯は」

　そのまま腰帯を解きにかかるミーネを見て、シャールが慌あわてた。

「ミーネ姫！　何をなさるおつもりですか？」

「見てのとおり、晴凛を裸にしておるのじゃ。今夜は晴凛と子づくりをせねばならんからな！」

「なっ、なななな!?　子、子づくりィ？」

　ミーネはシャールの胸をにらみつけて答えた。

「そうじゃ！　その乳で晴凛をたぶらかそうと思っても、そうはいかんぞ！　わしだって乳が膨ふくらんできたのじゃからな！　乳が膨らむのは子供を産んで育てるため、つまり、わしにも子供が産めるという証あかしじゃ！」

　ミーネのあけすけな言い方に、シャールが目を丸くするのと、シャールの隣にいたメンミが、晴凛に飛びつくのは同時だった。

「そこをおどきなさい！　晴凛様から離れるのです！　そんなぺったんこのどこに乳がありますの？　乳というのは、子供を産んで育てるためだけにあるのではありませんのよ。揉もんでよし、摑つかんでよし、のシャールお姉さまの立派なお乳こそ、晴凛様にふさわしいですわ！」

「ちょっと待てメンミっ！　揉むとか摑むとか言うなあっ！」

　顔を真っ赤にして胸を隠す仕草をしたシャールをよそに、メンミはそう言うなり晴凛の服を脱がしにかかった。

　ちょこまかと白い小さな手を動かして、実に手際よく服を脱がしていくメンミを見て、ミーネが咆ほえた。

「あ、こら！　何をする！　晴凛を脱がすのはわしの仕事じゃ！」

「何を言っているんですの？　そんな不器用なあり様じゃ、晴凛様のお世話なんかできませんわ。シャールお姉さまのお着替えを手伝い続けてもう三年。このメンミの脱がせっぷりは、伊だ達てじゃありませんことよ？」

「ちょっと待てメンミっ！　まるで私が脱がされているだけみたいじゃないかっ！」

　シャールの悲鳴はさておき、メンミの腕前は自慢するだけのことはあった。

　別宅の玄関先でへたり込んでいた晴せい凛りんは、あっというまに帯を解かれ、上着をひん剝むかれて、薄い下着と下した穿ばき一枚になってしまった。

　さらに、下着を剝はぎ取ろうとするメンミの腕を押さえたのは、シャールだった。

「メンミ、もういい。汚れた服は脱がしてしまった。あとは、晴せい凛りん様を寝しん所じよにお連れするだけだ……というか、それ以上はまずいだろう、色々と」

　しゅわわわ、と音を立てそうなくらいに頰ほほを染めるシャールを見て、メンミは目を輝かせた。

「はいっ！　そうですわね、お姉さま！　ここから先はお姉さまのお仕事ですわ！　さあとどめを！　そしてタッケイ女子の本懐を遂げてくださいまし！　でも、おひとりで寝所までお連れするのは大変でしょうから、私がお手伝いします！」

「待て待て待て！　お前らだけで勝手に盛り上がるな！　それはわしの仕事じゃ！　わしがナニするんじゃあっ！」

「メンミもミーネ姫も、ちょっと待てっ！　女子の本懐とか、ナニするとか、言わないでっ！」

　半裸になったミーネと、普通の寝巻きとはいえ、薄手で身体からだの線がくっきりと見えるシャール、こちらも普通の寝巻きだが白い手をわきわきと蠢うごめかせているメンミが、これまた半裸になった晴凛をめぐって玄関先で揉もみ合う光景を見て、光こう凛りんは目を丸くする。そんな光凛にミリンが低い声で言った。

「あなたは、ナニを見ているのデスか……」

　ミリンの声で、光凛ははっと我に返った。

　慌あわてて目をそむけたのだが、遅かった。視線がどこを向いていたのかも、しっかりと見られていた。

「……アナタの視線ハ、シャール様の胸に向いてイマシタね？　弟の嫁の……シャール様は自称『妻』でスが……その身体をじろじろ見るナンテ、あなたは最低の男デス！」

「あ、いや、じろじろ見るだなんて、そんなつもりはありません。ちょっと驚いただけで……」

「驚きのない身体で悪うございマシタ……」

「あ、いや、そういった意味じゃなくてですね、晴凛も大変だなあ、と……」

「大変なことにならない身体で、悪うございマシタ……」

「ええっ!?　何でそういう話になるんですか!?」

「やかましいでス！　あなたがイヤらしい目で見ていヤがるカラでス！」

「そ、そんなつもりでは……」

「イイエ！　あなたの目は明らかにイヤらしい目デした！　日陰の胡瓜きゆうりみたいな見た目の上に、イヤらしいとか、どれだけ末うら成なり瓢ひよう簞たんなんですカあなたは！」

　ミーネとシャールとメンミに揉みくちゃにされている晴凛と、ミリンに言葉で責められている光凛を見て、伏ふせ龍たつが肩をすくめた。

「……この兄弟には女難の相があるのかもしれねえな。今度、犂すき山やまのご隠いん居きよに聞いてみるとするか」

　そのとき、伏ふせ龍たつの後ろから、シムール語が聞こえた。

「おやおや、込み入ってるところに来てしまったようだな。それにしても若いってのはうらやましい。晴せい凛りんも男冥みよう利りに尽つきるだろうなあ」

　振り返った伏龍の前に立っていたのは、三十代半ばのシムールの男だった。

　──誰だ？　この男、見たことはないが……タッケイの族長、スンタタと似た雰ふん囲い気きがある。きっと名のある人物に違いない。

　伏龍がそう思ったそのとき。

　晴凛に抱きついていたミーネとシャール、そして光凛をにらんでいたミリンの三人が同時に叫さけんだ。

「エオル王！」

　今度は、それを聞いた伏龍と光こう凛りんが叫さけぶ番だった。

「な、なんだってーっ！」




　別宅の客間に座った伏龍は、目の前の皿の上に載ってる赤い粒を手に取ると、部屋を照らしている燭しよく台だいの蠟ろう燭そくの明かりにかざした。

　粒はまん丸で、大きさは米や麦の半分ほどである。

「これが、たかきび……ですか」

「そうダ。西のほうの国デ栽培されている穀物ダ」

　エオル王の言葉を、間にミリンの通訳を挟はさんで聞いた伏龍は、掌てのひらの上のたかきびの粒をしげしげと見ながら答えた。

「西方国に、たかきび、という穀物があるとは聞いていましたが、現物を見るのは初めてです……」

　伏龍の隣で同じように、たかきびを手に取った光凛が興味深そうに聞いた。

「味はどうなんですか？　食感は……」

　伏龍も光凛も、酔いはすっかり醒さめていた。

　だが、前後不覚になるまで酔っぱらってしまった晴凛は、エオル王と話ができる状態ではないため、そのまま奥の寝室に寝かせてある。

　ミリンから光凛の質問を聞いたエオル王は少し首を傾かしげ、記憶を呼び覚ますように目を閉じて答えた。

「米や麦に比べると、やや落チル。不ま味ずいのデはなく、これといって味が無いノダ。食感は弾力ガある。煮るト、ひき肉に近い歯ごたえがアルな。コイツを売りに来た西方の商人にヨルと、挽ひいて粉にシて、粥かゆにして食べるという方法もアルらしい。

　味や食感では米や麦に劣るかもシレんが、穀物が手に入るというのは大キい」

「なるほど……確かに、この、たかきび、という穀物を栽培できれば、飢うえることはない。それに、乾燥に強いということは、今まで畑にできなかった土地を畑にできるということか……」

　エオル王は懐ふところから紙包みを取り出して開いた。

　そこには、緑色の粒をびっしりと付けた穂が入っていた。

「これはまだ熟していナい、たかきびの穂ダ。見てわかルとおり一本の穂におよそ三百粒ほどの実を付けル。乾燥に強く、ほったらかしてイテも育つ。畑など作ったことのないシムールの民たみが耕作を始メルには、もってこいの作物ダろう。この小さな粒は、この北域辺境を大きく変えル可能性を秘めているノダ！」

　力強く言い切ったエオル王を見た伏ふせ龍たつは、参ったな……という表情でつぶやいた。

「それにしても、この、たかきびのことを我々に教えたい、と思うのはわかりますが、いくら何でも、夜中に王様直じき々じきに、こんなところまでやってくるとは……身の危険とかは考えないんですか？」

「うむ、確かに考えようによっテは危険かもしれナイ。だが、誰もが、シムールの王がまさかたった四騎の護衛を連れたダケで動きまわっているとは思わナイ。常識の裏をかくトいう方法は、隠密性を保持できれば、意外と安全なのダヨ」

　エオル王はそこで言葉を切ると、奥の部屋に視線を投げた。

「いきなりの訪問になってしまったわけダが……晴せい凛りんが酔いつぶれているというノハ予想外ダったな……」

　光こう凛りんが申し訳なさそうに頭を下げた。

「晴凛は北域王として名乗りを上げたものの、まだまだ中身が伴ともないません。先代の延えん声せいの領主である犂すき山やま閣かつ下かの名を借りて、北域の有力者に顔繫つなぎをしている最中でして」

「ああ、いや、頭を下げないでクレ。頭を下げるのはこっちのほうダ。こんな夜中に馬を飛ばシテやってきた理由は、北域国に頼みごとがあるからなのダ」

「頼みごと？」

「うむ、シムールの王として、シムール十二支族を代表シ、ぜひとも頼みたいことがあるのだ」

　エオル王はそう言って深々と頭を下げた。

　そして、顔を上げたとき、その表情には今までにない真剣さが宿っていた。

「五年ほど前に、タルギム山……帝国の呼び名では霊れい峰ほう山ざんダったかな、この山裾すそが大きく崩ほう落らくシ、ロクト高地の西を流れている河の流れガ変わった。

　その年からロクト高地北西部の放牧地の乾燥化が始まっタ。最初の年はそうデモなかったが、二年目、三年目と年を重ねるたびに、春先の草の生え方が悪くナり、ついに今年、まったく草は生えず、地面を砂ガ覆うようになった。ロクト高地のほぼ八分の一が、不毛の砂漠になってしまったのダ。

　遊牧の民たみシムールにとって、草の枯こ死しはそのまま家畜の死を意味スル。この場所で生活していた三支族ハ、とりあえず夏の間ダけ、ロクト高地の他の場所に放牧地を確保したが、そこは、元々別の支族の放牧地ダ。草の伸びの早い夏場は何とかナルが、秋口から来年の春にかけて、飼料となる草を確保できないノダ……」

　エオル王の言葉を聞いた伏ふせ龍たつがうなずいた。

「なるほど、つまりシムールはロクト高地の南に広がるタリム盆地を放牧地として使いたい。この、たかきびの種は、その交換条件、ということですね。

　確かに、帝国が耕作地として使っているのは、侘タ瑠ル徒トと延えん声せいの周辺だけで、タリム盆地はそのほとんどが手つかずの土地です。放牧地とするにはもってこいの場所でしょう」

　エオル王は真剣な表情のまま首を振った。

「いや、放牧地として使わせてもらいたいのではナイ、耕作地として使わせて欲しいのだ」

「耕作地？　シムールが畑を耕すのですか？　前代未聞です！」

　エオル王の通訳をしていた、ミリンが思わず通訳を忘れて聞き返した。

「うむ、シムールの生活は、もはや遊牧だけでは支えきれナイ。その昔、シムールは毎年秋にナルと、帝国の都市を襲って、穀物や日用品を強きよう奪だつシテいた。シムールにとって、帝国の街を襲うのは狩りをするのと同じことダった。

　だが、時代は変わり、帝国の都市の守りは堅くナリ、帝国軍は強大になっタ。我々シムールは、強奪することをあきらめて、毛織物や羊を商人に売って、その金で小麦粉や布を買うようニなった。

　商人たちの品物は、すべて帝国から仕入れたものダ。シムールの伝統だの誇ほこりだのと言ったところデ、シムールは昔から帝国の豊かさに依存していたことに変わりはないノダ」

　ミリンがかいつまんで通訳したエオル王の言葉を聞いて、光こう凛りんが答えた。

「つまり、シムールはタリム盆地に耕作地と遊牧地の両方を確保して、そこで半農半牧の生活を送りたい。ついては、土地をくれ、ということですか？」

「うむ、つまるところはそういうことにナル。だが、それはずいぶんと虫のいい話であることは理解シテいる。そこでだ、タリム盆地に入植したシムールの支族は、北域国に対し収穫の何割かを納める義務を負ウ、ということにしたいノダ」

　光凛と伏龍は、互いの顔を見合わせた後で、口々に言った。

「北域国に税を納めるということは、シムールではなく北域国の民たみとなる、ということですよ？」

「そんなことが、できるんですか？」

「いや、シムールはシムールダ。収穫した品物から納めるのは、税金と考えるのデはなく、土地を借りている対価だと考えればイイ。現にシャン族は、そうやって侘瑠徒の周辺に放牧地を持ち、帝国の総そう督とくに家畜の一部を上納していたではないか」

「あれは、帝国、というより、総督だった月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かに献けん上じようしていたようなものでした。今度の話とは規模が違います。それに、シャン族と帝国の間には、長い交流の蓄積がありました。王の命令だけでシムールの全ての人たちが納得しますか？」

「納得シなければ説得すればいいだけのことダ」

　エオル王はさらっと答えた後で、少し深刻な表情で付け足した。

「確かに性急にすぎるかもしれない。しかし、今のままデは、この冬は越せテも、来年、再来年と状況が悪化していくだけダ。家畜が飢うえればシムールも飢える。その飢えから逃レル道はこれしかない。私は自分のやり方を理解してモラえると信じてイる！」

　エオル王は、言葉の後ろに『キリッ！』とついているかのように、きっぱりと言い切った後で、ふっと表情を緩ゆるめると、悪戯いたずらが見つかった悪ガキのような表情で頭を搔かいた。

「……とは言ウものの。本音を言えば、長老たちの説得は難シイ。だから、まず北域王の内ない諾だくをもらおうと思ったのダ。いささか先走りすぎタかもしれナイな」

　その少年のような表情を見たとき、なぜエオルという人間がこの若さでシムールの族王になったのか、伏ふせ龍たつはわかったような気がした。

　──そうか……この人は隙すきを作るのがうまいんだ。

　人間は誰でも自分が優位に立ちたいと思っている。権力を握っている人間は、その権力を脅おびやかす存在に対して無意識に警戒する。

　エオル王のように、先が読める、つまり頭も切れて冷静に合理的に物事を判断できて、決断力もある──そういう隙のない人間は、自分の優位を脅かす相手として警戒され、敵意を抱いだかれるだろう。

　下の人間も同じだ。人の上に立つ人間が完璧で、部下にも完璧を要求すると、部下は逃げる。逃げなくとも敬遠するだろう。

　でも、どこかに隙を見せれば、そういう人は安心する。

　自分の中にある、仕事や利害の絡からまない、どこか人間的な弱点。それを、あえて相手に見せることで、相手を安心させる。

　普通の人間、器の小さい人間には、それができない。自分の弱点を隠そうとして虚勢を張る。弱みなんか見せればひどい目にあう、侮あなどられる、と思い込む。

　この人はそれをしない。本当に優秀で強い人間には余裕がある。

　シムールの族王は世襲ではない。大ウカイと呼ばれる族長会議によって選出される一代限りの王だ。シムールの族王を帝国の尺度で計ってはならない。

　族王として長くシムールを治めるためには、若くして有能で、なおかつ人望のある人間でなくてはならない。

　気さくに、気軽に動き、情報に気を配り、人の話を聞く。

　長老たちから可愛かわいがられ、下の人間からは慕したわれ、人々に信頼される人間でなければ、シムールの族王には選ばれない。

　つまり、この人は味方にこそすれ、絶対に敵に回すべき相手ではない、ということだな。

　伏ふせ龍たつがそう考えたとき。玄関のほうから、犂すき山やま家の侍じ従じゆう長ちようの声がした。

「お迎えに参りました！」

　ミリンに通訳されて、怪け訝げんな顔をするエオル王に、光こう凛りんが笑いながら説明した。

「ああ、ご心配いりません。エオル王が参られたことを、犂山様にお伝えしたのです。夜も遅く、急なことで、準備もできておりませんが、とりあえずお付きの皆様共々居城のほうで湯を浴びて、旅の疲れを癒いやして下さい」

　別宅の奥の間にちらっと視線を投げてから、伏龍もうなずいた。

「なんせ、肝心の北域王が酔いつぶれちまってますからね。詳くわしい話は明日の朝、晴せい凛りんの酔いが醒さめてから、またあらためて、ということで」

　エオル王は、安心したようにうなずいた。

「そうか。では、部下共々厄やつ介かいになるとシよう。野宿を覚悟していたカラな。湯を浴びテ寝床で寝ることがデキるのは、望外の幸せダ」

「では、ご一いつ緒しよしましょう」

　犂山の本宅までエオル王を案内するために、伏龍と光凛がそう言って立ち上がった。

　奥の寝室では、酔いつぶれた晴凛の隣に寝ていたミーネが、そっと顔を上げてつぶやいた。

「……エオル王との話は終わったようじゃな……あいつはいきなり現れるから、いつもびっくりさせられる。まったく人騒さわがせな男じゃ」

　晴凛の反対側で寝ていたシャールが、同じように顔を上げて答えた。

「本当に、お付きの人たちを連れただけで、動いているのですね。噂うわさには聞いていましたけど……驚きました。延えん声せいなんて、ついこの間まで帝国の街でしたのに……勇気がありますね、エオル王は」

「なんじゃ、ずいぶんエオル王が気に入ったようじゃな。何ならエオル王に嫁入りしたらどうじゃ？　タッケイの族長、スンタタの妹なら、充分釣り合いが取れるじゃろう」

　シャールはちらっとミーネをにらんだ後で、そのまま晴凛に抱きつくように腕に顔を伏ふせた。

「いいえ、そうはいきません。私の夫は晴凛様だけです。私を負かせた人の妻になると弓の神様にお誓い申し上げたのですから！」

「あ、こら！　どさくさにまぎれて抱きつくでない！」

「そういうミーネ姫だって、晴凛様の腕に抱きついているじゃありませんか！」

「わ、わしはいいのだ。なぜなら、晴凛はわしのものだからじゃ！　そもそも、家も職も失ったこいつをシャン族の居い候そうろうとして住まわせてやったのは、わしじゃ！　わしが晴凛のご主人様なのじゃ！」
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「そんな昔の話！」

「笑うな！」

　ミーネはシャールをにらんだ後で、忌いま々いましげに言った。

「そもそも、お前の動機が気に食わん。弓勝負に負けたから妻になる、というのでは、別に相手は晴せい凛りんでなくてもよかった、そもそも晴凛が好きでもない、ということではないか！　もし、晴凛ではない男に負けていたら、今頃お前は、その男の妻になっていた、ということであろう？　そんないい加減な動機で晴凛の妻になられては、こっちが迷惑じゃ！」

　そのとき、隣の部屋からメンミの声がした。

「迷惑とは何ですか！　この山やま猫ねこめ！　お前のほうが迷惑です！　お姉さまに謝りなさい！」

　シャールは上半身を起こすと、隣の部屋に向かって、少しきつい口調で言った。

「ミーネ姫のお世話役のミリン殿は、エオル王の通訳のために添い寝できません。ここであなたを部屋に入れたのでは平等さを欠きます。余計な口出しは無用です、メンミ！」

「で、でも……お姉さまあ……」

　メンミの声と一いつ緒しよに、カリカリ、と戸をひっ搔かく音がした。

「いいから、寝なさい！」

「うにゅう～」

　カリカリ、という音がひどくなった。

「戸をひっ搔かくな！　うるさい！」

　ぴしゃり、と言われてあきらめたのだろう、音が止まった。

　シャールは、これでいい、という風に小さくうなずいた後で、ミーネに向き直った。

「たしかに、ミーネ姫のおっしゃるとおりです。弓の勝負で私に勝った男の人の妻になる、というのは不純な動機に見えるかもしれません。しかし、それは男女の出会いのきっかけにすぎませんわ。それをきっかけに相手をより深く知ることで、どんどん好きになることだってあると思います！　私はミーネ姫よりも新しん参ざん者ものです。でも、晴せい凛りん様が好き、という気持ちは負けていません！」

　シャールは目を伏せた。

「……それに、私はとても負けず嫌いで、わがままな女です。兄のスンタタを困らせてばかり……こんな私の夫になる人は、私が、絶対にこの人にはかなわない！　と認めた人でなくてはならない。そう思ったのです。

　そうでなければ、私はきっと夫を侮あなどります。心の底に、夫を馬ば鹿かにする気持ちを抱いだいたままで一いつ緒しよに暮らせば、必ず不幸になります！　だから、だから、晴凛様でなくてはならなかったのです！　私の夫は晴凛様しかいないのです！」

　シャールは言葉を切ると、ミーネに言い返した。

「そういうミーネ姫だって、本当に晴凛様が好きなんですか？　ふた言こと目にはヘタレだのなんだのと、けなしてばかりじゃありませんか。本当に好きなら、夫を立てて、支えてあげるはずですよ？」

「にゃっ！」

　ミーネは目を見開いた。

「そ、それはじゃ、晴凛は本当はもっと目立ってもよいのに、自分を主張せんから、わしがはっぱをかけているのじゃ！

　およそ、この世の英雄というのは、もっと、こう、押しが強いというか、我がを通すというか。『がはははは、俺様最強！』みたいな人間ばかりじゃ。

　なのに、晴凛にはそういうところがちっともない。これで本当にいいのか、と不安になるときがある。それで、思わず、ヘタレだの何だのと言ってしまうのじゃ。

　晴凛のことをヘタレなどと思うわけがない！　こいつは、お主らタッケイとユルムの連合軍三万を向こうに回して侘タ瑠ル徒トに立て篭こもり、戦い抜いた男じゃ。ヘタレ男にそんなことができるわけないじゃろうが！」

　シャールは微笑ほほえんだ。

「大好きな晴凛様が、人から馬鹿にされたり侮られたりするのが嫌いやだから、晴凛様に、もっと偉えらそうにしろってはっぱをかけている、とおっしゃいましたよね？　でも、そんな風に偉そうな晴凛様って、想像できます？」

「それは……」

　ミーネは言葉に詰まった。

「できませんでしょう？　私も同じ。晴せい凛りん様のいいところは、ちっとも偉えらそうなそぶりも見せないし、ちっとも強そうじゃないけど、いざ、というときに、驚くような強さを見せてくれるところだと、私は思うんです。

　ほら、言うじゃありませんか。能ある鷹たかは爪を隠すって」

「うむ、シャールの言っていることはわかる……つもりじゃ。じゃが、世の中には、爪を隠した鷹なのか、最初から爪を持ってないトンビなのか、見分けがつかんボンクラが、いっぱいおるのでな。ときには爪を出せ、と言っておるのじゃ！」

　ミーネの言葉を聞いたシャールは、小さく、うふふ、と笑った。

「何がおかしい！」

「馬ば鹿かにして笑ったんじゃありません。ミーネ姫も、ミーネ姫なりに、晴凛様のことを考えて、晴凛様に何がしてあげられるのかって、考えているんだなあって、嬉うれしくなったのですよ」

　ミーネは、ばふっ！　と顔を枕に埋うめると、拗すねたようにつぶやいた。

「悔くやしいが、わしはまだ子供じゃ……わしが晴凛にしてやれることなど、あまりない。

　わしがシャールくらい大人じゃったら、あーんなことでも、こーんなことでも何でもしてやるのに……シャールはズルイ」

「私も言い返していいですか？」

　枕に顔を埋めたままミーネは答えた。

「言い返すって……何をじゃ」

「ミーネ姫はズルイ！　子供であることをいいことにして、晴凛様に人前で抱きついたり甘えたり……私がミーネ姫くらい子供だったら、あーんなこととか、こーんなこととか、何でもできるのに！」

「……」

　ミーネはしばらく黙だまったままだったが、やがてぽつりと言った。

「お互い様、ということか」

「はい、お互い様です。恨みっこなし。お互い一いつ生しよう懸けん命めい晴凛様に尽つくして、晴凛様がお決めになる。そういうことです」

「……シャールは武人じゃな。潔い。犂すき山やまの爺じいさんが言っておったとおりじゃ」

　シャールは微笑ほほえんだ。

「この人のために、何かをしてあげたい！　って思うことを『愛いとおしい』って言うんだそうですよ」

「うむ、知っておる。俺のために何かして当然だ、と思うやつは『うっとおしい』のじゃ」

　ミーネはそう言ってうなずいた後で、ごろん、と仰あお向むけになった。

「わしは、子供の頃、ミリンから『カラカルの狼おおかみ男おとこ』という昔話を聞かされたことがある……シャールは知っておるか？」

「いいえ、存じません。どんなお話ですか？」

「うむ、悲しい話でな……カラカルというところに住んでいた若者が、一人前の男として認められ、幼おさな馴な染じみの娘との結婚を許してもらうために、狼猟の鍛たん試しを受けたのじゃ。

　その若者は荒野に出て、狼を追った。より強く、より大きな狼を狙ねらって、三日三晩荒野をさまよい、ついに銀色の大きな狼を見つけた。

　あの狼を仕留めれば、文句なしに、認められる。それで、若者は奮ふるい立った。さらに五日五晩、狼を追い続けた。

　そして、若者は狼と戦い、ついにこれを仕留めた。だが、その狼は、神の使いだったのじゃ。自分の使いを殺された神は怒った。しかし、神の使いですら倒す、この若者の弓の腕前を惜おしんだ。

　そこで、神は若者にひとつの力を与えた。狼になる力じゃ。いつでも、望むときにみずからの身体からだを捨てて狼となることができる。だが、この力は呪のろいでもあった。

　一度狼になれば、もう二度と人間に戻ることはできぬ。狼として一生を終えるしかないのだ。

　狼の毛皮を持って帰った若者は、一人前の男として認められ、そして若者は幼馴染の娘に結婚を申し込んだ。娘が嫌いやがるはずもなく、結婚が決まった。しかし、いいことばかりは続かぬ。

　婚礼衣装を縫っていた娘が、自分の指先を針で刺し、その傷が原因で熱を出したのじゃ。しまいには、身体からだ中が赤くはれ上がり、もはや助からぬと思われたとき、村に来ていた旅人が、熱を下げる霊薬となる薬草がある、と教えてくれた。

　しかし、その場所は、はるかに遠くの雪をいただく山の裾すそだという。若者は、村で一番足の速い強い馬に乗って、その山を目指したのじゃ。

　そして、ついに薬草を見つけた。しかし、その帰り道で馬が足を折った。夜に馬を走らせていたために、穴に気がつかなかったのじゃ。

　もう走れない。馬が無くては、村に帰ることができぬ。

　そして、若者は決心する。

　薬草を布でくるみ、自分の首にしっかりと結び付け、服を脱いだ。月明かりの中で、若者は神に祈った。

　若者は自分が一匹の銀色の狼になっていることに気がついた。

　若者は走った。月の光の中を、ただひたすらに故郷の村に向けて。

　野を越え、河を越え、草原を、荒れ地を、一匹の狼が走った。

　そして、ついに故郷の村が見えた。

　狼の持ってきた薬草で、娘の命は助かった。

　娘は若者の帰りを待ちわびながら、婚礼衣装を縫い上げた。

　だが、何ヶ月過ぎても、何年過ぎても、若者は帰ってこなかった。

　娘は毎晩泣きながら、若者を思う悲しい歌を歌った。

　娘が歌うと、どこからか狼おおかみがやってきて、娘の横に寄りそうようになった。

　狼はいつでも娘について回り、娘の足元で寝た。

　だが、ついに娘は若者のことをあきらめ、別の男のところに嫁にいくことになった。

　婚礼の日、狼は姿を消した。

　満月の日に、狼が悲しい声で遠とお咆ぼえをするのは、その娘の婚礼が満月の晩に行われたからだ、という言い伝えじゃ……」

　一気に語り終えたミーネは、ふう、と小さくため息を突いた後で、ぽつり、と言った。

「わしが初めてこの話を聞いたのは、子供の頃じゃ。そのときは、この若者の気持ちがよくわからなかった。狼の遠咆えにはそんな理由があるのか、と感心しただけじゃった。

　でも、今は違う。今は若者の気持ちがよくわかる。若者はきっと後悔などしておらん。この人のために何かをしてあげたい。たとえ、自分のすべてを投げ打ってでも……。

　人を好きになるというのは、そういうことなのじゃな」

　シャールはしばらく黙だまっていたが、やがて小さく鼻をすすった。

「なんじゃ、泣いていたのか？」

「ええ、ちょっと悲しくなってしまって……でも、いい話ですね」

「うむ、わしもこの話は好きじゃ……」

　ミーネはそう言うと、がばっと上半身を起こして、寝ている晴凛の顔を覗のぞき込んだ。

「それにしても、晴凛のやつめ、気持ちよさそうに寝おってからに……何か腹が立つ！　なんぞ、いたずら書きでもしてやろうかの？」

　そう言うなり、ミーネはごそごそと枕元にある文机を探し始めた。

「おやめになったほうが……明日の朝、犂すき山やま様と一いつ緒しよにエオル王と会うことになっているのでは？」

「なに、朝起きて顔を洗えば落ちる。かまいやせん！」

　ミーネはそう言うと、矢立ての中から筆を取り出してにやっと笑った。







　　　第五章「北域の巡視」







「北域王、ばんざーい！」

「エオル王、ばんざーい！」

　延えん声せいの街に、どんどん、どんどこどんどこ、という太たい鼓この音と、ラッパによる勇壮な音楽が流れ、その音楽に混じって住民たちの歓呼の声が響き渡っていた。

　延声の目抜き通りを、色鮮やかな旗を立て、派手な祭さい祀し用ようの飾りを身にまとったシムールの騎兵隊が進んでいく。それに並んで、これまた色鮮やかな帝国軍の儀礼用の礼服と鎧よろいをまとった弓きゆう兵へい隊と槍やりを背負った歩兵隊が、白地に黒文字で大きく『尊そん皇のう討とう奸かん』と書かれた北域国の旗を掲げ、隊列を作って行進する。

　兵士たちの一団の後を、金銀の装飾が施ほどこされた、豪ごう華かな四輪馬車がついていく。その馬車の柔らかそうな座席に腰かけた晴せい凛りんとエオル王が、手を振って沿道の住民たちの歓声に応えていた。

　馬車の後には、再びシムールの騎兵隊と、帝国軍の弓兵と歩兵の隊が隊列を組んで固めている。

「すげえな、シムールの騎兵と、帝国軍の歩兵が一いつ緒しよに並んで行進する光景なんて、生まれて初めて見るぜ」

「シムールの騎兵が部隊ごとに色分けされているのは何でだ？」

「ああ、あれはシムールの部族の色だ。シムールってのは、それぞれに部族の色が決まってるんだそうだ」

「へえ……そうなのか」

　色の違いを聞いた男はそう答えると、行列の中にいるシムールの騎兵の旗の色を数え始めた。

「一、二、三……十一、十二……すげえ、十二支族全部揃そろってるじゃねえか！」

「そりゃあそうだ。この巡視行列は北域王だけじゃない。シムールの族王エオルも一緒なんだ。シムールの王様がいるんだから、十二支族全部が集まるのは当然だろう」

「あの馬車に乗ってるのがシムールの王様か？」

「ああそうだ、晴凛様の隣にいるのがそうだ」

「へえ、俺、シムールの王様なんか見るの初めてだけど……ずいぶんと若いんだなあ」

「俺たちの北域王も若いから、ちょうどいいんじゃねえの？」

「ああ、それもそうだな」

　見物人はそう言うと、目の前を行く馬車に向かって叫さけんだ。

「北域王！　世直し頼んだぞ─っ！」

「おおーっ！　まかせとけーっ！」

　見物人たちに声をかけられていた四輪馬車の、前のほうの座席に乗っていたミーネが立ち上がって手を振り返すと、見物人の間からどっと笑い声が上がった。

「頼んだぜ、姫様！」

「がんばれよ！」

「まかせとけー！」

　ミーネが再びそう怒鳴り返すと、見物人の中から拍手が起こった。
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　その光景を見て、隣に座っていた伏ふせ龍たつは思った。

　──この馬車にミーネを乗せて正解だな。

　いくら色鮮やかな旗を立てて、祭さい祀し用の飾りを付けても、シムールの騎兵は兵士だ。威圧感は誤ご摩ま化かせねえし、帝国人は警戒するだろう。でも、小さい女の子に警戒心を抱いだくやつはいない。

　帝国とシムールの間にあった、長き戦いの日々は終わりを告げたんだってことが、ミーネがここにいて、こうやって手を振ることで伝わる。

　このお姫様には百の言葉よりも説得力がある……。

　伏龍がそんなことを考えているなどとは思いもしないミーネは、極彩色の絹糸で豪ごう華かな刺し繡しゆうが施ほどこされている馬車の内張りを、きょろきょろ見回しながら言った。

「それにしても、こいつは豪ごう華かな馬車じゃな。犂すき山やまのおっさんは金持ちじゃと思ってはおったが、こんなものまで持っておるとはな」

「これは皇こう帝ていの親族が延えん声せいに狩りや避暑に来たときのために用意してあった馬車だそうですよ。皇帝が行ぎよう啓けいするときに乗る馬車に比べれば、見劣りしますけどね」

　晴せい凛りんの言葉を聞いて、ミーネは目を丸くした。

「なんと、これで見劣りするとは、帝国の皇帝はどれほど贅ぜい沢たくなのじゃ！」

「皇帝の乗る玉ぎよく車しやと呼ばれる馬車はすごいですよ。この上に金の屋根が載っていて、そこから四方に銀の御み簾すが下がっている。まるで動く宮殿です」

　晴凛の言葉に伏ふせ龍たつがつけ加える。

　「銀の御簾は光を反射しますからね。中から外は見えるが、外にいる人間からは皇帝の姿が見えない。皇帝の安全を守る工夫です」

「この馬車には屋根も御簾も無いな？」

　伏龍は一段高くなっている後ろの座席に並んで座っている晴せい凛りんとエオル王を指差した。

「ああやって、晴凛とエオル王が仲良く並んで馬車に乗ってる姿を見せるのが、目的の馬車だから。屋根も御簾も外してあるんですよ。この北域国の巡視は、シムールと北域国との間に和平が結ばれた、ということを広く北域の人々に知らせることが目的です。

　シムール来らい寇こうに怯おびえる日は、もう過去のものとなったんだ、ということをしっかり理解してもらわなくちゃならねえ」

「うむ、そうか、つまり、わしらは見世物みたいなものじゃな？」

「北域王とエオル王を見世物扱いかよ……まったく、ミーネ姫は怖いものなしだよなあ」

　伏龍が、参ったな、という風に頭を搔かいているのを見たエオル王は、興味深そうに晴凛に聞いた。

「今、ミーネ姫は何と言ったのかね？」

「え？　あ、はい。私たちの姿を見せることが大事だという意味のことを……」

　晴凛は脳内にある似たような意味のシムール語を組み合わせて答えたが、それを聞いていたミーネは怪け訝げんな顔で答えた。

「お前は何を言っているのだ？　わしは、見世物だ、と言ったであろう？　ちゃんと通訳せい！」

「あ、いや、まあ、そうなんだけど……」

　困ったような顔をする晴凛を見て、エオル王は笑った。

「はははは、気を使ってくれたのだろうが、そんな言葉で気を悪くすることはない。見世物で結構！　この行列は私と君の姿を広く人々に見てもらうのが目的なんだ。それはつまり、見世物だってことだろう？　違うかね？」

「あ、はい、確かにそのとおりです……」

　エオル王は、隊列を組んで馬車の前を進む、シムールの騎兵に視線を移して言った。

「見世物でいいのだ。というよりも、見てもらわねばならんのだ。帝国領内の都市を回るこの巡視は、帝国の人々にシムールを受け入れてもらうのと同時に、シムールの戦士に帝国領内を見せるという意味もあるのだ。

　シムールとて一枚岩ではない。帝国で起きているような大きな反乱がシムールの中で起きないのは、シムールは支族の独立性が高いからだ。今回のこの北域国巡視についても、族長会議は大荒れだったのだよ」

「今まで遊牧しかやってこなかったシムールの人たちが、畑を耕せ、と言われたのですから驚いたでしょうね」

　エオル王は皮肉な微笑ほほえみを浮かべて、小さく肩をすくめた。

「驚いた、というより、怒いかり狂ったと言ったほうがいいだろう。

　シムールの先祖はテンジンの子としてこの地上に降り立ち、地上のすべてを父テンジンから授かった。はるか日の昇るところから、日の沈むところまで、この地平のすべてはシムールのものである……ゆえに、シムールは地を駆かけるために馬に乗り、その手た綱づなを手に持ち、シムールでない者は、手に鍬くわを持ち、その地から動かない。

　土地に囚とらわれることなく、土地にしがみつくことなく、自分の生きる場所を自分で決める。それがシムールの誇ほこりだ。

　そう教わって育った者たちに、畑を耕して生計を立てよ、と言うのだからな。シムールの誇りを抱いだいている者たちにとって、私は間違いなく裏切り者だろう」

「そうかもしれません。でも、シムールの人たちは、侘タ瑠ル徒ト周辺のタリム盆地一帯を遊牧地として使えるようになったわけですから、エオル王の決定を喜んでいる人も多いと思うのですが……」

「そのとおりだ。君がタリム盆地を使う権利を与えてくれたおかげで、私はここでこうやって族王でございます、という顔をすることができるのだ。

　シムールの中には旧守派というか、シムール原理主義の連中がいる。彼らは常に『失地回復』『領地拡大』を叫さけんでいた……口で言うのは簡単だからな。

　侘瑠徒で痛い目にあって、現実の戦争がどんなものか知ってからは、表立って帝国を攻めろとは言わなくなったが、私のことをふた言こと目には軟弱者と叩たたいていた彼らにとって、今回の私が進める半農半牧という生き方は、格かつ好こうの攻撃材料だ。

　しかし、私はそれと同時にタリム盆地という領土を手に入れた。帝国の支配下にあった広大な土地を、シムールの手に取り戻したのだ……まあ、実際には共同使用権なんだが、そんなことはどうでもいい。シムールが帝国の領土内で遊牧ができる、ということに変わりはないわけだ。

　やつらが主張していた『失地回復』と『領土拡張』の両方を実現した私は、賞賛されこそすれ、叩たたかれる理由は無い。大荒れに荒れた族長会議だったが、今のような落としどころに落ち着いたのは、君がタリム盆地の使用を認めてくれたおかげなのだよ」

　晴せい凛りんはエオル王に微笑ほほえんだ。

「北域は人の数が少ないですからね。タリム盆地は川は流れているし、西には水はけのよい丘陵地帯もあるし、場所的には申し分ないところです。ですが、ほとんど手つかずですから、使っていただいても、こちらには何の不利益もありませんし。これで耕作人口が増えて、収穫の一部が北域国の国庫に入るのなら、それは願ってもないことですから」

　エオル王は静かな表情で晴凛を見つめ返すと、うなるように言った。

「まったく、君という人間には驚かされる。こうもあっさりと、私の提案を受け入れてくれるとは、正直思っていなかった。国土をかつての仇きゆう敵てきに明け渡す、というのだからな。

　族長たちもこの同盟の見返りを聞かされたときには、一気に静まり返ったよ」

　──使える男だと思ったからこそ目をかけてきたが、想像以上の掘り出し物だったのかもしれんな、この若者は。

　エオル王が感慨にふけっている横では、晴凛から今の会話の内容を説明された伏ふせ龍たつが少し真ま面じ目めな顔で考え込んでいた。

「北域に人口が少なかった理由。特にタリム盆地が手つかずだったのは、シムールの勢力圏と接していて、いつ襲撃を受けるかわからなかったからだ。

　今回の同盟で、治安が安定したら、北域の人口は増えるだろう。

　タリム盆地が新たな火種にならなけりゃいいけどな……」

　晴凛から伏龍の言葉を通訳されたエオル王はうなずいた。

「将来的に、タリム盆地が新たな領土争いの火種になるかもしれない、という君の危き惧ぐはもっともだ。だが、そうなるのはおそらく数十年先のことだろう。もし、それまでに私の進めている半農半牧が軌き道どうに乗っていれば、おそらくシムールの意識も変わっているはずだ。自分たちも畑を持てば、それを荒らされる苦しみ、収穫物を奪うばわれる苦しみを理解できるシムールとなっているはずだ。農民の収穫物は強ごう奪だつするものだ、という価値観は影を潜めているだろう。で、あれば交渉は可能だ。私はそれほど未来を悲観してはいない」

　馬車は新市街地の目抜き通りを抜けて、延えん声せいの市外に出た。

　南門の外には、犂すき山やまとその父、そして留守番役の光こう凛りんと、なぜかミリンが出迎えていた。

　馬車から降りたエオル王の前に、光凛が進み出た。

「エオル閣かつ下か。いよいよ、北域巡視ですね。北域とシムールの間に平和が訪れたことを、北域の街の人々にしっかり見せて、教えてきて下さい、お願いします！」

　ミリンから通訳を受けたエオル王は大きくうなずくと、光凛に右手を差し出した。

　慌あわてて差し出した光凛の手を握り締めて、エオル王は言った。

「ああ、安心してくれ。シムールは北域と共にある！　争いと戦いの日々は終わった！　北域の人々もシムールの民たみも、共に手を取って生きていく日々がやってきたのだ！」

　南門の周囲に集まっていた人々──そのおよそ三分の一は、延えん声せいに買い物に来たシムールの人々だった。その中からシムール語の歓声が上がった。

「エオル！　エオル！　エオル！」

　その叫さけびに、手を振って応えるエオル王を見た伏ふせ龍たつは、苦笑いを浮かべてつぶやいた。

「こりゃあ、かなわねえ。晴せい凛りんに比べれば、役者が二枚も三枚も上だ……」

　一方その頃、ミーネはミリンの小言を聞かされていた。

「いい加減しつこいぞ、行かず後ご家け」

「何言っていやがルのですカ。何度言っテもちゃんと聞いていないカら、くどくどと繰り返シているのでス」

「だから、わかったと言っておるじゃろう」

「いいえ、わかっていまセん。わかったと言っておいテ、ちゃンとわかっていた試しがありますカ。

　この巡視の一いつ行こうには、エオル王だけでハなく、シムール十二支族の名だたる方々が、揃そろっておりマス。くれぐれも、失礼のないヨウニ気をツケるのです！」

「ああもう。わかっておる、わかっておると言っとるだろう。わしはシャン族の姫じゃ！　シャン族の名に泥どろを塗るような真ま似ねはせん！」

「何言っていやがりますカ、この山やま猫ねこメ。

　寝ている旦だん那なサまの目の周りに、黒々と墨すみを塗るような真似をする人ガ『顔に泥を塗るような真似はせん』トカ言っても、マッタク説得力がアリマセン」

「いや、あれは、その場の勢いというか、照れ隠しというか、一度やってみたかったというか……とにかく！　ちゃんと洗って落ちたのだからいいではないか！」

「何を言ってイルのですか！　一晩おいたせいでキレイに落ちなくて、晴凛殿はつけなくてよくなった眼帯を、またつけねばナラぬハメになったノデスよ」

「わかった、もうあんな真似はしない」

「当たり前デス。

　それと！　ハミウリばかり食べていると、おねしょしますカら、あんまり食べてはイケマセン。ほどほどに」

「ああ、わかったわかった！　わしのことはもういいから、お前こそ、しっかりやっておいてくれ！」

　ミリンはきょとんとした顔になった。

「何をですか？　何をやるのデスカ？」

　さて何か約束したり、命じられたりしただろうか、とミリンが首を傾かしげると、ミーネは、アレのことに決まっているだろう、と真ま面じ目めな顔で、こう言った。

「子づくりじゃ！　どうやってナニをアレするのか！　しっかり調べて詳くわしく教えてくれ！」

「何言い出しますか、このバカ猫ねこ!?」

「できれば、詳しく！　具体的に！　子づくり体験談もな！」

「なっ、なああっ!?」

　ミリンは真っ赤な顔になると、ミーネに飛びついて慌あわてて口を塞ふさいだ。

「このバカ猫はッ！　人前で、なんてことを口走りやがりマスカ！」

「もが、もがががーっ！」

　じたばた暴れるミーネの頭を摑つかんだまま、ぐいっと自分の口まで耳元を引き寄せて、ミリンはささやいた。

「静かにしないと、手が滑りますよ」

「……なっ!?」

「手が滑るだけならいいですが、勢い余って山猫の細い肩の骨が、こきり、とか言うかもしれません。晴せい凛りん殿と一いつ緒しよに旅をしたいなら、おとなしくしたほうが身のためです」

　と、ミリンはほんのちょっとだけ、手に力を入れた。ぐぎり、と肩の関節がきしんだような気がして、ミーネはおとなしくなった。

「まったく……いきなり何を言い出すのですカ」

「大事なことではないか……人前で言ってはならんのか？」

「なりマセン」

「嫁でもいかんのか？」

「日のあるうちはダメデス。そういう話は、日が落ちてからスルものデス」

「変なシキタリじゃな」

「そういうものデス」

　ミーネは、いまいち納得がいかない、という顔をしていたが、やがて気を取り直したように言った。

「とにかく、そういうことについて、この旅行から帰ったら、しっかり教えてくれ」

「ほ、本気で言ってたのデスカ？」

　目を丸くするミリンを、ミーネは不思議そうな顔で見上げた。

「そうじゃ、お前が自分で言ってたではないか。そういうことも、ちゃんと知っている、と。あれは噓うそだったのか？」

「ウソじゃありません、このミリン、ウソをついたコトなどアリマセン」

「……噓じゃないなら、何でわしの顔から目を背そむける？」

「気のせいです。このミリン、目など背けておりませン」

「では、問題ないではないか。お、側近護衛のシャールが来おった、そろそろ出発のようじゃな」

　ミーネの言葉のとおり、いつものように髪を高く結ゆい上げて、祭さい祀し用の白い革かわ鎧よろいに身を包んだシャールが、小走りにやってきた。

「ミーネ姫！　そろそろ馬車のほうにお戻りください、出発準備が整いました！」

　可か憐れんさと勇壮さを兼ね備えた白い革鎧をまとったシャールは、芝居に出てくる、テンジンに仕える戦いくさ乙おと女めのように見えた。

「本当なら、シャール様も晴せい凛りん殿の妻なのですから、うちの山やま猫ねこと同じように、馬車に乗られるべきなのですが……申し訳ありません」

　そう言って頭を下げるミリンを見て、シャールは慌あわてて顔の前で手を振った。

「あ、いや、気にしないで欲しい。私はこっちのほうが性しように合っている……自分の得意とする弓の腕前で晴凛様のお役に立ちたいのだ」

　そう言って去っていくシャールの後ろ姿を見て、ミーネはつぶやいた。

「わしが、晴凛の役に立てることって、何があるんじゃろう？」

　その不安げな口ぶりを聞いたミリンは、ふっと微笑ほほえんだ。

「何を山猫らしくもないことを言ってイルのデスカ！　山猫は何の役にも立ちマセン。山猫は山猫らしくしてイレバいいのデス。それが一番役に立っているのデスヨ」

「何かよくわからん。わからんことは考えんほうがいい、ということだな？」

「そういうことデス」

　ミリンは、もっともらしくうなずいた。




　ミーネと別れたシャールは、自分の持ち場に戻るために足を進めていた。

　そして、馬車の脇わきに来たとき、ふっと嫌いやな気配を感じて、足を止めた。

　──何だ？　この気配は……。

　自分に注がれる無数の視線の中に紛まぎれて、はっきりとはわからなかったが、その気配には明確な敵意が含まれていた。

　この巡視が決まった後にエオル王をシムールの都に迎えに行ったときから、シャールの身辺にそれは向けられていた。

　──この敵意は私ひとりに向けられているのではない。私とエオル王と、そして晴凛様──この巡視を行おうとしている意思全体に向けられている。

　エオル王のやろうとしていることに、反感を抱いだく者はシムールの中にも数多い。

　タッケイの長老の中にも、エオル王のことを「シムールの風上にも置けん、史上最悪の王だ」と言ってはばからない人がいる。

　でも……今、感じた敵意は、そういった人々のものとは違う。もっと鋭するどかった。

　そう、殺気と言ってもいいほどに……。

　シャールは敵意の混じった視線が送られてくる方向を確認しようとして、一いつ瞬しゆん迷った。

　──もし、その敵意を送ってくる者が、タッケイの者だったら。

　自分たちの支族から、罪人を出すかもしれない、そんなことになったら……。

　いや、それでもいい。私の仕事は、晴せい凛りん様とエオル王を守ることだ！　たとえそれがタッケイの者であっても、それが何だというのだ！

　シャールは顔を上げて、視線の方向を見た。

　だが、すでに、敵意の篭こもった視線を送ってくる人物の姿はそこには無かった。

　──しまった！

　シャールはしばらく付近の様子を窺うかがっていたが、そのとき出発を告げる角笛の音が高らかに響き渡った。

　ぱぷーん！

　──仕方ない。気を緩ゆるめぬように、身辺護衛部隊の部下たちに伝えておくしかない。気を抜かぬようにせねば。

　シャールは自分に言い聞かせるように小さくうなずくと、持ち場に向かって走り出した。




　延えん声せいの南門を出たところで停止していた巡視の行列は、街の人々に見せるために取り付けられていた華はなやかな飾りを外し、騎兵や歩兵たちも祭典用の派手な衣装から動きやすい行軍用の装備に着替え終わっていた。

　晴凛たちの乗っている四輪の馬車に乗り込んだミーネは、頭上に取りつけられている日よけの天てん蓋がいを見上げて、嬉うれしそうに叫さけんだ。

「おお！　日よけがあるではないか！　この炎天下にさらされて街道を走るのではたまったものではないと、心配しておったのじゃ！」

「御み簾すは無いけどな」

　伏ふせ龍たつの答えを聞いたミーネは、ぶんぶん、と首を振った。

「御簾なんか、無いほうがいいのじゃ！　あんなものを張ると、風通しが悪くなる！」

　行列の先頭のほうで、この巡視の総指揮官となった燎りよう原げんが、将軍の位を示す白い指揮杖づえを差し上げて叫んだ。

「しゅっぱぁああああっつ！」

　シムールの兵と北域国の兵が右手を上げて応えた。

「おぉぅ！」

　馬の蹄ひづめの音に続いて、馬車が、ごとん！　と音を立てて動き始めた。

　斥せつ候こうを兼ねた先さき触ぶれの騎兵十騎が、まず先頭を行く。

　次に、大きなシムールの族王旗と、北域国旗を先頭に立てたシムール騎兵六百騎。弓きゆう兵へいと歩兵の馬車が五十台。

　シャール率いる身辺警護の騎兵が百騎、エオル王と晴せい凛りんの乗った馬車の前と後ろを固める。

　さらにその後ろに、エオル王の身辺の世話をする供く奉ぶ車が。

　そして、後詰めの北域国軍の騎兵三百騎。

　合計、千騎の騎兵と、千人の弓きゆう兵へいと歩兵からなる、大部隊である。

　行列の後方には補給用の物資を積んだ五十台の馬車と、それを護衛する二百騎ほどの騎兵からなる、別の部隊が続いている。

「最初に行く街は、確か稜りよう孟もうだったな？」

　ミーネに聞かれた伏ふせ龍たつはうなずいた。

「最初の訪問地は延えん声せいの西にある『稜孟』──都と延声を結ぶ北域街道から少し外れた場所にある街です。タリム盆地を通って開けたところに出たタリム川の支流を使って荷物を運ぶ水運と、川の水によって灌かん漑がいされた麦畑の収穫によって栄えてる街なんだ」

「ほう、延声より大きいのか？」

「いや、街の規模は延声のほうが大きい。その代わり稜孟は商店の数が多いんです。

　都市の中に引き込まれた運河の両側には、穀物を商う店の倉庫がずらりと並んでいるし、麦ばく芽がを使って作った水あめで菓子を作る店もいっぱいある」

　水あめ、菓子、という言葉を聞いて、ミーネの目がきらり、と光った。

「おおっ！　そうか！　それはぜひ寄らねば！　おい、晴凛！　馬車を急がせろ！」

「そうはいきません。この行列は、北域国の領内をエオル王に色々見てもらうためにあるんですから」

「うむ、そうであった。では、さっさと見ろ」

　ミーネの傍ぼう若じやく無ぶ人じんさを見ていた伏龍がため息をついた。

「……やっぱり、ミリンさんを連れてきたほうがよかったのかもしれねえな……」




　巡視の一行が稜孟に到着したのは、日が西に傾きかけた頃だった。

　馬車の前の席に立ったミーネが、額ひたいに手をかざして言った。

「おお！　街の人々が出迎えに来ておるぞ！　『尊そん皇のう討とう奸かん』の旗も立っている！　あとは……何やら黄色い服を着ている偉えらそうなおっさんがおるな……」

「その黄色い服というのは、おそらく帝国の官位を表す礼服です。太たい守しゆが出迎えに来ているんだろう。稜孟ほどの街の太守が城門を出て、出迎えるってのはよほどのことだぞ」

　今ひとつ、吞のみ込めない、という顔になっているミーネに、伏龍は嚙かんで含めるように言った。

「稜孟に限らず、帝国の街を治めている太守はすべて皇こう帝ていから位を授けられているんです。いわゆる官位というやつです。帝国の役所では、この官位ってやつがものを言う。

　晴凛は北域王を自称しているが、それは皇帝から正式に位をもらったわけじゃねえ。帝国での官職は太たい守しゆには及びもつかない統とう卒そつだ。

　エオル王だってそうだ。シムールでは十二支族の族王かもしれねえが、帝国から見れば蛮ばん族ぞくの王にすぎないんですよ。

　帝国の役所の身分で考えれば、晴せい凛りんもエオル王も、太守が頭を下げたり、ましてや迎えに出るような相手じゃない。逆に、太守が役所でふんぞり返っているところに、こっちから出向いて、頭を下げて会ってもらう、というのが正式の作法なんだ」

「では、ああやって、街の外にまでやってきて出迎えるってのは……」

「だから言っただろう？　よほどのことだって」

　伏ふせ龍たつとミーネの会話を晴凛から聞いたエオル王は、興味深そうに言った。

「伏龍殿の話を聞くと、あの稜りよう孟もうの太守とやらは面白そうな人物だな」

「面白い、と言いますと？」

　エオル王は稜孟の街の前に出迎えている人々に視線を合わせたままで答えた。

「出迎えに来る、ということは、帝国の法に囚とらわれていないということだ。臨機応変に対処できる人物だということを示している。

　だが、気をつけねばならないのは、その臨機応変さが深しん慮りよ遠えん謀ぼうに基づくものか、軽けい挙きよ妄もう動どうに基づくものか、という点だ。

　時代と情勢を見て、帝国の法にこだわることなく、この北域で生き抜くために最善の方法を選択し決断して、我々を出迎えているのか。それとも単に、北域王とシムールに怯おびえ、服従し追従する姿を見せることで保身を計っているのか。

　出迎える、という行為は同じでも、それの意味するところは大きく違う……そうは思わんかね？」

　晴凛はうなずいた。

「はい、そのとおりです」

「人の行動を、どう解釈するか。どういう目的を持って、そういう行動を取ったのか。それを常に考え洞察することだ。このときに、一番いけないのが決めてかかることだ。

　この人の行動の目的は、これに違いない、と思い込めば、選択肢がなくなる。思い込みが外れたときに、対処できずに失敗する。

　選択肢を常に複数持ち、相手がどう動いても対処できる用意をしておくことだ」

　エオル王は稜孟の街の前で出迎えている太守に視線を合わせて、言葉を続けた。

「あの太守が切れ者だと決めてかかるのも、保身第一の我が身大事の臆病者と決めてかかるのも、どちらも間違いだ。脳内にいくつもの選択肢を持ち、それを切り替えていくことこそが、王に求められる資質だ。心しておきたまえ」

「はい、肝に銘めいじます」

　晴凛は素直にうなずいた。

　ミーネからエオル王の言葉のおおよその意味を聞いた伏ふせ龍たつは、小さくうなずいた。

　──さすがだな。その地位にいる現役の王様から、王の心構えを聞ける。こんな機会はめったにねえ。この巡視、晴せい凛りんのためにも役に立ちそうだ。




　稜りよう孟もうについた巡視一いつ行こうは、そこで太たい守しゆの出迎えを受け、そのまま城門をくぐって、稜孟の街の中に入った。

　街道の両側に立ち並ぶ商店の数や、その後ろのほうに見える倉庫の数は、延えん声せいとは比べものにならないほど多い。

　華はなやかな街並みや、店の前に並べられた様々な商品を見て、ミーネは目を輝かせた。

「おお、これはすごい！　伏龍の言うとおりじゃ！　店が多い！　家が多い！　延声のようなでっかい城はないが、こっちのほうが街が賑にぎやかじゃ！」

「街の真ん中を川が通ってるというのも、この街の特徴ですね。水都と呼ばれる南域の承しよう安あんを重ねて、この街を北の承安と呼ぶ人もいるくらいだ」

「すごいのう……わしらシムールが知っている帝都の街は、侘タ瑠ル徒トか延声どまりで。こんな南の街まで来たことはないから、見るものすべて珍しいものばかりじゃ！」

　街並みを眺ながめていたエオル王が、はしゃぐミーネを見て笑いながら言った。

「ここも、もっと南の盛せい欄らんの街も、すべてが北域国だ。北域国はシムールと友好関係を結んだ。もう、シムールが来ても追われたりはしない。いつでも気軽に立ち寄れるのだぞ」

　エオル王の言葉を聞いたミーネは目を輝かせた。

「そうか！　そうじゃな！　もう敵の国ではないのだものな！　すごいな、晴凛！　平和って、すごいぞ！」

　馬車の上ではしゃいでいるミーネと同じように、シムールの兵士たちも稜孟の街の賑やかさに驚いていた。

　帝国と敵対していたシムールは、長い間自分たちの領土に篭こもり、そこで暮らしてきた。

　帝国との交流は、すべて行商人を通じて品物のやり取りをしていただけで、直接帝国の領内に入ることはなかった。

　帝国もシムールも、相手を刺激することを避けてきたのだ。

　稜孟の街に入ってしばらく過ぎたところで、行列の先頭を行くシムール騎兵の馬の足が乱れ、行列が止まった。

「何かあったのか？」

　伏龍が馬車の前の座席を立ち上がって前方を見たが、これといって障害物らしいものは見当たらない。

　馬の足が乱れたのは、乗っていたシムール騎兵たちの気が散ったからだった。

　シムールたちにとって、稜孟の街の景色は目新しく、珍しいものばかりだった。手た綱づなを握る手への集中心が散漫になったのを、馬が感づいて足を止めたのである。

　それに気がついた騎兵が慌あわてて手た綱づなを取り直したため、すぐに行列は動き始めた。

「これといって問題は無いようだな……」

　伏ふせ龍たつはほっとしたようにつぶやくと、座席に座った。

　晴せい凛りんとエオル王の馬車の周りで身辺護衛にあたっているシャールたちも同じように、ほっとため息をついた。

「問題ないようだな……」

「珍しいものばかりですから、先頭の騎兵たちの気が散ったのでしょう」

「うむ、我々も気をつけないとな……」

　シャールがそう言ってうなずいたとき、先頭を行く騎兵が一騎、列から外れると『ご報告します！』と言いながら戻ってきた。

　これが、何もないときに戻ってきたのなら、誰もが警戒心を抱いだいただろう。だが、行列が止まった直後だったために、誰も警戒心を抱かなかった。

　脳内に「行列が止まった理由を説明するために伝令が来たのだろう」という予測が浮かび、誰もがそれを信じてしまった。

　周りにいる騎兵も、馬車の上の弓きゆう兵へいも、身辺護衛のシャールですらも、その騎兵を見逃した。

　そして、馬車の前にやって来たその騎兵は、いきなり背中に背負っていた矢筒から矢を抜き、半はん弓きゆうを構えて晴せい凛りんに向けた。

「シムールの敵！」

　騎兵がそう叫さけぶのと、ミーネが晴凛の前に身を躍おどらすのは同時だった。

　晴凛に覆いかぶさるように両手を広げ、飛びついたミーネの右肩に矢が突き立った。

　そこは、まさしく、晴凛の心臓のある位置だった。

「ミーネ！」

　晴凛が叫ぶのと、騎兵が次の矢をつがえるのと、シャールが矢を放つのは同時だった。

　すべてが同時に起こり、次の瞬しゆん間かん。

　騎兵の喉のど元もとにシャールの矢が突き刺さり、晴凛の腕の中でミーネが崩れ落ちた。

「ミーネ！　おい！　ミーネ！」

　ミーネの右肩に深々と突き立った矢の周囲の衣服に、鮮血がにじみ出し、抱きとめていた晴凛の手にじわりと、温かい液体の感触が伝わってきた。

　ミーネは目を閉じたまま、力なく晴凛の腕の中に横たわっていた。

　晴凛の耳には何も聞こえなかった。

　どこか遠くで、くぐもったような声で怒号が飛び交い、人が押し寄せ、ミーネの身体からだを奪い取った。

　そのすべてが、ゆっくりと動いていく。
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　誰かが顔を覗のぞき込んでいる。

　──ああ、伏ふせ龍たつさんだ。

　シャールもいる。

　何を言っているんだい、伏龍さん。よく聞こえない。

　シャール、何を泣いているんだ？　そんな思いつめた顔で……。




　……そして。

　一いつ瞬しゆんにすべてが戻ってきた。




　最初に聞こえたのは、叫さけび声とも泣き声ともつかない、わめき声だった。

　それは自分の声だった。

　そして、それにかぶさるような伏龍とエオルの声。

「落ち着け！　落ち着くんだ！」

「大丈夫だ！　しっかりしろ！　自分をしっかり保たもて！」

　そして、エオル王は、どん！　と思い切り背中を突いた。

　その衝撃が、晴凛に理性を取り戻させた。

「あ……」

　目に正気の色が戻ったのを見て、エオル王が正面から晴せい凛りんの顔を覗のぞき込んだ。

「私がわかるな？」

　晴凛はこくこくとうなずいた。

「よし、いいか、ゆっくり呼吸をしろ。息が詰まって、肺に空気が入らんかもしれん。だが、下腹に力を入れて、ゆっくりと息を吸え」

「は……い」

「ゆっくりと息を吸いながら、私の言葉を聞け。想像するな、私の言葉を吞のみ込んだ。そのまま事実だけを吞み込め。

　ミーネ姫は死んではいない。今、薬くす師しが手当をしている。

　犯人はシャールが射殺した。馬車はシャールの手の者と、私の側近護衛が取り巻いている。とりあえず我々は安全だ。

　この後どうするかは、協議で決める。とりあえず巡視は中止した。我々は稜りよう孟もうの太たい守しゆの居宅に向かい、そこで今後の対応策を練る……わかったか？」

「は、はい……わかりました」

　エオル王は晴凛の両肩に手を置いて、ぐっと握り締めるように力を入れた。

「いいか、忘れるな。お前は王だ！　王には、王としての立場がある！　泉せん野や晴凛であると同時に、今のお前は北域国の王だ！　いいな！」

　痛いほどの力と共に、エオル王の思いが晴凛の身体からだに伝わってきた。

　──そうか、そうなんだ。今の僕は、泉野晴凛じゃない。泣きわめいていいときじゃない。北域王としての泉野晴凛でなくちゃいけないんだ。いついかなるときでも沈着冷静にして、合理的な決断を下す。それが、王なんだ。

　でも、そうであり続けるために、僕はどれほどのものを喪うしなうんだろう。王という立場と引き換えに喪うものがあるなんて、僕は考えたことがなかった。

　晴凛は、自分の顔を覗のぞき込むエオル王の目の中にある、悲しみの色に気がついた。

　──この人は、それを知っている。それを知って、なおかつこの人は王であろうとしているんだ。

　晴凛は大きく息を吐はいた。

　そして、顔を上げた。

「わかりました……もう取り乱しはしません。ご迷惑をおかけしました」

「よし、立て。晴凛。立って、無事な姿を人々に見せろ、それがお前のやるべきことだ」

「はい」

　晴凛は立ち上がって、そして胸を張った。

　手には、ミーネの血がついていた。

　乾きかけのねばりつく感触を意識の外に押しやって、晴凛は胸を張った。

　人々の間から声が飛んだ。

「北域王は無事だ！」

「北域王は無事だぞ！」

「北域王、ばんざい！」

　晴せい凛りんは血の気のない強こわ張ばった顔つきのままうなずくと、シャールたちに護衛されて馬車を降りた。

　その光景を見て、エオル王は胸の中でうなずいた。

　──そうだ、それでいい、晴凛。

　無事であることが伝わればそれでいい。微笑ほほえみを浮かべることも、手を上げて群衆に応えることもできはしないだろう。だが、それでいいのだ。

　誰もそこまでの王を、お前に望んではいない。




　太たい守しゆの居宅の一番奥にある部屋に運び込まれたミーネは、そこで応急手当てを受け、その日のうちに外科手術が行われた。

　この時代、一応麻酔として使われていた薬草がある。

　チョウセンアサガオの種子から調合されたアルカロイドの一種であるが、現代の局所麻酔薬と違って、痛覚を完全に抑えることはできない。せいぜい意識を朦もう朧ろうとさせて、外科手術の痛みを和らげる程度だ。

　それでも、そのような高価な薬草を使えたのは、いわゆる上流階級の人間だけだ。下したっ端ぱの兵士などは麻酔も何も無しで、口に木片を嚙かませ舌を嚙まないようにして、手足を押さえ付け傷口を切り開き、突き立った矢じりをやっとこのような金具で引っこ抜く、という野や蛮ばんな手術に耐えねばならなかったのである。




　ミーネの手術に立ち会っていた晴凛が奥の間に戻ってきたのは、日がすっかり落ちた頃だった。

「どうだ？」

「予後は？」

　不安そうに聞く伏ふせ龍たつとエオルを見て、晴凛は憔しよう悴すいした顔に微笑みを浮かべた。

「大丈夫です。幸い、内臓も太い血管も傷つけてはいなかったようです。薬くす師しの話では、化か膿のうさえしなければ大丈夫だろう、とのことでした。今夜ひと晩が峠とうげだそうです。

　矢じりには毒が塗られていなかったことも幸いでした」

　晴凛の言葉を聞いたエオル王は、大きく安あん堵どのため息をついた。

「そうか……腐ってもシムールだった、ということだな」

「それはどういう意味ですか？」

「シムールのしきたりだよ。毒をもって人を誅ちゆうするを非あらず、と言ってな。目上の者を討うつときに毒を用いるような卑ひ怯きような真ま似ねはするな、という意味だ。

　ユルムの一派も、性しよう根ねまでは腐っていなかったということだ。まあ、なぐさめにもならんがな……」

　エオル王の言葉を聞いた晴せい凛りんは目を見開いた。

「ユルム族だったのですか！」

「ああ、そうだ。君を狙ねらったのはユルムの一派だ。ハグロラが一枚嚙かんでいるらしい……」

「ハグロラって……ユルム族の族長ですよね？」

「ああ、そうだ。タッケイと組んで、君の立て篭こもる侘タ瑠ル徒トを襲った族長だ。侘瑠徒攻略をタッケイのスンタタにけしかけて、逆にひどい目にあって軍旗を巻いて逃げた、あのハグロラだ。

　裏に色々あるらしいが、今、その件については、私の側近を使って調べさせている……」

　エオル王はそこで言葉を切ると、晴凛の顔を正面から見て、その場に深々と頭を下げた。

「今回の件。誠に申し訳ない。私の不徳の致すところだ。万ばん死しに値する。だが、この件は、我々シムールの総意ではない！　そのことだけは理解してもらいたい！

　今回の同盟は、我々から持ちかけたものだ。いや、正確に言えば、放牧地を失った我々が君に助けを求めたと言ったほうがいいだろう。

　このようなことを引き起こしていながら、虫がいいと言われてしまえばそのとおりだが、北域国との同盟はぜひとも続けさせて欲しいのだ！」

　晴凛は、ふう、と息を吐はいて、肩の力を抜いた。

「大丈夫です。同盟に影響することはありません。ミーネは生きています。ここで同盟を破棄したら、元気になったミーネに殴なぐられます。いえ、嚙かみつかれて引っかかれるかもしれません。

　北域国とシムールが盟友であることに変わりはありません。ご安心を」

　エオル王ははっと顔を上げ、晴凛の疲れてはいるが穏やかな表情をじっと見つめる。そこに噓うそが無いと感じ取ったエオル王は、歯を食いしばるような表情をした後、

「そうか……ありがとう。シムールの未来を代弁して、心から礼を言う！」

　エオル王は再び深々と頭を下げた。心の中で、この同盟は本物になるかもしれん、とつぶやきながら。




　晴凛と話を終えたエオル王は、太たい守しゆの居宅を出ると、別べつ棟むねの土蔵に向かった。

　土蔵の前には、エオル王の護衛をする側近たちが立っていた。

「どうだ？」

　側近たちは一礼して報告した。

「現在までに判明した、襲撃犯の一味は二十六名。ここには、その実行責任者を捕ほ縛ばく監禁してあります。一味の下したっ端ぱは、別のところにおります」

「そうか、首謀者と下したっ端ぱを別にするのは定じよう石せきだからな……下っ端からは聞き出せる限りのことを聞き出してくれ。責任者が全部話したぞ、と言って揺ゆさぶれば、結構簡単に色々話すものだ」

「はい、心得ております」

　エオル王は目の前の土蔵の扉を指差した。

「少し話をしたい、いいかな？」

「はっ！　どうぞ！」

　側近はそう言うと、土蔵の鍵かぎを開けて扉を開いた。

　薄暗い、埃ほこり臭くさい空気の奥に、ぼうっと蠟ろう燭そくが灯ともっている。

　その薄明かりの向こうに、ひとりの男が縛られたまま床に座っていた。

「ユルムのアリエト……」

　声をかけられた男は顔を上げた。

「誰かと思ったら、偽ぎ王おうか……穢けがれた名を呼ぶ気にもなれん」

　エオルは笑った。

「お互い様だな……これほどひどい茶番では、笑う気にもなれん」

「茶番だと？」

「ああ、そうだ……西方商人から何を吹き込まれたか知らんが。帝国がユルム族だけを相手にするわけがないだろう。

　北域王を亡きものにすれば、北域辺境をユルムの領土にしてもいい、なんてことを帝国が考えるわけがない。どうしてお前らユルム族は、そういう自分に都合のいい妄もう想そうを信じるんだ？」

　アリエトの顔つきが変わった。

「どうしてそれを！」

「王を舐なめるな、とだけ言っておこう。もっとも、私も読み違えていたがね。まさか、これほど性急に、それも過激な手を使ってくるとはな。

　お前らがこれほど愚おろか者だとは思わなかった。そこを読み違えていた。私はお前らが、まともな人間だとばかり思っていたのだよ」

「ぬかせ！　ユルムこそが真しんのシムールだ！　ユルム族こそがシムール十二支族の長となり、愚かな他の支族を導いてこそ、シムールに千年の平和と繁はん栄えいが訪れるのだ！」

　エオル王はしばらく黙だまっていたが、やがてぽつりと言った。

「それは……違うな」

「どこが違う！　我がユルム族は……」

「そこが違う」

　は？　という顔をするアリエトに向かって、エオル王はゆっくりと言った。

「シムールに、ユルム、という支族は無い。いや、なくなるのだ。シムールは十一支族ということになる」

「な、なんだと！」

　アリエトの顔色が変わったのが、暗がりの中でもわかった。

「大ウカイを招集した。ここにシムールの都を持ってくるのだ。この稜りよう孟もうの街の外に、シムールの全族長を集める。そこで、群れ送りの祭さい祀しを行い、ハグロラは殺す。

　ユルムは支族の名前から消す。呪のろわれし民たみとして、ユルムの名は忌いみ名とする。

　以後、お前らはシムールではない。つまり人ではない。すべてのユルムの民の家畜と財産は取り上げられ、他の支族に公平に分配される。

　お前らは言葉を交わすことを禁じられ、一切の施ほどこしと保護を喪うしない、この荒野に放たれる。衣服を着ることをだけは許す。せめて、服を着て死ねることだけを感謝しろ」

「エオル！」

「おや、穢けがれた名など呼ぶ気もなかったのではないかね？　ハグロラの首がはねられるまで、楽しみにして生きていろ。死ぬなよ、アリエト」

　エオル王はそう言うと、背中を向けた。

「待て！　エオル王！　そんなことが貴様にできるわけがない！　お前にそんな力があるわけがない！　それは噓うそだ！　でたらめだ！」

　アリエトの必死の叫さけびに背中を向けたまま、エオル王は答えた。

「噓かどうか、見ていればわかる。だからお前は生かしておく。間違っても死のうなんて思うなよ、楽しみがなくなる」

　エオル王はそう言い残すと、土蔵を出た。

　稜孟の太たい守しゆの中庭に立って、エオル王はつぶやいた。

「雨降って、地固まるか、それとも泥でい濘ねいとなるか……ここが勝負時かもしれんな……」







　　　第六章「温蕉の陥落」







「連戦連勝、か」

　温うん蕉しようの北側の城壁に設もうけられた見張り台の上に、だらしなく座り込んだ近この衛え騎兵連隊の副官は、温蕉での一ヶ月あまりの戦闘の記録が記された帳面をぺらぺらとめくって、自じ嘲ちようするような口調でつぶやいた。

「戦えば、勝つ」

　そこに書かれている内容は、まさにそのひと言ことで言い表すことができる。

　泉せん野や聡そう凛りん率いる帝国近衛騎兵連隊の戦闘記録は、自分で書いたのでなければ、改かい竄ざんか捏ねつ造ぞうだ、と思ってもおかしくないほどの内容だった。

　奪うばった敵の大旗は二十五本。討うち取った敵将の首級は十一個。承しよう安あん軍の捕ほ虜りよからは、近衛騎兵連隊と聡凛を『銀しろがねの悪魔』、あるいは単に『銀』と呼んで恐れているという証言もある。

「……だというのに……はぁ」

　ため息をついた副官は顔を上げて、城壁の外を見た。

　そこには、視界を埋うめ尽つくすほどの数の赤い旗──承安軍の旗があった。

　温蕉を囲む承安軍の数は度重なる敗戦にもかかわらず増え続け、今や十万を超える勢いである。一方の帝国軍は五万から三万にじわじわと減少している。増援がまったく来ない上に、補給すら届かなくなったのだからどうしようもない。

「勝てども勝てども、我が戦況、楽にならざり。じっと手を見る」

　墨すみ壺つぼと細い筆がひと組になった矢立てと呼ばれる携帯用の筆記用具を開けて、戦闘記録の帳面の隅に、そう落書きをした後で、実際に自分の手を見てみると、伸びた爪つめの中が真っ黒になっていた。

「うわ、爪が真っ黒だ。このところ、風呂に入ってねぇからな」

　口にしてしまうと、無視していたかゆみが意識に上がる。無ぶ精しよう髭ひげに覆われた顎あごの下をぼりぼりと搔かくと、垢あかがぽろぽろと落ちた。

「帝都暮らしが長かったから、夏場に風呂なしはきつい……」

　たとえ貧相な顔のもてない中年男であっても、皇こう帝ていがおわす宮殿を守る近衛兵である。帝都にいれば、不潔な格かつ好こうはできない。風呂にも入るし、衣服も洗濯する。鎧よろいも馬もピカピカになるまで磨き上げる。

　包囲下にある温蕉では飲み水こそ井戸で何とかなるが、風呂までは手が回らない。そもそも、湯を沸わかす燃料が無い。この時代、燃料とは薪まきと炭であり、どちらも森から手に入れる。温蕉のような大都会では近くの木々は開発と燃料確保で伐ばつ採さいされているので、周辺の村から運び込まれ取引される。

　その道が承しよう安あん軍によって脅おびやかされていた。副官は帳面に記された数字をひねくり回す。数字は食料、燃料、矢弾、そして馬の食料である秣まぐさ。

　──やっぱり、秣が足りねぇ。食料はまあ、まだ何とかなるが、秣はかさばるからな。大豆ばっか食わしたんで、腹をこわす馬も出てきたし。こりゃそろそろやばいな。

　帝国近この衛え騎兵連隊は、勝利続きの中でもじわじわと数を減らしている。今は帝都出発時の半数の五百しかいない。兵の死傷よりも、馬が減っているのだ。

　──シムールの編成を元に、一騎あたりの替え馬は三頭用意してたんだが、その替え馬は篭ろう城じようが本格的になると同時に、補給部隊に回したからな。そいつらが街道を封ふう鎖さされる前に補給物資をしこたま運び込んでくれたおかげで、三万の兵が餓うえずにすんでいるから無む駄だに終わったわけじゃないが……。

「副官殿！　あれを！」

　見張り台で周囲を監視していた兵士が叫さけぶ。副官はそれまでのだらけた様子が噓うそのように機敏に立ち上がると、見張りの横に並ぶ。

「どこだ？」

「北西、一本杉の右。丘の上。白い旗！」

「ん、見えた。遠いな、よく見つけた」

　副官は見張りの兵士の肩をぽん、と叩たたいてねぎらう。

「連隊長！　敵です！　輸送部隊を狙ねらってます！」

　続いて大声で叫びながら、見張り台を滑り落ちるような勢いで降りると、どたどたと大おお股またで駆かけ出した。

　数の優劣がつき、野戦が難しくなった今、栄はえある帝国近衛騎兵連隊の主な任務は、帝都からの限られた兵へい站たん線を脅かす承安軍の略りやく奪だつ部隊を迎げい撃げきすることだった。




　一方、攻める側の承安軍は、温蕉の街から十長里キロメートルほど離れた小さな集落の中に本営を置いて、温蕉攻略の策を立てていた。

　村の中にある元は村長の家だった大きな屋敷の広間では、仮面の軍師こと崇すう鳳ほうと名目上の総司令官の面めん涼りようが、承安軍の騎兵将軍という立場にある臨りん在ざいから報告を受けていた。

「やはり妨害がありましたか」

「おう。案の定、銀しろがねが出てきおったわ」

　一ヶ月前の温蕉の戦いの後、臨在の騎兵部隊は帝国軍の補給部隊を襲撃する任務を担当していた。損害もあったが補充もできたので頭数は三千のままだ。

　とはいえ、この数で近衛騎兵連隊とぶつかれば、瞬しゆん時じに壊滅するだろう。それは臨在もわかっていたので、崇すう鳳ほうの指示に従い、手勢を百の単位に分けて周辺に散らしている。

　それぞれの部隊には崇鳳が作った信号用の旗を持たせ、帝国軍の補給部隊を見つけたらこの旗を高いところで振るように指示してある。旗を見つけたらそこに集まり、あとは思い思いに補給部隊を襲撃するのだ。

「行きと帰りで遭そう遇ぐうした部隊が三つ四つやられとる。向こうにも、こっちの旗を目印にされたんやな」

「襲撃は成功しましたか？」

「馬車のうち半分は焼いたそうや」

「それはよかった」

「化薬が役に立ったそうや。悠ゆう長ちように略りやく奪だつしとったら、銀しろがねにやられてしまうでな」

　崇鳳は化薬を持たせ、それを帝国軍の補給物資の焼き打ちに使わせていた。

　侘タ瑠ル徒トを攻めたときに、晴せい凛りんたちの化薬で飛ぶ火矢に煮え湯を吞のまされた。それを今度は利用したわけである。

　崇鳳は満足そうにうなずいた。

「結構です。積み荷は後方の倉庫にまだまだ潤じゆん沢たくにあるでしょうが、輸送のための馬車や馬には限りがあります。そうでなくとも緑軍が北方へ向かった直後ですからね。面めん涼りよう殿、馬車を焼いた者には褒ほう美びを与えてください」

「うん。わかった。それは私のほうで何とかしよう。この書類を倉庫の役人に見せてくれ。一部隊につき、承しよう安あんから届いた酒の瓶びんのひとつくらいなら出せるはずだ。駄だ目めだったら、餅もちで我が慢まんしてくれ」

　面涼がさらさらと筆を走らせる。元が役人だけあって、面涼には事務作業の才があった。温うん蕉しようを囲む十万の兵を主に兵へい站たん面で管理する仕事を、崇鳳と月つき原はら弦げん斉ざいの補佐があるとはいえ、そつなくこなしている。

「いや、助かります。手下どもも喜びますわ」

　臨在がぺこぺこと頭を下げる。年齢や外見の押し出しでいえば三人の中で臨在が一番上だが、若いふたりの下につくことを今の臨在は疑問に思いもしない。

　─承安軍の中で将軍の何の言うても、しょせんはワシと同じ盗賊の頭目よ。ドングリの背比べみたいなもんで、力量なんかたかが知れとる。ぶわーっと兵士が集まったんで、皆、エエ気になっとるが、そんなんあぶくみたいなもんや。

　乱の当初。一万の騎兵を指揮して『エエ気になって』いた臨在は、帝国軍近この衛え騎兵という物理的な暴力の前に、持っていた幻想のすべてを破壊された。それを自覚しているからこそ、崇鳳と面涼、そして月原弦斉という、承安軍の中ではお飾りに近い人間に、自分たちにない視点の高さ、視野の広さというものを感じ取っていた。

　──この先、ひと波乱もふた波乱もあるやろ。承安の独立ゆうても、どうなるかわからへん。あかんなったら、また盗賊に逆戻りや。崇すう鳳ほうはんにいろいろ教えてもろうた手は、これは盗賊に戻っても使えるでぇ。勉強させてもらお。

　そこまで割り切っているからこそ、臨りん在ざいは頭を下げることが苦にならない。

「あ、それでですやな。崇鳳はん」

　臨在は半なかば焼けた書類の束を袂ふところから取り出した。

「目め端はしの利くやつが、補給部隊を襲ったときに、こないなもん馬車の中で見つけて持ち帰ったんですわ。わしらにはようわからんのですが、ひょっとしたら軍師様の役に立つんじゃないかと」

「ほう。それはそれは。お手柄ですな」

　崇鳳は書類を手に取り、ぺらりぺらりとめくった。面涼が横から覗のぞき込こむ。

「これは補給品の細目ですね。麦の袋がいくつ、矢じりがいくら……まあ、軍機になるような命令書のたぐいは、補給部隊が運ぶことはないでしょう」

「あ、ハズレでしたか」

「いえいえ。これは興味深い。なるほど……ふむ。くくく、面めん涼りよう殿、よい知らせです」

　帳面を見ていた崇鳳が、ぷっくりと鼻の穴を膨ふくらませた。それだけで、面涼にも臨在にも、崇鳳が機き嫌げんをよくしたのがわかった。

「何か？」

　崇鳳は嬉うれしそうに答えた。

「お喜び下さい。我らの仇きゆう敵てき。銀しろがねの悪魔、近この衛え騎兵連隊はもうすぐ温うん蕉しようからいなくなります！」

　崇鳳がとんとん、と指で叩たたいた部分。そこには馬車に荷物を積み込む段階で、上からの指示で取り消された項目にバツ印が付けられていた。

「そのバツ印が、どうかしましたか？」

　怪け訝げんな顔の面涼を見て、崇鳳は喜びを抑おさえられない口調で答えた。

「よくご覧下さい。このバツ印は、蹄てい鉄てつや馬具を修理する資材など、騎兵戦力を維持するための必需品に集中して付けられているのです。

　必需品が必要ではなくなる理由。それは何だと思いますか？」

　面涼はしばらく考えていたが、やがてはっと目を見開いた。

「そうか！　そういうことか！」

「そうです、そういうことです！」

　だが、臨在だけはぽかんと口を開けたまま、喜ぶ崇鳳と面涼を見つめていた。




　一方その頃。温蕉の中にある帝国軍南方討とう伐ばつ部隊の本陣では、榎えのき耶や将軍と聡そう凛りんが命令書を前に暗い表情を交わしていた。

　どちらもこの一ヶ月の戦いの過か酷こくさを示して頰ほほがこそげ落ち、眼光は鋭するどくなっている。

「わしは軍政畑が長かったからな。前線での兵の指揮では孟もう旗きに劣おとるかもしれんが、後方の役所がどう動くかは、読み切っておるつもりだった。それがまさか、このようなことになるとはな……」

　榎えのき耶や将軍の手元にある命令書。そこには、近この衛え騎兵連隊を後方に下げるように書かれていた。

「榎耶将軍がそうであれば、自分にはなおのこと、わかりません。これはいったいどういうことなのでしょう」

　一ヶ月前、温うん蕉しようの戦いで承しよう安あん軍を押し切ることができなかった帝国軍は、後方からの援軍を得て戦う作戦計画に切り替えた。

　その援軍が来ないとわかったとき、すぐに原因を見抜いたのは榎耶将軍だった。

　だが、そのときにはふたりともまだ余裕があった。

「苑その山やま燕えん鵬ほうにいいところを見せようという役人が、軍人の横暴を抑おさえる名目であれこれいらぬ口出しをしておるのだろうよ」

「わざわざ五万の兵を送り出しておいて、ですか？　途中でやめるなら、最初から討とう伐ばつ軍など送らねばよいのです。帝都まで敵を引きつけて打ち倒すなら、三万でも事足りたでしょう」

　聡そう凛りんが疑問を呈ていすると、榎耶将軍は苦笑した。

「いや、役人は反乱討伐を止めているつもりはない。五万の軍勢を送り出した時点で、役人の頭の中では反乱討伐の作業は終わったことになっているのだ。おそらく、援軍を送らない結果、我々がここで足止めを食うことも、理解の外であろうな」

「それこそ理解できません。作戦は提出済みですし、不明なことは質問すれば、軍務局長が説明するはずです。実際、当初の作戦では援軍は二万ではなく、五万でした。温蕉から南は承安軍の勢力圏に入ります。進めば進むだけ、後方との連絡線確保、周辺地域の制圧のために使える兵力が減っていきます。承安は帝都に次ぐ大都で、水運も発達していますから、包囲と連絡線維持に水軍を含めて十万は欲しいところです。が、この作戦では時間と経費がかかりすぎます」

　北域に乱がある今の不安定な状況で悠ゆう長ちようにすぎる包囲鎮ちん圧あつ作戦を立てたのは、榎耶将軍とその参さん謀ぼうだった。帝都を出る前、聡凛は作戦の不備を指摘し、より野心的な作戦を立てて了承を得ていた。

「そこで貴君が立てたのがこの温蕉を餌えさにし、群がってくる承安軍を機動的に叩たたき続けて、敵の戦力と士気を打ち砕くだくという作戦だった。見事なものだ。これならば最短で一ヶ月、長くても三ヶ月で承安軍を打ち倒せる」

「この作戦は温蕉を守るだけではだめなのです。閣かつ下かに温蕉を守っていただき、一万から二万の機動打撃戦力を私が率いて周囲に打って出なくては成り立ちません。現時点の五万では、温蕉は守れても、出撃した部隊を支援する戦力が足りません。だからこそ、最低限として二万の援軍は承しよう安あん軍が勝手に自滅しない限り、絶対に必要なものなのです」

「そうだ。そして、その全部はわしが帝都を出る前に書類にまとめてあるし、提出も済んでおる」

「では、なぜ？」

「そこが現在の帝国の役人、特に上層部の役人の困ったところでな。当事者意識の欠けつ如じよ、というか。自分が担当しないことにかけては、とことん無責任になるのだ」

「理解できません。上に立つ人間ほど無責任になっては、組織が成り立ちません」

　榎えのき耶や将軍は目を閉じて、目頭を指で揉もんだ。

「無責任になるのは、自分が担当しない仕事や役職についてだ。なぜかというとな。無責任にならないと、攻撃できないからだよ」

「は？」

　さすがに予想外の答えだったのか、聡そう凛りんが困惑して眉み間けんに皺しわを寄せた。

「上層部の役人は自分の組織や部署を守らなくてはいけない。そして、守るために一番いい方法が、他の組織や部署を、つまり他人の仕事の粗あらを探すことだ。今回の例でいくと、軍が提出した作戦に文句を付けることだな。それが合理的でも論理的でもないのは、お互いわかっている。わかっているが、それをやらない上の者というのは、自分の組織や部署を守る気が無い、と見なされてしまうのだ」

「ですが！　今はそのような組織間での足の引っ張り合いをしている場合ではありません！　このまま南北の乱を放置しては、帝国が滅びるやもしれないのですぞ！　そうなっては、組織も帝国と運命を共にすることになります！」

「わしもそのくらいの常識は期待しておったのだが、甘かったようだ。仕方ない、次の手を打つことにしよう」

「次の手？」

「帝都の役人連中が欲しいのは、討とう伐ばつを失敗させることではない。組織間抗争を勝ち抜いたという手柄だ。わしがその手柄になる。この榎耶のクビが取れたとなれば、役人たちも矛ほこを収めるであろうよ」

　その後、榎耶将軍は自分の些さ細さいな不手際や不ふ祥しよう事じをでっちあげ、戦いにあまり積極的ではない、などの噂うわさを、いくつかの経路から帝都へと流した。

　それらは、自分を更こう迭てつさせる、あるいは指揮権を聡凛に委ゆだねる命令を帝都に出させるための策さく謀ぼうであった。正式な命令ではなく、非公式の打診の形でくる可能性もあり、そのときには役人の上層部ならそうするであろう見苦しい言い訳を並べた後で渋しぶ々しぶ引退を受け入れ、その代わりに討伐軍に増援をもぎ取るつもりでいた。

　しかし、一ヶ月という長い時間の果てに届いたのは、榎耶将軍の進退には一切触ふれず、ただ聡凛と近この衛え騎兵連隊を帝都へ帰還させるように、という奇妙な命令だった。

「どうもこれは……軍の内部がおかしな動きをしたようだ」

　しばらく命令書を前に考え込んでいた榎えのき耶や将軍は、疲れた声こわ音ねでそう言った。

「わしは自分の腹を切ればすむと思っていた。だが、軍内部では孟もう旗きに続いてわしまで失えば、『今後の軍の組織を守れない』という組織の力学が優先されてしまったようだ。何がなんでも、わしを守るつもりでいるらしい。そして、そのために取った妥だ協きよう点てんが、近この衛え騎兵連隊を帝都に返却する、というものになったのだろう」

　榎耶将軍が知る術すべもないことであったが、これには承しよう安あん軍が流した噂うわさも大きく影響していた。月つき原はら弦げん斉ざいと榎耶将軍が手を組んでいるらしい──そういう噂が帝都に流れるや、軍の官僚たちが強い危機感を抱いだいて一致団結したのである。彼らはその噂を他の部署の役人がどう使うか想像がついていたし、その攻撃を防ぐためには、軍がいくつか妥協をしなくてはいけない、という点も理解していた。

　あくまで政治的な妥協点を探さぐった結果が、近衛騎兵連隊の撤てつ収しゆうであったのだ。そこに軍事的な妥当性はひとかけらも入っていない。彼らの戦果が多く、目立つから、という程度の理由であり、軍人以外の役人にとってはそれこそが大事だった。

　──何ということだ。わしの部下が、わしを……いや、軍という組織を守るために、このような軍人にあるまじき妥協を取るとは。

　帝都を出発するまではふくよかと言ってよかった榎耶将軍の顔には、絶望と疲労で深い皺しわが刻きざまれていた。戦いへの絶望ではない。帝国という組織への絶望だ。長く帝都にいた榎耶将軍は、帝国の腐敗も役人の堕だ落らくも目まの当たりにしてきた。そして、そのいい点も悪い点も読み切っていた、と思っていた。だが、それは勘違いだったのだ。

　──帝都を離れて、自分の部下や同僚が自分のいないところで何をやっているのかを見て、初めてわかることだったか。孟旗も月原弦斉も、これを知ったから反乱を企くわだてたのか。

　組織の上に立つ者ですら、組織の論理にあらがえない。延えん喜ぎ帝国を蝕むしばむ病びよう巣そうの根深さがそこにはあった。

「榎耶将軍、私に考えがあります」

　若い部下の強い怒いかりをこめた口調に、榎耶将軍はいくばくかの不安をこめた目を向けた。

　──いっそ、反乱側に与くみそうなどと言い出さんでくれよ。実際、わしも少しばかりそういう選択が魅力的に見えてしまっているからな。

　だが、それは杞き憂ゆうだった。泉せん野や聡そう凛りんは怒りと屈くつ辱じよくで頭が痺しびれるようになっていても、判断力や決断力が曇くもるということのない男だった。

「この戦いに負けたのであれば、次の戦いに備えるべきです。それが我々の軍人としての役目です」

　そして絶望という言葉も、知らぬ男であった。




　翌日、温うん蕉しようの北の門に銀色に輝く騎兵の隊列があった。

「近この衛え騎兵に帝都への帰還命令が出たらしい」

　箝かん口こう令が敷かれているとはいえ、噂うわさは燎りよう原げんの火のように兵士たちの間に広がった。承しよう安あん軍にとっては恐るべき『銀しろがねの悪魔』であっても、帝国軍にとっては頼りになる英雄である。

　英雄が戦場からいなくなる、という噂うわさが真しん偽ぎはともかく兵士の間に広がらないはずはなかった。非番の兵は何だかんだと理由を付けて北門の周囲に集まっていた。

「どうだ？　噂は本当だろうか？」

「間違いない。全騎が礼服を鞍くらの後ろに縛しばり付けている」

「どういうことだ？」

「あのな。近衛騎兵が帝都に戻って最初にすることは何だ？　皇こう帝ていや帝都にその姿を見せることだろうが」

「凱がい旋せんか。そして皇帝にお褒ほめの言葉を賜たまわるわけだな。『此こ度たびの戦い、大たい儀ぎであった』とか。へ、気楽なもんだぜ」

「あいつらは、それだけの働きをしているさ」

「それは認めるよ。あいつらがいなければ、見せかけだけの城壁しかない温蕉の街なんざ、とうに落ちてる。けどなぁ」

　文句をつけていた兵士は、ぐるりと周囲を見回した。集まった兵士たちの顔は一様に暗い。彼らにも、噂が真実であると知れたのだろう。

「力押しで攻められたら、騎兵の攪かく乱らんがない限り、この城は持たない」

「ああ。この戦い。うまく言えないんだけど……違うんだよな」

　帝国にとっての主敵は長くシムールだった。シムールはいずれもが馬術と弓きゆう術じゆつに長たけた勇猛な戦士だが、帝国との戦いではひとつだけ、圧倒的に不利な点があった。

　総人口の問題である。帝国とシムールでは、人口に数十倍の開きがあった。遊牧の民たみが持つ兵へい站たん能力──遊牧の日常生活がそのまま、軍隊にとっての行軍に等しい──があるため、兵の動員速度と戦場への集中運用はシムールが上だが、消しよう耗もう戦を始めると弱い。シムールには、戦場で使いつぶしてもいい若い男の数が少ないのである。

　建国以来のシムールと帝国の戦いが、勝ったり負けたりで決着がつかなかったにもかかわらず、気がついてみればシムールが人口や経済の面で帝国に差をつけられてしまったのも、戦争での消耗がシムールにこそ致命的であったことを示している。

　だが、承安軍は違った。水田の開かい墾こんが続き、人口が増え続けている南方では、若い男の数が帝国の他の地域と比較しても、なお多い。野心と情熱が身体からだからあふれんばかりの若い男たちが、競って承安軍に参加している。兵士としての質や練度に差こそあれ、基本的に同質の軍隊同士の戦いなのだ。

「承安軍のやつら、武器の扱いはへたくそだし、隊形組ませても不ふ揃ぞろいでバラバラ。見ちゃいられないんだが……勢いだけはあるんだよな」

「反乱を祭りか何かと勘違いしてるんじゃないのか」

　帝国軍にとって、自分たちと同じように兵士を贅ぜい沢たくに使う承しよう安あん軍は戦いにくい相手だった。それを承知している仮面の軍師の存在が、帝国軍をさらに苦しめていた。

「お、見ろ。榎えのき耶や将軍だ」

「見送りに来られたのか」

「だな。近この衛え騎兵の撤てつ退たいは帝都からの命令だ。将軍も無念だろう」

「あの方も、すっかり面おもやつれされたなぁ」

　孟もう旗き将軍ほどではないが、榎耶将軍も帝国軍の兵士にとっては『我らがオヤジ殿』であり、親しまれていた。戦場では慎しん重ちような性格だが、それは兵士の命を大事にしてくれるということでもある。だから戦況が不利になった今も、脱走兵はほとんどいない。

　兵士たちの視線の先では、榎耶と聡そう凛りんが会話をしていた。

「このような形で君を手放さねばならんのは残念だ」

「私もです。ですが、これも命令です。一度、この北門を出れば、新たな命令がない限り、二度と温うん蕉しように戻ることはできません」

　その会話が漏もれ聞こえる位置にいた温蕉の兵士が顔色を変える。やはり、というつぶやきがそこかしこで聞こえる。

「きみの働きは、帝都にすべて伝えてある。戻れば叙じよ勲くんがあるだろうな」

「それよりも、替え馬をいただけたのが助かります。これからしばらくは、駆かけることになりますから」

「元は近衛騎兵連隊の替え馬だ。輸送部隊に回してもらったものを返しただけだ。それに、その分の仕事はしてもらう」

　がらがら、と車輪の音を立てて、馬車が北門へと集まってくる。膿うみと血の臭においが漂ってきた。

　荷台に載せられているのは、重傷を負って動けない負傷兵。そして布で覆いをされた樽たる。

「近衛連隊にさせるには気が引けるが、傷病兵の後送、よろしく頼む。今や帝都への道ですら安全ではなくなったからな」

「わかりました。確実に届けます」

　互いに礼をし、老将と猛将は別れた。彼らがこの場所で顔を合わせることは、二度とない。




　近衛騎兵連隊が傷病兵を載せた馬車を護送して北門を出ていった情報は、周囲を偵察している承安軍の斥せつ候こうによってすぐに本陣へと届けられた。

「ホンマか？　ホンマやな？」

　承安軍の実質的指揮官である鳳ほう鶴かくは、その報告に小こ躍おどりせんばかり。

　──欣きん喜き雀じやく躍やくではなく、欣喜鶴かく躍やくだな。ま、外見からすると欣喜狸り躍やくだが。

　名目的指揮官の面めん涼りようは内心でそんな風に考えたが、実際彼も頰ほほが緩ゆるんでいる。

　さんざん承しよう安あん軍を苦しめてきた銀しろがねの悪魔がいなくなるというのだ。これを喜ばないはずがない。

「いやあ、すごいわ。面涼はんの言うたとおりになったわ。さすがやなぁ」

「言ったのは私ではなくて、軍師の崇すう鳳ほうです。騎兵に必要な蹄てい鉄てつや馬具の修理資材の補給が取り消されたことから、そんな風に分析したのだそうです」

「いや、やっぱ面涼はんは大人物や。そこで自分の功績やと言わず、部下に功績をゆずる心！　それが上に立つ人間には必要なんでんな。うんうん、勉強になりますわ！」

　──ようは、何か功績があったら自分にゆずれ、ということか。崇鳳殿の言ったとおりだな。

　若くして科か挙きよを通った面涼が舌を巻くほどに、崇鳳の歴史の知識は深かった。面涼の功績だけが上がり過ぎれば、鳳ほう鶴かくに対抗したい誰かが、面涼を押し立ててくる。押し立ててこないまでも、鳳鶴がその危険を感じ取り、面涼を疎うとむようになる。

　形式的な総大将と、実質的な総大将との関係は難しい。いずれは本当に面涼の派は閥ばつを作らなくてはいけなくなるにしても、それは今ではない、というのが崇鳳の見立てだった。

「先の温うん蕉しようの戦いでの策が効果を上げたこと、そして補給路を荒らして帝国軍を苦しめた今の段階で、十分な実績になっています。この後の、温蕉を占領して討とう伐ばつ軍を殲せん滅めつした功は、鳳鶴殿にゆずるべきでしょう」

　その夜、面涼に向かって崇鳳はそのように語った。

「私としては鳳鶴さんは将来の義父だし、正直、派閥争いのような陰湿なのは勘弁だから、それでいいのですが……」

　ちびちびと酒を飲みながら、面涼は崇鳳に訊いた。

「その関係って、私と崇鳳殿にも言えることですよね？」

「ぶほっ」

　崇鳳がむせる。頭がよいくせに、他人に配慮するということのない面涼は、こういうことをずばりと口にするので、上司に疎まれて帝都を追い出された。

「いやほら、弦げん斉ざい閣かつ下かが崇鳳殿の存ぞん念ねんは確認しておいたほうがいい、とおっしゃってて。……そういえば、崇鳳殿は弦斉閣下に会いに行かれないのですか？　向こうは会いたいっておっしゃってますが」

「はぁ、まあ……」

　元の名前を捨てた仮面の軍師としてみれば、仮面だけでは自分の正体を見抜かれる危険を弦斉には感じていた。崇鳳が前の名前で弦斉と直接会ったことは数回しかないが、何しろ相手はあの月つき原はら弦斉である。一目で見抜かれる可能性は低くなかった。

「私の恥はずかしい過去と、弦斉閣下の錚そう々そうたる名声を比較してしまいますと、どうしても気き後おくれしてしまいまして。申し訳ありません」

「そういうものなのかな。まあ、いいや。それで、崇すう鳳ほう殿の目的は何なのですか？　私としては、将来、崇鳳殿と謀略で争うなんてことになったら確実に負けて死ぬから、そういうのを避けるためにも今のうちに目的を知って、応援できることは応援する立場になりたいんです」

「は。そういうことでしたら──私の目的は歴史に名前を刻きざむことです」

「名前を？」

「崇鳳という仮面の名軍師がいた。その知ち謀ぼうで承しよう安あん軍を数々の勝利に導いた。史書にそう記されれば、私は満足です」

「そうかぁ。崇鳳列伝。いいな、かっこいい。千年の時の後でも歴史に残り、舞台で演じられる。そういうのは、すごくいい」

　面めん涼りようは自分のことのようににこにこと笑えみを浮かべた。

「できれば、その列伝。前半生が不明の、謎なぞの仮面の軍師がいいのです。なので、名前は売りたいのですが、あまり重要な地位は困るのです」

「へぇ、そうなんですか。やっぱりその……過去に何かあったわけでしょうか？」

　面涼はほどほどに酔いが回った頭で、あれこれと想像をめぐらせる。ありそうなのが妾めかけ腹ばらとか複雑な家庭の事情、といったところだろうか。もしかしたら、家を飛び出すときに仲の悪かった腹違いの兄弟を刺してるのかもしれない。

「そこは、できれば面涼殿にも触ふれていただきたくないのです」

　崇鳳がそう言うと、だから面涼も素直にうなずいた。

「ええ、そうですよね。わかるわかる」

「おわかりいただけて、幸いです」

　頭を下げる崇鳳の息も、わずかに酒臭くさい。どうも、酒がいつもより崇鳳の口を滑なめらかにさせているようだった。崇鳳は問われぬことまでしゃべりだす。

「目的以外で言うと……そうですね、夢のようなものはありますが……」

「何ですか。聞くだけなら、何でも聞きますよ。言っちゃいましょう」

「南の承安軍に私という軍師がいるように、北域の反乱軍にも軍師がついていると聞き及びます」

「ああ、伏ふせ龍たつとかいう男だね。練れん涯がい塾じゆく出身の」

　その名前を面涼が口にしたとたん、びくり、と崇鳳の背が震えた。

「その北の軍師と、軍略でも謀略でもいいので、知恵比べをしたいのです。そして、そいつに勝つことができれば……私の目的はすべて果たされることになります」

「帝国に反乱を起こした北の軍師と南の軍師の知恵比べか。うんうん、そいつはいい。片や練涯塾出身の選ばれし天才。片や不幸な生い立ちの仮面の男。うん、それでいこう」

「……不幸な生い立ち？」

　面涼の頭の中では、妙みような設定が崇鳳についてできているらしかった。

　夜が更ふけて、崇すう鳳ほうは面めん涼りようが居を置いている護衛付きの家を辞して、自分にあてがわれた小屋に戻った。

「お帰りなさいませ、ご主人様ー、です。うわ、酒臭くさっ」

　身の回りの世話をする南なん蛮ばんの小娘は、相変わらず騒そう々ぞうしかった。

「うるさい。腹が減った。

　あまり脂あぶらっこいものはいらんぞ。なるべくさっぱりしたのにしろ」

「おー、それじゃあ、ぶぶ漬けとかにしたらよかったですかね……あや、ご主人様、機き嫌げんいいです。ムルトは嬉うれしいです」

「何だと。何を根拠に」

　仮面を外しながら崇鳳は浅黒い顔の小娘をにらむ。

　酒で赤らんだ面では、あまり迫力はなかったが、それを真正面から見返して、ムルトは嬉しそうに崇鳳の鼻を指さした。

「ほら、鼻の頭がぷっぷくぷーと膨ふくらんでますです」

「なにっ!?」

　慌あわてて崇鳳はぷくぷく膨らんでいた鼻を手で隠した。

「これに気がつくとは……南蛮の無学な奴ぬ婢ひにしては、やはり頭が回るようだな」

「ふふん、ムルトは身体からだが柔らかいのが自慢なのです」

　ぐるんぐるんとムルトが頭を回してみせる。やせっぽちで首が細いので、見ているほうが不安になる勢いだ。

「やめんか、頭が回るとはそういう意味ではない」

「ほえ、違ったですか」

　さらにぐりんぐりんと回しながら、返事をするムルト。ところが、不意に動きを止めて、

「うげ……頭の回しすぎで、気分が悪くなったです」

「こら、うずくまるな！　吐はきそうな顔するな！」

「うげげー……」

「ええい、せめて私の目の前以外で吐け！　いや、その前に私の食事だ！　吐くのはその後にしろ！」

「せーかーいーがーまーわーるーでーすー」

　小屋の中の喧けん噪そうはしばらくの間続いた。




　翌早朝。承しよう安あん軍指揮官たちを前に、鳳ほう鶴かくが胸を張っていた。胸よりも腹のほうが出ていた。

　鳳鶴が立つのは、木材で組んだ高い台の上だ。温うん蕉しようの街からは遠く、たとえ弩ゆみでも届くものではない。最初の攻防戦で、本陣にいながらろくに状況が摑つかめなかった反省から作られたものである。ここからは、周囲に林立する赤い旗や、指揮官の名前を記した大旗が一望の下もとに見渡すことができる。

「ええかぁ！　もう、銀しろがねの悪魔はおらん！　あいつらは怪け我が人連れて、帝都に戻った！」

「おおおおっ！」

　すでに噂うわさでは広まっていたが、改めて鳳ほう鶴かくの口からそう告げられると、居並ぶ承しよう安あん軍の指揮官たちが一斉に雄お叫たけびを上げた。

「今日で、温うん蕉しようの街は終わりや！　街の中におる帝国軍のやつら、皆殺しにしたれっ！」

「おおおおっ！」

「仲間の仇かたきや！」

「殺せっ！　殺したれっ！」

「復ふく讐しゆうやぁっ！」

　血に飢うえた叫さけびが轟とどろく。復ふく讐しゆうは人間の心の奥底に根付いた強い思いである。この一ヶ月の帝国軍との戦いで、承安軍は六万近い損害を出している。もっとも、この帝国軍の三倍もの大損害の原因は、指揮官の未熟さや兵へい站たんの貧弱さに帰因するのだが、兵士にとってそれは重要ではない。重要なのは、憎むべき相手、恨うらみをぶつけても問題ない相手が目の前にいる、ただそれだけだった。

「殺せ！　あいつらを殺して、わしらは自分の国を手に入れるんや！　南域に王おう道どう楽らく土どを築き上げるんやっ！」

「おおっ！」

「やったるでっ！」

「国造りや！」

　十万の兵士の熱狂と喧けん噪そうを、面めん涼りようは少し離れた小屋の中で聞いていた。傍かたわらには仮面をつけた崇すう鳳ほうがおり、周囲には書類が山と積まれている。今日の彼は目立たないことを心がけており、楽をして生きるのが目的の彼としては、そこに不満はない。役所にいた頃は退屈でたまらなかった数々の事務作業も、こうして十万の兵の兵站を維持するという難事になれば、意外なほどに面白く、やり甲が斐いも感じている。

「南域に独立国か。まあ、そのへんが妥だ当とうな落としどころでしょうね」

「南北朝は延えん喜ぎ帝国建国前にも何度かあったことです。長くは続きませんでしたが」

　せっせと書類を片づけながら、面涼と崇鳳は会話する。

「そうですね。でも、こうなったからにはせめて反乱を成功させないと、私も崇鳳殿も都みやこ大おお路じに首をさらされることになりますよ」

「そうなったら、申し訳ありませんが私は逃げます。私にとって南域は命の捨て場ではありません」

「それでいいと思います。私は無理だろうなぁ。史書には反乱を起こして失敗した連中が逃げてからの末路がたくさん載ってるけど、惨みじめなものです。放浪したあげくに野の垂たれ死にだ。それなら、いっそ処刑されたほうが……あ、やっぱり逃げよう。牛うし裂ざきの刑とか冗談じゃない」

　牛裂きの刑とは、手足を紐ひもで牛に縛り付けられ、四方に走る牛によって生きたまま五体を引き裂かれるという残ざん酷こくな処刑方法である。延えん喜ぎ帝国では皇こう帝てい暗殺のような大罪人にのみ与えられる刑罰だ。実際には、人間の身体からだはそう簡単に引き裂かれたりせず、地獄の苦しみを長時間味わった後で、執行人の慈じ悲ひで手足の腱けんを切断され、ようやくばらばらになって死ねるというものである。

　──面白い人だ。どこか、神しん流りゆう千せん斗とに似ているな。

　崇すう鳳ほうは面めん涼りようと接するようになって、このいい加減な青年に妙みような親しみを覚えていた。自分の弱みを他人に見せることに対して忌き避ひ感が小さい、いろいろな意味で明け透けな性格なのだ。それは月つき原はら弦げん斉ざいと会って少しはやる気を見せるようになっても変わらなかった。

「大丈夫です。温うん蕉しようの戦いで勝てば、帝国の声望は北域での敗北に続き、南域でも地に落ちます。そうなれば、まず帝都内部で責任問題から権力闘争が激化し、反乱鎮ちん圧あつどころではなくなるでしょう」

「ええ。そうなれば、南域の独立も夢じゃない。塩を独占する南の経済力、そして伸張著しい海外貿易が盛んになれば、いずれ承しよう安あんが帝都という形で新しい帝国を作ることだってできるでしょう。最近は東の大海を越えて新大陸を目指す動きもあるそうだからね」

　──新大陸か。どうせ船乗りの与よ太た話だろうが、そういうホラ話を他人にさせる度量というか、余裕のようなものがこの人にはある。

　新大陸には米も麦も無く、地面から取れる豆のようなものが主食になっているらしいとか、そこの住人は口から煙を吐はくという話を面涼は口にした。

　相づちを打って話を合わせながら、崇鳳は思考をめぐらせる。

　──温蕉の戦いでの本当の狙ねらいは、中にいる帝国兵だ。これまでの北域の損害に加え、南域で五万の兵を失えば、帝国は反乱に対処する手段を失う。あとは内部の権力闘争に任せれば、勝手に自滅してくれるだろう。

　昨夜、ほろ酔いの中ですら見せなかった暗い欲望が、崇鳳の中でうずまく。

　──そうなった後で、一度でいい。承安軍を扇せん動どうして帝都を焼く。蓄えられた万巻の書をすべて焼く。私の前半生をすべて抹まつ消しようする。何もかもを、無かったことにしてやる。

　崇鳳は心の中ですら消していた名前を、このとき一度だけ意識に浮かべた。

　──そうなって初めて私は、沢さわ樹ぎという名前を取り戻すことができる。

　彼の鼻の穴は、ぴくりとも動かなかった。

　小屋の外では、戦いの前の喧けん噪そうがさらに大きさを増している。




　承安軍は工兵としての訓練や知識を持たず、攻城兵器も持たない。

　そんな承安軍が短期間に大量生産できる攻城兵器が梯はし子ごだった。帝国建国以来、まともな戦いくさを経験していない温うん蕉しようの城壁であれば、大量の梯はし子ごさえあれば攻め落とせる、というのが仮面の軍師の見立てであった。

　だが、それは味方の兵の損失を度外視した戦術でもある。

　まずは東の城壁からだった。何本もの長く重い梯子を、赤い布を頭や腕に巻いた兵士がそれぞれ二列になって両側から抱えて進む。

「梯子が来たぞーっ！」

　城壁の上でそれを見た帝国軍の見張りが叫さけぶ。

「弓、放てーっ！」

　城壁から放たれる弓が、梯子を運ぶ兵士たちに降り注ぐ。何人かが悲鳴を上げて倒れる。

「梯子が狙ねらわれとるでーっ！」

「こっちも弓矢で応戦やーっ！」

　梯子隊の後方に展開した承しよう安あん軍の弓きゆう隊たいが、城壁に向けて矢を放つ。下から打ち上げるので威力は弱いが、数が多い。城壁の弓隊が射撃を止めて後ろに下がる。

「今やー、突っ込めーっ！」

「押せー！　押せー！　押せーっ！」

　梯子隊が城壁の下まで梯子を運び、全力で押して城壁に立て掛ける。城壁の上では、守備隊の兵士が棒で梯子を叩たたいて押し戻そうとしたり、壊そうとしたりしている。

　温うん蕉しようの街の城壁は狭せまいため、十分な数の守備隊を配置できない。幾本かの梯子の取り付けを許してしまう。

「登れーっ！　登って、攻め込んだれーっ！」

「来たぞっ！　迎え撃うてっ！」

　梯子を登る承安軍の兵士を帝国の兵士が上から棒や槍やりで突く。何人かはそれでも上まで登り切るが、そこで討うち取られる。

　やがて、承安軍は数百の損失を出して、東の城壁から後退する。あとには、転々と死体が転がっている。

「何という頭の悪い戦い方だ」

「承安の連中は、自軍の兵士の命を何とも思っていないのか」

　温蕉の街の中では、榎えのき耶や将軍ら帝国軍の指揮官、参さん謀ぼうが歯は嚙がみする思いでその報告を聞いていた。戦闘の専門家である彼らからすると、承安軍の戦い方はあまりに稚ち拙せつだった。

「今度は西の壁に、承安軍が取り付いています！」

「よし、迎え撃うて！」

　承安軍の戦いは稚拙ではあるが、理にはかなっていた。次から次へと寄せ手を交代させて攻め続け、守備隊を疲ひ弊へいさせるというものである。承安軍には十万という数の兵士がおり、それが入れ替わり立ち替わり攻め続ければ、一日中でも戦い続けることができる。

　一方の帝国軍には、その余裕が無い。やがては疲労で動けなくなり、攻める承しよう安あん軍を押し戻すことができなくなる。

　これまでは、そうなる前に城の中からの逆撃が可能だった。敵が寄せ手を交代するときの乱れに乗じて城の中から打って出て敵を攪かく乱らんし、損害を与えて戦いを中断させることができた。

　聡そう凛りん率いる近この衛え騎兵連隊という機動打撃戦力が、そうした戦いを可能にしていた。

　──しかし、もはやその手は使えん。

　榎えのき耶や将軍は今度は南面への承安軍の攻撃に迎撃の指示を出しながら、帝都を出る前に聡凛と立てた作戦の正しさを今こそ確信していた。

　──あの戦い方を、万の軍勢で行なうことができていれば。聡凛に千の騎兵と一万の歩兵を与えて、この温うん蕉しようから出撃させ、承安軍の側面や後方で暴れさせることができていれば。

　騎兵でなく、歩兵が主力であっても、帝国軍の作戦行動能力は承安軍に倍する。隊形を組み直す能力が高いからだ。一万の帝国軍が動けば、たとえ十万の承安軍であっても囲むまでに時間と損害が出る。そして、いよいよ危なくなれば温蕉を守る部隊の支援を受けながら、街に下がればいい。聡凛が指揮官であれば、それが可能になる。

　そうすれば、承安軍に絶え間ない出血を強しいることができ、後方からの増援よりも前線での損害が上回ることで承安軍を瓦が解かいさせることができただろう。そして損害に耐えかねた承安軍が撤てつ退たいに入ったところで追撃すれば、そこで南方の乱は終わったはずだ。

　だが、現実には千の騎兵しか聡凛に与えることはできず、それではせいぜいが攪乱だけ。

　それすらなくなった今、帝国軍にできるのは、ただひたすら承安軍の攻勢に耐えるだけだ。

　このままでは、承安軍が自滅しない限り、いずれ力ちから尽つきるのは帝国軍だった。

「火矢だーっ！　消火班、急げーっ！」

　南面を攻める承安軍が火矢を使い始めたという報告に、榎耶将軍が顔を歪ゆがめる。

　水を運び、燃える建物を崩して鎮ちん火かする消火は、防戦以上に兵を翻ほん弄ろうし、疲ひ弊へいさせる。

　火の手が広がるのは食い止められるだろうが、疲弊した兵士が温蕉の城壁を守りきれる時間はこれでさらに短くなった。

「あと半日、といったところか」

　周囲の者には聞こえぬよう、榎耶将軍はつぶやいた。




「あと半日、といったところでしょうね」

　面めん涼りようにだけ聞こえる声で、崇すう鳳ほうは言った。場所は承安軍の後方、大天幕と小屋が並んでいる広場だ。周囲には柵があり、特に選ばれた兵士が立ち並び、周囲の警戒をしている。下生えの草まで丹念にはらわれているので視界は広い。柵の外側で地面が黒くなっている箇所では、夜になればかがり火が焚たかれる。

　ここまで警戒しているのは、帝国軍の襲撃を恐れてのことではない。それも恐れてはいるが、一番の警戒対象は、味方の兵士や周辺住人による略りやく奪だつである。

　なぜなら、ここには承しよう安あん軍の兵へい站たん物資、主に食料が保管されているからだ。この一ヶ月、承安軍は温うん蕉しようを前に足止めをされていた。その間に、周辺地域の食料は根こそぎ徴発され、ここに運び込まれた。さらに、後方から馬や川船を使って食料が運ばれてきた。

　皮肉なことに、承安軍の足が温蕉を前に止まったことで、ようやく承安軍は補給物資を蓄そなえる余裕ができたのである。この蓄えができるまで、腹を空かせた兵士はろくに統制の取れないまま、勝手に食べ物を略奪してうろついていたり、ひどいときには互いに争っていたのだ。

「半日、ですか。その後は？」

「城壁が守り切れないとなると、帝国軍に打てる手はふたつだけです。逃げるか、降伏するか。おそらく、逃げようとするでしょう」

「降伏はしませんか？」

「しません。したら、皆殺しですから」

　面めん涼りようが端整な顔をしかめた。

「……それしかないですよね」

　兵站の事務作業をするようになったので、面涼には承安軍の台所事情がよくわかっていた。三万の捕ほ虜りよを養う余裕は、承安軍には無い。それどころか、今、温蕉を攻めている十万の兵ですら、長期に支えることはできない。

　──最低でも、城を落とすまでに一万は死んでもらわないと困る。できれば二万減ってくれ。

　それが承安軍首脳部の掛け値なしの本音であった。二万減って八万になり、なおかつ温蕉の帝国軍の補給物資が手に入れば、さらなる進軍が可能になる。帝都を狙ねらうのは難しいが周辺諸州を制圧することもできる。

　そういうわけなので、もし温蕉の帝国軍が降伏したら、武装解除した後でただちに皆殺しにすることが決められていた。今日の戦いで面涼が後方に下がっているのは、さすがにその場にいたくない、という理由もある。成り行きで承安軍の総司令官になっていても、面涼は承安にそこまでの思い入れはない。鳳ほう鶴かくたちのように独立のために熱狂し、三万の武装解除した捕虜を皆殺しにするという蛮ばん行こうを自分の中で正当化することはできそうになかった。

「帝国軍が逃げた場合、どうなりますかね？」

「温蕉の包囲網は突破されますから、追撃戦になります。臨りん在ざい将軍の出番ですね」

　温蕉を囲む承安軍十万は、別に城壁や塹ざん壕ごうで街を囲んでいるわけではない。そのような土木工事的な包囲戦をする技術は承安軍にない。部隊単位で囲んでいるだけなので、三万の帝国軍が血路を開くことは可能だ。だが、その後は悲ひ惨さんなことになる。臨在将軍の騎兵の追撃を受ければ、逃げる歩兵部隊は壊滅的な損害を受けるだろう、と崇すう鳳ほうは分析した。

「帝都まで逃げ帰ることができるのは、せいぜいが一割です。三千といったところでしょうか」

「残り二万七千は、討うち取られるか、野の垂たれ死ぬわけですね」

　面めん涼りようの顔色が少し戻る。悲ひ惨さんではあるが、それならばまだ正当な戦いの結果そうなったと自分を納得させられる。

「では、帝国軍が今日一日を守りきることができたら？」

「明日、もう一度同じ手順を繰り返します。いや、その前に帝国軍が逃げ出すでしょうね。夜のうちに撤てつ退たいを始めるかもしれませんから、準備をしておきましょう」

「準備？」

「松たい明まつやかがり火などの準備です。温うん蕉しようの周囲を明るく照らしておけば撤退を事前に察知できますし、逃げ出した後の追撃も素早く行えます」

「なるほど。えーと、確か松明や油あぶら壺つぼを収めた小屋は……」

　面涼がぐるりと周囲を見回す。

　視界の隅に、銀色の輝きと黒と銀の旗が入る。

　それを素通りした後で、面涼の動きがぴたり、と止まった。

　──今、自分は何を見た？

　ぎぎ、と動くのを拒否しようとする首を無理に動かし、視線を戻す。

　柵の向こう側。西側の丘の上に、銀色の騎兵部隊が、黒に銀の刺し繡しゆうの旗を掲げていた。

「馬ば鹿かな……っ！」

　押し出すような声は、面涼ではなく傍かたわらの仮面の軍師からだった。

「銀しろがねは……帝国近この衛え騎兵連隊は帝都へ向かったはず。よしんば、迂う回かいしたとしても、傷病兵の馬車が一いつ緒しよでは移動が制限されて……馬車？」

　目の前の五百ほどの騎兵部隊には、傷病兵を載せた馬車など、どこにもなかった。




「いやいや困った。行方ゆくえ不明になった馬車を探してうろついていたら、とんでもないものを見つけてしまった。どうしよう」

　近衛騎兵連隊の副官は、棒読み口調でそう言うと、傍らの指揮官へにやりと笑いかけた。

「こうなっては是ぜ非ひもあるまい。まずは目の前の敵を打ち倒さねば捜索も続けられない。傷病兵の馬車を護送して帝都へ戻るという命令を果たすため、必要な戦いだ」

　泉せん野や聡そう凛りんは仏ぶつ頂ちよう面づらのままそう言って槍やりを構えた。だが、その口元がひくついている。

　笑っているのだ。いつも聡凛のそばにいる副官だが、指揮官が人前で笑うのを見るのは、これが初めてだった。

「注目ーっ！」

　副官は腹の底まで響く大声を出した。続いて目で指揮官を促うながす。

　聡凛は感謝するかのように副官にうなずくと、彼が率いる五百の騎兵に向かって言った。

「我らはこれより、騎兵の本懐を遂げる。目的は敵の補給物資を焼くことだ！　ひとつでも多くの天幕を！　ひとつでも多くの小屋を焼く！　焼いた後は、速すみやかに撤てつ収しゆう！　命令どおり、帝都へと帰還する！　かかれ！」

　槍やりの穂先を連ねて騎兵が疾しつ駆くする。草も木も刈り取られた平原は、騎兵が駆かけるのに最適の地形だ。




　さすがは、最重要の補給所を守るために特に選ばれた兵士たちだった。

　悪あつ鬼きのごとく恐れられた銀しろがねが相手だというのに、すぐに状況を把握し、対応に出る。

「銀の悪魔だっ！　突っ込んでくるぞ！」

「柵の内側に入れっ！　隊列を組めっ！」

「鐘かねを鳴らせ！　本陣に知らせろ！」

　じゃん、じゃん、じゃん、じゃん。鐘かねが鳴り、本陣へ襲撃を知らせる。

　柵の内側に駆かけ込んだ兵士たちは、門の前に集まって槍やり衾ぶすまを作ろうとする。ここで時間を稼げば、味方が駆けつけるまで持ちこたえられるかもしれないからだ。

　だが、それが不可能であることを彼らはすぐに知る。

　騎兵隊は速度を緩ゆるめることなく柵の前まで来ると、そこで伸び上がるように跳ちよう躍やくし、次々と柵を跳び越えたのだ。




「馬ば鹿かなっ！　ありえんっ！」

　その様子を見た崇すう鳳ほうが叫さけぶ。

「鎧よろいをつけた馬と騎兵が、あの高さの柵を乗り越えるなど……鎧？」

　そこで崇鳳はようやく気がつく。馬と騎兵が身に着けているのは鎧ではなく、礼装だったのだ。銀の刺し繡しゆうが多い礼装は、遠目には甲かつ冑ちゆうを着ているように見える。

　近この衛え騎兵連隊は鎧の重量と防備を捨て、機動力を極限まで上げてこの場に来たのだ。おそらくは、温うん蕉しようを大きく迂う回かいし、駆け続けて。偶然などではない。

　柵を乗り越えて中に入り込んだ近衛騎兵は、まだ槍衾を作ることもできずにいる警備の兵に突っ込み、なぎ倒していく。先頭を行くひときわ大きな馬と男が、連隊長の泉せん野や聡そう凛りんだろう。槍の穂先はすでに真っ赤に染まっている。

「崇鳳殿、逃げましょう！　崇鳳殿！」

　面めん涼りようは崇鳳の袖を引っ張っていたが、反応がないと見るや、崇鳳を残して走って逃げ始めた。

　崇鳳は呆ぼう然ぜんと天幕の列の前で棒立ちになっている。




　──何だありゃ？　仮面？

　連隊副官は天幕の列の前に立つ男を見て、内心で首をひねった。武装はしていない。おそらくは文官。殺す必要はないが、場所がよくない。

　──ま、運がよければ生きてるだろうさ。

　瞬しゆん時じにそこまで考えると、副官は自分が率いる男たちに腕のひと振りで命令を伝える。

　縦列だった騎兵が左右に散開して横隊になる。横隊の幅は、天幕の列と同じ長さ。このへんは細かく指示を出さなくとも、与えられた任務と状況から自分で判断できるよう、鍛きたえられている。

　副官は左右後方を一いち瞥べつしてそれを確認すると満足そうに鼻を鳴らし、肩にかけた布製の鞄かばんを外す。そして、鞄からのぞく赤い紐ひもを強く引っ張った。刺激臭しゆうが漂い、白い煙が上がる。火ひ縄なわに火が点いたのだ。後続する騎兵たちも同じ行動を取る。紐は予備もあり、着火が確認できなければ、そちらを引っ張る。

　その間も馬は駆かけ続け、目の前に天幕が迫せまる。

「投とう擲てきっ！」

　副官は叫さけび、手にした布製の鞄かばんを天幕へと放り投げた。兵士たちもそれに習う。馬の手た綱づなを強く握り、馬の向きを変える。

「よっしゃ！　逃げろぉっ！」

　これは命令ではなく、本来なら必要ない叫びだが、副官がそんな風に叫ぶことは部下たちにも許されている。連隊指揮官の聡そう凛りんがある意味で非人間的なまでに己を律することで部下を統制するように、副官はその逆に人間味をふりまいて部下の心を摑つかむ。自然と生まれた役割分担である。

　逃げる騎兵の背後で閃せん光こうが走り、爆発が起きた。偶然ながら、天幕の中にあったのは食料の袋ではなく油の壺つぼで、盛大に炎を巻き上げる。

　──ありゃ、これだと仮面の男は死んだな。

　後ろを振り向くことなく副官はあきらめに似た乾いた気持ちで名前も知らぬ男の冥めい福ふくを祈った。ここは戦場であり、戦いくさに巻き込まれたなら、死ぬのは仕方がない。

　それが副官の死生観であり、彼は自分を含め誰もその例外にするつもりがなかった。

　そして何より、焼くべき天幕と小屋はまだ残っている。




　副官の想像とは違い、仮面の男はまだ生きていた。

　地面に仰あお向むけになり、後頭部に大きなたんこぶを作って。

　小太りの身体からだの上に、浅黒い肌の小柄な少女を載せて。

「ご主人様！　逃げるです！」

　押し倒され、頭を打った衝撃で朦もう朧ろうとしている崇すう鳳ほうを、上にまたがったムルトががくがくと揺ゆさぶる。

「そうか……傷病兵の馬車に樽たるが載っていたという報告は……血と膿うみの臭においで化薬の臭いを消して……」

「なーにを寝ぼけてるです！　えいっ！」

　ぺちん、ぱちん。たぷん、ぷるん。ムルトが崇すう鳳ほうの頰ほほを叩たたき、たるんだ肉がぷるぷると震えた。その衝撃で、崇鳳の目に光が戻る。

「う……ムルト？　何でお前がここに？」
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「ご主人様がいっつも夜よ更ふかしするせいで、油が切れたんでもらいに来たです！　ああもう、いいから早く逃げるです！」

　ムルトは跳はね起きると、崇鳳を引っ張り起こそうとして、うずくまった。

「お、おい。どうした」

「うう、背中が痛いです」

　はっとして崇鳳が見ると、ムルトの背中に焼けた陶器の欠片かけらが刺さっていた。油あぶら壺つぼが爆発したときに四し散さんしたのだろう。もし、ぼんやりと崇鳳が突っ立ったままだったら、その身体からだ一面に、大小の破片が刺さっていたに違いない。

「こいつは今は抜かないほうがいいな。逃げるぞ」

「あ、そっちは馬がいますです！」

「邪じや魔まさえしなければ、殺されることはない」

　ムルトの細く小さな手を引っ張りながら、崇鳳は暴れ回る近この衛え騎兵を観察していた。

　──やはり、鎧よろいは無い。迂う回かいと離脱のために機動力を優先したのか。

　帝国の騎兵はシムールと違い重騎兵だ。高い防御力は戦場では無類の強さを発揮するが、襲撃任務では無用になる。だが、無用だからといって身を守る鎧よろいをあっさり外せる決断力はやはりたいしたものだと崇すう鳳ほうには感じられた。

　──肩にかけてある布袋に化薬が入れてあるのか。なるほど、馬に乗ったまま、紐ひもを振り回して遠心力をつけて投げることができるのか。小隊単位でまとめて投げるのは、着火しない袋が出るからだな。化薬袋を投とう擲てきする騎兵……擲てき弾だん騎兵と名付けるか。

　それは崇鳳が臨りん在ざいに渡した化薬利用の発火装置を、さらに進化させた代物だった。

　怪け我がをした少女を連れて歩く崇鳳を、近衛騎兵たちは胡う散さん臭くさそうに見るが、手を出そうとはしなかった。これが臨在の部下ならば、面白半分に槍やりにかけるはずだ。

　指揮官らしい眼光鋭するどい偉丈夫が崇鳳を見て、すっと槍を南へと向けた。そちらへ逃げろ、という意味だろう。そしてみずからは部下をまとめると、北へ──承しよう安あん軍の本陣へと向かった。

　──あれが近この衛え騎兵連隊指揮官、泉せん野や聡そう凛りんか。外見はまるで似ていないが、どことなく弟に似た印象があるな。

　崇鳳がまだ仮面をつける前、延えん声せいの街で会った泉野晴せい凛りんは、優しい顔つきの少年でありながら、誰よりも厳しい一面を持っていた。聡凛は鬼神もかくやという勇猛な軍人で戦場で会う敵に容よう赦しやはしないが、怪け我がをした少女に対して最大限の優しさを示した。

　──どちらも、周囲に流されることなくみずからを律するものを持つ人間だ。罠わなを仕掛けるとすれば、そこだな。

　崇鳳は戦いくさに巻き込まれるのを避けるため南に向かいながら、背後を振り返った。補給所を焼く煙は、天高く立ち昇っていく。




　補給所から立ち昇る黒煙は、温うん蕉しようの街からもよく見えた。

　同時に、潮を引くように承しよう安あん軍の攻めが引いていく。

「榎えのき耶や将軍。あの煙は、よもや……」

「間違いあるまい。近衛騎兵連隊がやってくれたのだ。この隙すきに撤てつ収しゆうの手配を」

「はっ！」

　参さん謀ぼうたちが撤収準備に取りかかる中、榎耶将軍は聡凛との会話を思い出していた。

「この戦いに負けたのであれば、次の戦いに備えるべきです。それが我々の軍人としての役目です」

　負けを認めた上で、なおも戦いをあきらめない。聡凛という男の強さを、榎耶将軍はそこに見る思いだった。

「次の戦いに備えるとはどういう意味だ？」

「近衛騎兵連隊が撤収した後、温蕉の街はどうなります？」

「敵に奪うばわれるな。わしとしては最後まで粘ねばった後は、撤退するしかないと考えている」

「敵には騎兵があります。撤退すれば全滅に近い被害を受けるでしょう。それでは次の戦いの備えになりません」

　戦力を保ったまま、温うん蕉しように残る三万の兵を後方に下げる。それこそが、聡そう凛りんの考える次の戦いへの備えだった。

「戦いくさの経験を積んだ精兵三万があれば、巻き返しは可能です。承しよう安あんに対しても、北域に対しても、にらみをきかせることができます。彼らがもし帝都にまで手を伸ばそうとすれば、この三万で迎撃できます」

「なるほど、な。それが貴君の考える軍人としての義務か」

　軍と軍人は敗北にあってその真価を見せる。聡凛と近この衛え騎兵連隊は、それを敵の補給基地襲撃によって証明してみせた。

　ならば、南域討とう伐ばつ軍の司令官であり、軍の重じゆう鎮ちんである自分は己の真価をどう証明すべきか。

「三万の兵を逃がすとは言っても、帝都まで下がるのではあまりに芸がない。撤てつ退たいしつつ、時間を稼かせぐぞ。周辺地域の住人に、逃げる時間も与えなくてはいかんからな」

　土地を明け渡す代わりに、時間を稼ぎ、兵の損そん耗もうも避ける。そして承安軍には一歩前進するたびに、それなりの出血を強しいる。

　──皇こう帝てい陛へい下かへの最後のご奉公が、負け戦いくさでの時間稼ぎなのは無念なれど、それこそ我が使命であろうな。勝ち戦の名誉は若い者に与えてやろう。

　榎えのき耶や将軍は腹をくくった。覚悟を決めると、気分が楽になった。

　温蕉陥落の知らせが早馬で帝都に届けられたのは二日後のことである。







　　　第七章「覇王の策」







　夜が明け始めていた。

　稜りよう孟もうの太たい守しゆの屋敷の奥の間で、寝台に寝かされているミーネの枕元では、晴せい凛りんが一睡もせずに付き添っていた。

　ミーネはいまだに昏こん睡すい状態で、意識は戻っていなかった。

　枕元の蠟ろう燭そくが短くなって、炎が長く伸びたり縮んだりを繰り返し、部屋の中の明かりがちらつき始めたのに気がついたのだろう。部屋の出入り口で弓を構えたままじっと座っていたシャールが、すっと立ち上がった。

　その気配に気がついて、はっと顔を上げた晴凛を安心させるように、シャールは小さな声で言った。

「代えのロウソクを持って参ります」

　晴凛は顔を上げて部屋の窓を見た。

　閉められている鎧よろい戸どの隙すき間まから、夜明けの青っぽい空が見えた。

「あ、いや、もうすぐ夜が明けますから……」

「いえ、夜明け前の薄暮時が、一番気の緩ゆるむときです。それに、部屋の中はまだ暗いですから……」

　シャールはそう言った後で、寝ているミーネを心配そうに覗のぞき込んだ。

「呼吸は落ち着いていますね……」

「ええ、薬くす師しは、外科手術のときに麻酔として使った薬草の影響で深く眠っているだけだ、とおっしゃっていました。この後、熱が上がらなければ大丈夫だろうと……」

「私の気の緩みが、このようなことをまねいてしまいました……本当に申し訳ありません……この罪、万ばん死しに値します」

　そう言って深々と頭を下げたシャールを見て、晴凛は首を振った。

「君のせいじゃない。責任があるとしたら、それは、この巡視にミーネを連れてきた僕にある。君が自分を責めることで、ミーネが助かるのなら、いくらでも責めてくれ。でも、それとミーネの容態とは何の関係もない。

　だとしたら、君が自分を責めるのは間違っている……今は、ミーネの容態が好転することだけを祈ろう。責任問題は、その後だ。いいね？」

　シャールは下を向いたまま黙だまっていたが、やがて顔を上げた。

「わかりました……襲撃した一味は捕ほ縛ばくされましたが、まだ他に刺客がいるやもしれません。晴せい凛りん様とミーネ姫は、私が命に代えましてもお守り申します！」

　晴凛はその思いつめた表情を見て、何かを言おうとしたが、言葉をあきらめて小さくうなずき返した。

「よろしく頼みます」

「はっ。では蠟ろう燭そくの代えをお持ちします……」

　そう言い残して、小走りに去っていったシャールを見送って、晴凛は思った。

　──思いつめるな、自分を責めるなと言っても無む駄だなんだろうな。

　シャールは真ま面じ目めで頑固なところがある。

　大丈夫だ、とか、そんなことはないよ、などと言えば言うほど意固地になりそうだ。

　こういうときは、思い詰めすぎないように気をつけて、自分で納得がいくまで責任を持たせて好きなようにやらせておいたほうがいい。

　部屋の明かりは蠟燭だけだが、その赤みを帯びた光を受けても、今のミーネの肌は青白かった。

　血の気を失った、ミーネの顔は人形のように見えた。

　ミーネの寝顔を見たことは何度もある。というより、いつも見ている。でも、こんな顔は見たことがなかった。

　ミーネはどんなときも生命力の塊かたまりのような、見ただけで人の暖かさが伝わってくるような肌をしていた。

　──そういえば、初めてミーネと会ったときは、顔色どころじゃない、上から下まで全部肌色だったなあ。

　というか、全裸だった。全裸で羊の乳をぐびぐびと飲んで、にっこり笑って右手を上げて。

『よっ、兄ちゃん！』

　初めて聞いたミーネの声が、それだったと思う。こんな細い身体からだのどこから、というようなハリのある声は、今も耳に残っている。全裸の衝しよう撃げきもすごかったけど。

　次に思い出したのは、侘タ瑠ル徒トがシムールに包囲されたときのこと。

『弓きゆう兵へいひとり、雇ってはいただけませんか？　姫様……』

『な……っ!?』

　あのときの、あっけにとられたミーネの顔は、よく覚えている。

　青い、くりくりした目が、まん丸になっていた。

『弓兵ひとり、雇っていただきたい！』

　……そう言えば、このセリフで、ミーネに同じことをやり返された。

　あれは侘瑠徒が帝国軍に攻められる直前、城門を封じようとしたときだった。あのときの僕もきっと同じようにあっけにとられて、目をまん丸にしていたに違いない。

　帝国軍三万と相対した侘瑠徒防衛戦の最中に、もう支えきれないと思った僕が逃げろと言ったとき……、

『嫌いやじゃ！　嫌じゃ！　嫌じゃ！　わしはここにいる！　晴せい凛りんと一いつ緒しよに戦うのじゃ！　逃げたくないどこにも行きたくない！　晴凛と一緒じゃ！』

　ミーネはそう言って泣きわめいた。

　僕と一緒にいる、いたいと言ったミーネ……。

　ずっと、僕は……僕がミーネを守っているだけだと思っていた。

　違うんだ。僕だけが、ミーネを守ろうと思っていたわけじゃないんだ。ミーネだって、僕を守ろうとしていたんだ。

　この小さな身体からだで、一生懸けん命めい、僕を守ろうと……。

『晴凛！　元気か！』

『晴凛！　もっと食え！　食わんと力が出んぞ？』

　ミーネの笑え顔がおと声が、晴凛の頭の中に浮かんだ。

　もう一度見たい。もう一度聞きたい。そう、晴凛は思った。

　だが、今、ミーネは青白い顔で、眠り続けていた。

　──どうして、こうなったんだろう。

　自分を殺そうとした刺客の矢を、ミーネが受けた。なぜ自分が。なぜミーネが。北域王だからか。泉せん野や晴凛だからか。王だからか。

　王であるために、代わりに何かを、ミーネを、あの笑顔を失わなければならないのか。

　何かを得るたびに、何かを失う。その繰り返しなのだろうか。

　違う、そうじゃない、そう叫さけびたい。けれども、今、事実として、ミーネは眠っている。

　まだ、僕はミーネを失ってはいない。けれども、失うかもしれない。

　そう考えると、息が詰まりそうになる。

　それをこらえて、晴凛はただ、眠り続けるミーネの顔を見続けた。




　結局、夜が明けても、ミーネは目を覚まさなかった。

　薬くす師しはミーネの脈を取り、呼吸を確かめた後で、晴凛に告げた。

「麻酔に使った薬草の分量が、子供には多すぎたかもしれません。その分、薬の作用が長引いているものと思われます。傷の具合は悪くないようです。発熱も、赤く腫はれ上がった様子もありません。今のところは大丈夫です」

「どうもありがとうございます」

　晴凛はそう言って頭を下げた。

　一方、エオル王は夜明けと同時に、馬に乗った伝令使を延えん声せいの街と侘タ瑠ル徒ト、そしてシムールの都と各支族の居留地にいる族長たちに向けて走らせた。

　エオル王の書簡を読んだシムールの族長たちは驚いた。

　ユルム族が北域王である晴せい凛りんの生命を狙ねらった、という事実にも驚かされたが、それにも増して驚いたのが、収拾策を協議する大族長会議、いわゆる大ウカイが、シムールの領地ではなく、北域国の稜りよう孟もうの街の近くの草原で行うこととする、という一文だった。

　大ウカイは各支族の族長だけではなく支族を構成する血族長も参加する。簡単に言ってしまえば、世帯主クラスの人間全員が参加するのである。

　支族の構成員の少ないシャン族でさえ千人以上。構成員の多いタッケイやエスタルに至っては一万人近い人間が参加することとなる。

　さらに、その会議を運営する者、つまり会議を行う王おう包建パイクーを運び、組み立て、段取りを決め、宿泊地や水、食料、薪まきなどの手配をする人間を合わせると、ゆうに三万人を超える人間が集まるシムールの一大行事なのだ。

　晴凛からその話を聞いた伏ふせ龍たつは、しばらく考え込んだ後でつぶやいた。

「……どうやら、エオル王はミーネ姫を動かせないのを理由にして、シムールの族長をこの稜孟に呼び集めるつもりだな……稜孟に井戸を持ってくるってわけか」

「井戸って？」

「中にシムールという名前の蛙かわずが住んでる井戸だ。井の中の蛙が井戸から出てこないのなら、井戸ごと大海に引きずってくればいい、というわけだ。

　自分の領地の中しか知らないシムールたちに、帝国の国力がどんなものなのか、どれだけ繁はん栄えいしているのか、それを自分たちの目で見る機会を与えよう、というわけだ。百聞は一見に如しかずといったところだ。こんな強引な方法は、エオル王でなけりゃ考えつかんだろう。あの人は今回のこの騒そう動どうを利用して、シムールの意識を変えるつもりなんだ」

「ミーネの怪け我がを利用して、ですか……」

　晴凛のつぶやきを聞いた伏龍は、言い訳するように言った。

「あ、いや、利用して、というと聞こえが悪かったかもしれないが……」

「いえ、いいんですよ。エオル王はシムールの王です。まずシムール全体の利益を考えるのは当然です。それを責める気はありません」

　そう答えた後で、晴凛は自じ嘲ちようするように言葉を続けた。

「……でも、僕には無理です。自分の感情よりも立場を優先させることは、僕にはできない。僕はそんなに強くなれない……」

　伏龍はしばらく黙だまったまま晴凛の顔を見つめていたが、やがて言葉を選ぶようにゆっくりと答えた。

「それで、いいんじゃないか？　自然体で、素直に喜き怒ど哀あい楽らくを表す人間が王になってもいいと俺は思うぜ。

　エオル王のような、超人的な卓たく越えつした能力を見せつけ、その圧倒的な力を背景にして人々を従わせる人間ばかりが王様になるわけじゃない。

『俺がお前たちの王だ！』と言って王になる人間もいれば、『君が俺たちの王だ！』と言われて王になる人間がいてもいいと思うんだ」

　晴せい凛りんが小さくうなずいた、そのとき。

　太たい守しゆの屋敷の玄関のほうで、何やら騒さわぐ声が聞こえた。

「どきなサイ！　邪じや魔まをスルと、ただデはすみまセンよ！」

　聞き覚えのあるイントネーションに、晴凛と伏ふせ龍たつが思わず顔を見合わせるのと、そこにミリンが飛び込んでくるのは、ほぼ同時だった。

　朝一番に出た早馬が、延えん声せいの街に着いたのは昼過ぎだろう。それから馬を飛ばしてきたとしても、一体どれほどの速さで馬を走らせたのか……。

　髪の毛は乱れ、頭のてっぺんからつま先まで砂すな埃ぼこりまみれである。

　ミリンは晴凛を見るなり叫さけんだ。

「山やま猫ねこは？　うちのバカ山猫はどこデスか！」

「奥の間で寝ています。しかし、会わせるわけにはいきません」

　晴凛はそう言うと、ミリンの前に両手を広げて立ちはだかった。

「ナンデスって！　そこをどきなサイ！　身体からだ中の骨を叩たたき折って殺しマスよ！」

　ミリンの全身から、ドス黒い殺気が噴き出した。

　混じりっけなしの、本物の殺意を浴びながらも、晴凛は一歩も引かなかった。

「いいえ、どきません！　ミーネは今、傷の化か膿のうと戦っています！　もし、ミーネに会わせろと言うのなら、まずその汚れた衣服を着替え、埃まみれの髪や身体を洗い流して下さい！　そうでなければ、たとえ身体中の骨を折られても、僕はここを動きません！」

　ミリンははっと目を見開くと、そのまま自分の身体を見下ろして、そこでもう一度目を見開いた。

　身体から噴き出していた殺気が、すうっと消えた。

「わ、わかりマシた……確かに晴凛殿の言うとおりデス。すぐに水を浴びて着替えて参りマス」

　冷静さを取り戻したミリンはそう言うと、小さく一礼して部屋を出ていった。

　部屋を出ていったミリンを見送って、伏龍が、ぽつり、とつぶいた。

「……すごいな」

「ええ、本気のミリンさんはすごいですね……足が震えました」

「いや、あそこで立ちはだかれるお前もすごい……」

　伏龍は感心したように首をひねった後で、心配そうに続けた。

「ミリンさんによく言って聞かせておかないとな……実行犯の連中を皆殺しにしかねない……いや、実行犯だけじゃないな。エオル王の言うとおりだとすると、ハグロラを殺しに行きかねないな」

「ええ、冗談抜きで、そう思います」

　晴せい凛りんはそう言って、ため息をついた。




　太たい守しゆの屋敷の湯ゆ殿どので水を浴びて髪と身体からだについた砂すな埃ぼこりを洗い落とし、新しい衣服に着替えたミリンがやってきたのは、それから半はん刻ときほど過ぎた頃だった。

　襲撃されたときの状況を晴凛とシャールから聞き、薬くす師しから傷の説明を聞いたミリンは奥の部屋に入ると、寝台にうつぶせになって寝ているミーネを黙だまったまま見下ろしていた。

　右肩に白い包帯を巻いたミーネの裸の背中は、いつもより薄く見えた。

　ミーネに近づいたミリンは、そっと顔を寄せて呼吸を窺うかがった。

　いつも一いつ緒しよに寝ているミリンには、呼吸の早さと寝息の様子で、ミーネの健康状態がわかるのだろう。

　ミリンはほっとした顔になると、身体を起こして、すう、と息を吸い、そしてミーネの上で、ぱん！　と手を叩たたいて言った。

「このバカ猫ねこ！　何を死にかけていやがりマスカ！　起きなさい！」

　ミリンの声が部屋に響き渡ると、ミーネが小さな声でうめいた。

「う、うーむ……ハミウリが……」

　そして、寝がえりを打とうとして、ミーネは小さな悲鳴を上げた。

「痛っ！　痛たたたたたっ！」

　その声を聞いて晴凛たちが、ミーネの枕元に駆かけ寄った。

「気がついたか！」

「ミーネ姫！」

「ミーネ様！」

　顔を上げたミーネは、視線の定まらない目で晴凛たちを見回した。

「うにゅう……痛い……痛いぞ、何でこんなに痛いのじゃ……」

　そして、そう答え後で、はっと、目を見開いた。

「そうじゃ！　晴凛！　晴凛は無事か！」

　晴凛が寝台の縁にしゃがみ込んで、ミーネの顔を覗のぞき込むと、ミーネは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ後で顔をしかめた。

「よかった……じゃが、痛い……」

「背中に矢が当たって死にかけたのです。痛いのは当たり前デす。あんまり痛い痛いと言うから痛いのデす、生きている証拠デす我が慢まんしなサイ」

　晴凛の後ろから覗のぞき込んだミリンを見て、ミーネは唇くちびるを尖とがらせた。

「あー、何で行かず後ご家けがここにおる。ここはどこだ？　延えん声せいか？」

「ここは稜りよう孟もうですよ、ミリンさんはミーネ姫が矢に倒れたと聞いて、急いで駆かけ付けたのですよ」

「ふん、別に来んでもよかったのに……」

「何を言ってマスか。このバカ山やま猫ねこメ！　死にそこなって、亡者か化け猫にでもなられタら、後々メンドクサイので、ひと思いに引導を渡してヤるつもりで、やってきたノです」

　と、ひと息に言ってから、ミリンはふいっと横を向いて、こう言い捨てた。

「当てがハずれマシタ」

「にゃあっ!?　誰が馬ば鹿か猫じゃ……というか、とどめ刺しに来たのか行かず後ご家けめ」

「まったく、死にかけてイる間にはおねしょしなかったようデ、ちょっとは人間らしかったようですけレど」

「うるさい！　何でその話になるんじゃ！　痛ッ！」

「傷口も塞ふさがらないうちに大きな声を出すヤツがいマすか！　手て負おいの山猫はおとなしく寝てイレバいいのデス！」

　ミリンはそう言うと、口ぶりとは正反対の優しさでミーネの頭を撫なでた。




　三日後、稜りよう孟もうの街の人々は、北のほうからおびただしい数の馬がやってくるのに気がついた。

　稜孟の太たい守しゆからその知らせを受けたエオル王は、笑いながらうなずいた。

「そうか、エルソムがやってきたようだな……」

「エルソム……と申しますと？」

　怪け訝げんな顔をする太守に、晴せい凛りんが説明した。

「エルソムというのは、シムールの都、という意味です。遊牧民であるシムールは、定住することはありません。いくつかの都市はありますが、いずれも物資の貯蔵用の倉庫として使ったり、金属や革製品の加工の工房が置かれているだけで、国家としての機能はすべて百を超える大タオ包建パイクーの中で処理されるのです。

　この百数十の大包建の集合体こそが移動する都市であり、シムールの都なのです」

「なんと、都を動かすのですか！」

「そうです。都をこの稜孟の街の隣に持ってくるわけです。先程も申しましたとおり、百を超える包建とその中で働く人々、会議に参加する各支族の族長とその支族の血族長たち。その家族……およそ三万人ほどの人々が集まることになります」

「三万人ですか！」

　太守は目を丸くした後で、ふう、とため息をついた。




「いやはや、こうやって実際に目で見てみると、そのとんでもなさがわかりますな……」

　太守はそこで言葉を切ると、困ったような表情を浮かべて言葉を続けた。

「実を申しますと、シムールが続々集まってくるのを見た街の者の中には、シムールが稜孟の街を襲うのではないか？　などという根も葉もない噂うわさを口にする者もおりまして……稜孟の街の東にある草原で、シムールの大族長会議が行われることを記した触ふれ書きを街角に立て、広く街の者に告知したのですが、街の人々の不安はぬぐえないようで……何かいい知恵はございませんでしょうか？」

　太たい守しゆの言葉を聞いていた伏ふせ龍たつはしばらく考え込んでいたが、やがて何かを思いついたのだろう。顔を上げて、晴せい凛りんに言った。

「エオル王に、その三万人がここに滞在する間の衣食住はどうなっているのか聞いてくれないか？」

「衣食住ですか？　それなら、エオル王に聞かなくとも、僕が知っています。シムールは基本的に、すべてを持ち歩いています。着るものも食べるものも住まいも全部」

「そうか……それだと、ちょっと難しいかもしれないな……」

　晴凛から伏龍の質問を聞いたエオル王は興味深そうに聞いた。

「君が聞きたいことは、要するにあれか？　シムールが稜りよう孟もうの街で買い物をするかどうか、ということかな？」

「ええ、そうです。稜孟は見てのとおり、商業と流通で発展してきた街です。商店の数も延えん声せいより多い。街の人々の多くは商人です。

　商人にとってシムールとは、馬で襲ってきて財産を強きよう奪だつする盗賊の群れ、という印象が強いのです。だから不安になる。

　でも、この稜孟の街の隣にやってくる三万人のシムールをお客さんと考えれば、印象は大きく変わると思うのです。どうでしょうか？」

　エオル王はにっこり笑った。

「それはいい考えだ。大族長会議に参加する族長たちに、赤塩の代金を分配して、その金で稜孟の街で買いものをするように、と命じておこう……もっとも、そんなことを言わなくとも、買い物をするだろうがな」

　伏龍の言葉と、エオル王の言葉を聞いた太守は目を輝かせた。

「なるほど！　そうか！　シムールだって人間だ！　食いものも着るものも、生活するために必要なものは、買い揃そろえるしかない！

　三万人の客がこの稜孟に押し寄せてくると考えれば、不安なんか吹っ飛びます！　逆に街の商人たちは目の色を変えるでしょう」

　伏龍と太守の会話を聞いていた晴凛が、太守に聞いた。

「稜孟の税法は帝国の税法と同じですか？」

「え？　あ、はい。法と規則はそのままですが……それが何か？」

「帝国の税法ならば、市内の市場で商売をしなければ、税金は取られないわけですよね？　いっそのこと、ここに期間限定で無税の大露ろ天てん市場を作ってしまうのはどうでしょう？　確かに、税金は入ってきませんけど、商人たちは稜孟の街で寝泊まりするわけですから、その分街は潤うるおいます。

　期間限定、ということにして、お祭り気分で盛り上げれば、北域中から商人が集まってくると思うんです。人が集まればものもお金も集まります。シムールとの和平が、この北域国に何をもたらしたのか、それを身をもって知ってもらえるんじゃないかと思いますが、どうでしょう？」

「あ、それはいいかもしれない！　いや、それはいい、やるべきだ！」

　伏ふせ龍たつが身を乗り出した。

「北域国というものがどんな国なのか、人々に印象付けるには、楽しいこと、お祭り騒さわぎ、こいつが一番だ！

　この先、何かいいことがあるような気分にさせてもらうほうが、利益や数字なんかで説明されるより、ずっとわかりやすい。人は気分で動く。人の心を摑つかむことのできない、人の心がわからない人間は、王にはなれない」

　伏龍の言葉を聞いたエオル王は、興味深そうにうなずいた。

「確かに、武力をもって国を興おこし商業によって国を潤うるおすというのは理想だな。民たみが潤わずして国は富まず。富なければ兵を養うことかなわず。兵を養えねばすなわち、国を滅ぼす、というわけか……よし！　エルソムの大タオ包建パイクーを設置する場所を決めた縄張りを、市場の位置を含めたものにして、もう一度張り直そう」




　こうして、稜りよう孟もうの街の外に作られるシムールの都エルソムには、北域国の商人たちが集まる大露ろ天てん市場が併へい設せつされることになり、その工事には、巡視を護衛するはずだった兵士が動員されることになった。

　包建パイクーの資材を背負った何百頭もの馬と、それを率いたシムールたちが続々と集まってくるのと同時に、草原に百を超える数の色とりどりの大包建が並び始めた。

　包建というのは組み立て式の家であるが、野営などで使われる布張りの天幕などとは比べ物にならないほどの強度を持っている。

　革と布、という材質の違いもあるが、基本的な構造がそもそも違うのだ。

　包建の壁面は、細い板を×字に組んだ柵のようなもので作られている。これの外側に革を張り、天井は中央に建てた柱からコウモリ傘がさのような支えを放射状に延ばして、その上に革を張っている。

　ぴんと張り詰めて堅く張られた革は、その厚さもあって、まるで樹脂製の板のような感触である。

　遊牧民は二泊三日の物もの見み遊ゆ山さんに来ているわけではない。一か所に三か月以上留とどまることもある。

　その間、家として生活を支えなければならないのだから、それなりの耐久力が求められるのは当然である。

　円筒形の包建パイクーが、びっしりと立ち並ぶその中央には、ひときわ大きく、金色に光り輝く包建が建てられた。

　普通の包建の壁は人の背の高さほどだが、その包建の壁面の高さは、その倍はある。直径も、普通の包建の四倍から五倍はあるだろうか。

　そして、何より目を引くのはその外壁である。なめした革の上に金きん箔ぱくを貼はったものを外壁に使っているために、大タオ包建パイクー全体が日の光を浴びて、直視できぬほどの輝きを放っている。

　稜りよう孟もうの人々は城壁の上に立って、目の前の平原を埋うめ尽つくす包建の群れと、金色の大包建を見て、感嘆の声を上げた。

「すごい数の包建だな……」

「それに、あの金色のやつ、あれなんか、帝都の帝国皇こう帝ていの宮殿に匹敵するんじゃないか？」

「話には聞いていたけど、こうやって見ると、すごいものだな」

「いやはや、シムールなんてのは、馬に乗ってるだけの野や蛮ばん人だと思っていたが、なかなかどうして馬ば鹿かにはできんな」

　稜孟の人々の感嘆のつぶやきを聞きつけた、シムールのシャン族の若者が自慢げに言った。

「すごいだろう。あれが我がシムールの都エルソムだ」

　横にいたシムールの若者が、帝国語を話したのを聞いて目を丸くする稜孟の人々に、そのシャン族の若者は笑いながら答えた。

「私は侘タ瑠ル徒トにいた。晴せい凛りん殿と共にシムールと戦い、次には帝国軍と戦った。そこで言葉を覚えた」

　シャン族の若者は、稜孟の城壁から見えるシムールの族長たちの包建を指差した。

「シムールの王は、春夏秋冬と、それぞれの季節によって都を開く場所を変える。今回は、それと合わせて、ここで族長会議が行われる。あそこに並んでいる色違いの大包建は、それぞれの部族の色を意味する。

　青は我がシャン族の族色。赤はタッケイ族、黄色はユルム族。全部で十二の色に分かれている」

「へえ、それぞれの支族ごとに色分けしてあるのか。そりゃあわかりやすいな」

「シムールの十二支族って、どんな名前なんだ？」

　シャン族の若者は暗誦するように答えた。

「タッケイ、ユルム、シャン、サイト、エスタル、アズラ、ロクト、ドルム、スホイ、タロサ、コンクート、カルビンの十二支族だ。

　ここに、もうじき、その十二支族のすべての族長と、各支族の血族長が集まる。血族長が動くときは、家族も一いつ緒しよに動く。だから三万人が集まるのだ」

「三万か……そりゃあ壮そう観かんだろうなあ……」

「うむ、すごいぞ、そして誇ほこらしい」

　シャン族の若者はそう言って胸を張った。




　シムールの各支族が、稜りよう孟もうに作られたエルソムに向けて一斉に移動を開始したその頃。

　北域街道を商品らしい雑貨を山積みにした馬車に乗った銀ぎん麗れいと玉ぎよく麗れいが、何やら言い争いをしながら、稜孟に向かっていた。

「まったくもう、お姉さまのせいで出遅れてしまいましたわ。これでは、稜孟についても、ロクな場所は残っていませんわね。『壁かべ』は無理。『島しま』のお誕生日席も難しいわね。いえ、もしかしたら『島しま中なか』さえも難しいかもしれませんわ。きっと市場の隅っこの、公衆便所の隣とか、ゴミ捨て場の穴の横とか、そんな場所しかないに決まっていますわ」

「そんなこと、行ってみなけりゃわからないじゃない！」

「いいえ、行かなくたってわかります！　私が早く稜孟に行って、人よりいい場所を確保しなければ、と言っていたのに、聞かないから、もう！

　もっと売れそうな商品を集めなければ、とか言ってぐずぐずしているから、結局出遅れてしまったではないですか！

　お姉さまはいつもそう。欲ばかりかいて、結局カスを摑つかまされるのですわ。きっと縁談も、より好みばかりして、結局売れ残るに決まってます！」

「そんなことないわよ！」

「ああ、そうでしたわね、お姉さまには縁談そのものが無いですものね」

「うるさいわね！」

　御ぎよ者しや席に座っている玉麗は、そう言うと馬の尻しりに鞭むちを入れた。

　馬車が、がくん、と速度を上げると、満載した荷物の上からぐるぐる巻きにした綱にぶら下げた鍋なべ釜かまや薬や缶かんがぶつかり合って立てる、チャカポコカラカラという賑にぎやかな音が一層大きくなった。

「それにしても、税金のかからない大市場を、それも三万人のシムールが集まる場所に作るなんて、すごいことを。よく考えつくわよね、晴せい凛りんくんも」

「そうそう、侘タ瑠ル徒トで出会ったときは、ぱっとしない普通の男の子だったのに、あっという間に北域王だもんねえ……」

　荷物の上に座った銀麗がそう言ってうなずいた後で、何かに気がついたように目を見開いた。

「そうですわ、お姉さま！　私たちはそんなに急がなくてもよろしいのではありませんか？　だって、北域王の晴凛と私たちはお友達じゃありませんか！　話をすれば、きっと私たちのために一番いい場所──そう『壁』を用意してくれますわ！」

　玉麗は首を傾かしげた。

「うーん、それはどうかしら？　晴凛くんはいい人だけど、私情を優先させるようなことはやらないと思うわ。だって、帝国が駄だ目めになったのは、人の上に立つ人がそうやって私情を優先したのが原因なのよ？　そういうことはよくない！　といって世直しを始めたのに、自分がそれをやっちゃったら、元も子もないじゃない」

「いくらか、お金を渡しても駄目かしら？」

「駄目よ。晴せい凛りんくんは、そういうところは意外ときっちりしてるし、そもそも欲がないから、お金なんか渡したって意味ないわよ」

「じゃあ、色仕掛けってのはどうかしら？　枕営業ってやつ！　玉ぎよく麗れいお姉さまの年増の色気でメロメロにしてしまうとか……」

「誰が年増よ！　私なんかじゃ駄目に決まってるじゃない！」

「そうですわね、駄目に決まってますわね」

　ひと言ことで切って捨てた妹を振り返った玉麗は、涼しい顔をしている銀ぎん麗れいをにらみつけながら言った。

「じゃあ、あなたに頼むわ、銀麗」

「へ？」

　きょとんとする銀麗を見た玉麗の唇くちびるには冷笑が浮かんでいた。

「いいこと？　晴凛くんはあのミーネ姫をお嫁さんに選んだのよ？　これってどういうことかわかる？　あの人は、きっと、大人の女の人には興味がないんだわ。もし、色仕掛けで迫せまるとしたら、銀麗、あんたの仕事よ」

「な、なんですってー？」

　驚きのあまり馬車から転がり落ちそうになった銀麗は、慌あわてて綱を摑つかんだ。

「よかったわね、銀麗。あなたの、そのやせっぽちで貧弱な身体からだが役に立つときがきたわ。稜りよう孟もうに着いたら、可愛かわいい服と白粉おしろいを買ってあげるわ。貧弱な中身を包装紙で誤ご摩ま化かすのは当然だものね。

　ああ、あの口ばかり悪くて何のとりえも無かった銀麗が、蒼あお橋はし商会再興のために我が身を挺ていしてくれるなんて。お姉さんは本当に嬉うれしいわ」

「……あの？　お姉さま？　冗談でしょう？」

「あら、そもそもこの話は、あなたが私に持ちかけてきたのではなくて？　せっかくのあなたの発案なんだもの、ちゃんと効果的に実行しなくちゃね。

　それに、あの北域王のお手付き、ともなれば、文句なしの玉の輿こしよ。正妻は無理でも側室になら何とかもぐり込めるんじゃないかしら？

　あ、でも、きっと大変よ。女同士のドロドロした欲と嫉しつ妬とに満ちた権力争いのど真ん中に身を投じるんですものね。

　ミーネ姫はいい子だけど、付き人のミリンさんは、全身これ人間凶器。対するシャール姫も、いい人だけど、小間使いのメンミって子はひと癖くせもふた癖もあって、相手に一服盛るのが得意だって噂うわさだし……あの間に入るのは、山やま猫ねこと狼おおかみの間に入るのと同じよ。間違いなく早死にするわね」

　黙だまり込んで真っ青になった銀ぎん麗れいを見て、玉ぎよく麗れいは胸の中でにやりと笑った。

　──いつも言いたい放題言われているんだもの、これくらいいわよね。ちょっとくらいお灸きゆう据すえたって。




　稜りよう孟もうの街の城壁の外に作られたシムールの都エルソムは、金色の大きな包建パイクーと、それを囲む十二色の族長の包建を中心にして、さらにその外側に、ほぼ同心円を描えがいて血族長とその家族が暮らす包建が立ち並ぶ、巨大な円形の都市だった。

　ほとんど装飾の無い、白い円筒形の包建がびっしり並ぶその人工的な光景は、帝国人たちに一種の畏い敬けいの念を抱いだかせるのに十分だった。

　都が完成し、シムールの人々が移り住んでくるのと、その都に隣接した大露ろ天てん市場が動き出したのは、ほぼ同時だった。

　この大露天市場を作るときに、伏ふせ龍たつが言った『三万人の客』というのは、間違いではなかった。いや、正確に言うのならば『最低でも三万人の客』と言ったほうがいいだろう。

　大露天市場にやってきたのは、シムールや稜孟の人間だけではなかった。北域の近郷近在の都市や村からも、この大市場とシムールの都エルソムをひと目見ようと、人々が押し寄せたのだ。

　──品物が揃そろっていて安く買える。

　──世にも珍しい光景を見ることができて、異国に旅をしたような気分になれる。

　そして、それが「期間限定」なのだ。

　人が集まらないわけがない。

　大盛況となった露店市場と、そこから流れてきた客で稜孟の街を行き交う人々の数は、日が落ちても減ることはなかった。

　夕ゆう闇やみが迫せまると、稜孟の人々は城壁に登り始める。

　平原を埋うめ尽つくした白い包建の中で暮らすシムールの人々が灯とう明みようを灯ともし始めると、白い包建がぼうっと宵よい闇やみの中にぼんぼりのように浮かび上がるのだ。

　平原を埋め尽くした白い包建がひとつ、またひとつと浮かび上がっていく様は実に幻想的で、この世のものとは思えない。

　そして、この光景はシムールたちもまた魅了した。

　平原には馬の背中よりも高いものは無い。自分たちの都を俯ふ瞰かんで上から見下ろした光景など、誰も見たことはなかったのだ。

　城に設もうけられている城門の望ぼう楼ろうに登って、そこから大おお賑にぎわいを見せる稜孟の街と、その外に広がるエルソムを見下ろした太たい守しゆは、隣に立っている伏龍に深々と頭を下げた。

「いやはや、見事な光景ですな。街の人々はみんな喜んでおります。これも皆、あなたのおかげです」

「いや、俺の功績じゃない……俺と晴せい凛りんと、そしてエオル王の功績ですよ。あのふたりはいつも、誰かのために、と考えています。誰かが……できれば、みんなが幸せになる方法を考えています。それは実に難しい方法です。

　誰かが得をすれば、誰かがその分損をする。世の中にはそういうものだ。みんなが得をする、誰も損しない、そんなやり方はありえない。そう考えるのは簡単です。だから、誰もがそう考える。それが当たり前だと思い込む。でも、世の中というのは、そんな簡単なものじゃありません」

　伏ふせ龍たつは稜りよう孟もうの街とエルソムの包建パイクーの群れを指差して、言葉を続けた。

「このエルソムの遷せん都とと大露ろ天てん市場で、誰か損をした人はいますか？　誰もが得をして誰もがいい思いをしています……違いますか？」

　太たい守しゆはうなずいた。

「おお、確かにそうです。商人はお客さんがたくさん来て嬉うれしい。シムールは帝国の品物が手に入るし、毛織物や毛皮が高く売れて嬉しい。北域国の人たちは、こういう珍しい景色を見て、異国の人々と話ができて嬉しい……誰も損をしない」

「そうです。今、この視界に入る人々は誰もが得をしています。『人徳がある人』というのは、そういうことができる人間のことなのです」

　伏龍はそう言いながら、視線をエルソムの中心にそびえ立つ金色の巨大な包建に移した。

　──今頃、あそこでは、シムールの大族長会議が行われているはずだ。

　俺の視界の中で、唯一得をしてない人間がいるとしたら、そいつは、今頃、あの中で苦虫嚙かみつぶしているだろうな……。




「ハグロラ……何か申し開くことはあるか？」

　エオル王の声が、包建の中に響きわたった。

　そこは、シムールの都エルソムの中心にある、金色の王おう包パイ建クーの族長会議の間まだった。

　会議の間、と書いたが、実際にはそこは小さな包建の中である。

　シムールの包建には、柱や建具というものが無い。天井から下げた布の幕で内部を仕切っているだけである。

　だが、それでは、重要な話も何もかもが筒抜けである。そのため会議などの重要な話を行うために、大きな包建の中に小さな包建を建てるのである。

　会議用の包建の中央の柱には、大きな祖そ霊れい廟びようが飾られており、会議が行われていないときは、この包建は祭さい祀しの間まとして使われていることを示している。

　その、中央の大きな祖霊廟を囲む形で十二人の族長がぐるりと丸く座るのが、いつもの族長会議のしきたりであったが、今日の姿はいつもと違っていた。

　ぐるりと取り囲んでいたのは十一人だけで、ユルム族のハグロラだけが中央にひとりで座らされている。

　すっかり日は落ちており、包建パイクーの中にはいくつもの灯とう明みよう皿ざらが置かれ、羊の脂あぶらを燃やす匂においが辺りに漂っていた。

　自分たちの支族を意味する色とりどりの衣装を着た族長たちが、灯明皿の上で燃える燈とう芯しんの炎に照らされてぼうっと浮かび上がる様は、どこか絵画的に見えた。

　長い沈ちん黙もくの後で、ユルム族の族長ハグロラがエオル王を憎々しげに見つめながら、皮肉げに唇くちびるを歪ゆがめた。

「何を申し開くことがあると言うんだ？

　私は間違ってはいない。間違っているのはエオル。お前だ！　そして今のシムールの姿に疑問を持たぬ愚おろかな長老どもだ！

　かつて、シムールはこの地を支配した。我らは思うがままに都市を襲い、すべてのものを奪うばい取った。

　帝国の民たみは我らの名を聞くだけで、おそれおののいた。シムールは強い！　誰よりもだ！　強い者が弱い者から奪う。それによって強い者はさらに強くなり、生き延びることができる！　それは自然の摂せつ理りだ！

　我らシムールは先祖代々、そうやって生きてきた！　それがシムールの生き方だ！

　その生き方をねじ曲げようとするエオルこそ、シムールの裏切り者だ！」

　ハグロラは居並ぶ族長たちを嘲ちよう笑しよう混じりの表情で見回して、言葉を続けた。

「お前たちも、おかしいとは思わんのか？　この男は、誇ほこり高き我らシムールに、畑を耕せと言っているのだぞ！　我らシムールは、テンジンより、この地のすべてを与えられた！　我らが行くところすべてが、我らの地だ！　だから我らは馬と羊を連れて、自由にこの地を駆かけるのだ！　なのに、なぜ土地に縛しばられねばならん！

　お前らは土地に縛られ、土にまみれて生きる土ネズミのような生き様を、自分たちの子孫に味あわせるつもりなのか！」

　そのとき、それまで黙だまっていたエスタルの族長が静かに答えた。

「ハグロラよ、お前が言っている生き方は、百年前なら許されただろう。だが、今はそうはいかん。時代が変わったのだ。

　略りやく奪だつをする？　欲しいものを奪う？　やってみるがいい！　帝国とて馬ば鹿かではない。

　たび重なる我らシムールとの戦いの中で、帝国の街や村は皆、城壁で周囲を囲った。そしてその城壁は年々高くなり、街には常備軍を置くようになった。

　七十年前の戦いで、確かに我らは帝国の都の近くまで兵を進めた。しかし、その後どうなった？　占領した街はことごとく奪い返され、シムールは元の住すみ処かに追い返されてしまったではないか！

　我らは今、戦って奪うばい取る代わりに、毛織物や毛皮を売って、帝国から小麦粉や布を買っている。

　それのどこが不満なのだ？　誰も死なぬ、誰も傷つかぬ！　父を亡くした子の泣く声も、息子を失って嘆なげく母親の声も聞こえぬ！　それでいいではないか！」

　エスタルの族長の言葉に、他の族長たちはうなずいた。

「そうだ。わしはこの稜りよう孟の地に来て驚いた。帝国の豊かさと、そして人の多さに。

　商店に並ぶ品の豊富さ、それを購あがなう人々の数。そのどれもが想像していたものをはるかに超えていた。

　わしらシムールが、帝国を相手に戦って勝つ、などというのは夢物語じゃ。

　念のために言っておくが、帝国に屈しろ、臣しん下かに加われ、と言っているのではない。帝国との付き合い方を考えるべきじゃと言っておる」

「戦って奪うだけが、シムールの生き方だとハグロラは言うが、それは間違いじゃとわしは思う。それは人の生き方ではない。それは飢うえて見境のなくなった狼おおかみの生き方じゃ。

　シムールの誇ほこりを言い立てるなら、まず人としての誇りが先に立つべきじゃろう。奪い取ってそれを誇りと思うのは、間違いじゃ」

　族長たちの言葉を聞いていたエオル王は、静かに口を開いた。

「確かに、今の我々に帝国と戦って勝つ力は無い。戦闘なら勝てるだろう。都市のひとつやふたつ陥落させて占領することはできるだろう。だが、その勝利を維持するだけの力が無いのだ。

　我々と帝国との決定的な違い、それは人の数だ！

　帝国がこれだけの国民を抱えて維持できるのは、農業の生産性がよいからだ。我々の放牧と違って、農業は狭せまい土地で多くの人を養うことができる。

　この生産性に支えられた国力の差は、今の我々にはどうしようもないものだ。シムールが滅びることなく、帝国に従属することなく生きていくためには、帝国に匹敵する生産性が必要だ。

　農業を始めるには、それに適した土地が必要になる。そして最初から農業をやれ、と言っても無理だろう。最初は、遊牧の傍かたわらで小さな畑を作り、穀物を採取するところから始めねばならない。だから、私は北域王となった晴せい凛りんに同盟を持ちかけたのだ。

　エオル王はそう言うと、自分の横に座っている晴凛に視線を移した。

「ロクト高地の北部で起きた干ばつと、牧草地の砂漠化は、急激に進んだ。このままでは、餓が死し者しやが出ることも懸け念ねんされる。

　家畜を飼うことのできる遊牧地と、飢うえから救う穀物の収穫ができる土地という両方の要求を満たす場所は、ロクト高地には無い。我々が生き延びるには、南のタリム盆地に移住するしか道は無いのだ。

　帝国と交渉はできなくとも北域国とならできる。

　晴せい凛りんは帝国の民たみにして、シムール語を操あやつり、シムールと共に暮らし、シャン族とタッケイ族の姫を配偶者の候補としている。

　彼は侘タ瑠ル徒トの王としてシムールと戦い、そしてまた帝国と戦い、そのどちらの戦いにも勝利した。みずからの力で北域を支配できることを証明したのだ。

　今、ここで北域国と同盟を結び、シムールの生きる土地を確保することがどれほど重要なのか、言うまでもないだろう……。

　だが、ハグロラ！　お前はそれを裏切った！」

　エオル王は、ハグロラを、びしり、と音がするような勢いで指差した。

「お前は部下に対し、北域国巡視を始めた晴凛を殺せと命じた！　晴凛を殺せば、北域国は瓦が解かいする。

　帝国が内乱で弱体化している今なら、瓦解した北域国に攻め込んで、帝国の北域すべてが手に入る、という妄もう想そうを信じ込んだ！

　確かに、今、帝国は内乱に揺ゆれている。しかし、帝国は馬ば鹿かでもなければ弱くなったわけでもない！　帝国は帝国だ！　たとえ、今の皇こう帝ていが殺されて、新しい皇帝が誕生したとしても、その新しい皇帝がシムールを仲間だと思うか？　シムールを友だと思うか？

　思うわけがない！　帝国にとって、シムールは未来永えい劫ごう、敵なのだ！

　内乱が終われば、帝国はシムールを許してはおかない。次の敵は我々シムールなのだ。タガの緩ゆるんだ国内をひとつにまとめるために、一番いい方法は何だと思う？　答えは共通の敵だ！　帝国は国内統一のために、共通の敵を求めるだろう。それが我々だ！

　晴凛を殺し、シムールが北域を奪うばうことで、一番得をするのは誰だ？　それは帝国だ！　目の上のたんこぶの晴凛が亡きものとなり、帝国の国内が一丸となる大義名分が手に入る！　それこそが、帝国が望んでいる筋書きだ！

　お前は帝国の策さく謀ぼうにまんまと乗せられたのだ！」

　初めて、ハグロラの顔に動どう揺ようのようなものが表れた。

「そ、そんなはずはない！　そんなはずは！」

　エオル王は口調を緩ゆるめた。

「晴凛は帝国に生まれ、帝国に育った、生きつ粋すいの帝国人だ。だが、この男には度量があった。シムールも帝国も、彼の中では平等だ。

　彼は人を人として見る。帝国人でもシムール人でもない。同じ人間として見る。

　ロクト高地の異変によって、シムールが危機に直面したこのときに、北域に彼のような人間がいてくれること、そして彼が北域王となっていることに、私はテンジンの加護を感じる。

　私は彼を信じた！　だからこそ、同盟を結び、共に馬車に乗り、この稜りよう孟もうの地までやってきた！

　シムールの信義と約束は、命を懸かけても守る。私は亡き父からそう教わった。それこそがシムールの誇ほこりであると！　ハグロラの行いのどこに、その誇りがある！」

　そして、エオル王はゆっくりと告げた。

「ハグロラ、お前の首は明日の朝日の出と同時に切り落とされ、十日の間この地にさらされる。ユルムは群れ送りとする」

　今までのふてぶてしさとは打って変わって、ハグロラは青ざめた表情でぶるぶると唇くちびるを震わせると叫さけんだ。

「待て！　俺はどうなってもいい！　だが、ユルムの民たみに罪は無いだろう！　ユルムの民を群れ送りにすることだけはやめてくれ！」

　だが、エオル王の言葉は続いていた。

「……ユルムの名前はシムールの支族から消され、ユルム族三万八千人の財産は、馬、羊はもとより、包建パイクー、鍋なべ釜かま、一切をすべて没収し、残りの十一支族に平等に分配される。

　服だけは身に着けることを許し、この地を追放する。

　どこへなりとも行くがいい。ユルムの民の自由だ。勝手に生きて勝手に死ぬがいい。それがお前の言うところの自然の摂せつ理りだ」

　その処断のあまりの厳しさに、他の族長たちが低くうめき声を上げた。その中の特に年長のひとりが、絞しぼり出すように言う。

「エオル王よ、あまりに厳しい処分ではないか？　我らシムールはひとつの家族。お前は兄弟を野に放とうと言うのか？」

「これはシムールの未来のためである。我らが北域国と共に歩む決意をここで見せねば、シムールは飢うえ、絶えることになりかねんのだぞ！」

　エオル王の叱しつ責せきに近い声こわ音ねは、それ以上の進言を許さぬ厳しさがあった。

　そんな重苦しい沈ちん黙もくの中、晴せい凛りんがゆっくりと右手を上げた。

「申し訳ありません。私からのお願いを聞いていただけませんでしょうか？」

「何かね？　ハグロラの首を自分の手で切り落としたいとでも言うのかね？　まあそれは構わんが、手元が狂うとハグロラが苦しむだけだぞ？」

　晴凛は慌あわてて顔の前で手を振った。

「いえ！　違います！　そうじゃありません！　私は、ハグロラ殿と、ユルム族を許して欲しいのです……」

「なんだと？」

　エオル王は目を見開いた。

「お前は馬ば鹿かか？　馬鹿でないとしたら、底抜けのお人好よしだぞ！　こいつはお前を狙ねらった！　お前を殺そうとした！　そしてこいつの部下の矢によって、ミーネ姫は瀕ひん死しの重傷を負った！　もしかしたら、お前もミーネ姫も殺されていたかもしれんのだぞ！　なのに……」

　族長たちもざわめき、信じられないといった表情で晴凛を見る。そこには硬い表情ながらも、強い決意を秘めた晴せい凛りんの顔があった。

「ええ、わかってます……でも、死にませんでした。私もミーネ姫も死んでいません！　殺されなかったのなら、殺す必要はありません！　ましてやユルム族の人々にその責を負わせるべきではありません！

　私は……ハグロラ殿の助命を嘆たん願がんします！」

　晴凛の言葉を聞いた族長たちは、お互いの顔を見合わせた。

「なんと、あれだけのことをされて、それでも許すというのか……」

「大物なのだか、馬ば鹿かなのか、わからんわい」

　晴凛は、ミーネの父である、シャン族の族長イシルに向き直った。

「イシル族長。ミーネ姫を殺されかけたその恨うらみ、憎しみはわかります。しかし、ここは私に免じて、許してやって欲しいのです！

　殺されたから、復ふく讐しゆうのために殺す。そしてまたその復讐のために殺す。帝国とシムールは、その繰り返しでした。

　それではいけない、そんな不毛な関係を断たち切ろう。それが今回の巡行の目的でした。なのに、私がここで復讐をしたのでは、意味がありません！

　私自身が、自分のなそうとしていることと正反対のことをやってどうするのですか！

　私は許します！　だから、皆さんも許して欲しいのです！」

　族長たちは静まり返った。

　晴凛の言葉が、どれほど深いところから生まれてきたのかそれを知った今。族長たちに言葉は無かった。

　エオル王がイシルに目線を送ると、それに応じるようにイシルが深くうなずいた。それでも、エオル王はしばらく沈ちん黙もくしていたが、深く息を吐はき出すとおごそかに口を開いた。

「ハグロラ……感謝するがいい……」

　ハグロラは半分憎しみの混じった目で晴凛を見て、答えた。

「この……帝国人の若造にか！」

　エオル王はゆっくりと首を横に振る。それに合わせて晴凛が言葉を継いだ。

「いいや違う、僕にではない……ミーネが生きていることに、だ」

「し損じたことを感謝しろというのか！　お前も、そいつも馬鹿だ！　俺があきらめるとでも思っているのか！」

　エオル王は表情も変えずに答えた。

「思っているよ。お前はあきらめる、とな……」

「なんだと？」

「お前は族長だ。たとえ愚おろかで目先のことしか見えなくとも、常にユルム族のことを考えてきたはずだ。そうでなくては族長は務まらん。

　お前はユルム族を豊かにしたかった。北域の富を独占できれば、ユルム族は繁はん栄えいし、他の支族から敬意を抱いだかれるに違いない。お前はそう考えた。

　自分の行いが、ユルム族三万八千人の命運を左右することを知って、それでもなお愚おろかな振る舞いを繰り返すほど愚ぐ鈍どんではあるまい」

「く、くそっ！」

　エオル王の指摘は、図星だったのだろう。ハグロラは悔くやしそうに奥歯を嚙かみ締めた。

「お前の言うとおりだ。ユルム族を人質に取られた俺にできることはもはや何も無い！　だが、甘く見るなよ、エオル！

　シムールの若者の中には、強いシムール！　無敵のシムール！　それを追い求める純粋な熱い魂がある！　たとえ、俺がやらなくたって、誰かがやる！

　帝国にこびへつらい、シムールの名を穢けがすお前のような王と、そして帝国に正義の鉄てつ槌ついを下すのだ！」

　エオル王は、にやり、と笑った。

「ほう、無敵のシムールを追い求めているのなら、話は合いそうだな。実を言うと、私もその無敵のシムールを目指しているからだ」

「ふざけるな！　お前が何をした！　帝国と戦おうともせず、こんな帝国の若僧とすら同盟を結び、ひたすら平身低頭するばかりではないか！　それの、いったいどこが無敵のシムールだというのだ！」

　エオル王は面白そうに、ハグロラの顔を覗のぞき込んだ。

「ハグロラよ、お前の言うところの、無敵のシムール、とはどんなシムールだ？」

「それは……決まっている。決して負けぬ強いシムールだ！　逆らう者、敵対する者をことごとく滅ぼし、この世に王おう道どう楽らく土どを打ち立てるシムールのことだ！」

「ふむ……それだけかね？　それだけが無敵なシムールか？　お前は、無敵、という言葉の意味を勘違いしてはいないか？」

「勘違いだと？」

「そうだ。無敵とは、敵がいない、ということだ。となれば、敵を作らぬことでも、人は無敵になれるのではないかな？」

　ハグロラは一いつ瞬しゆんぽかんと口を開けた後で、慌あわてて首を振った。

「ふざけるな！　それは詭き弁べんだ！」

「いやいや、詭弁でも何でもなかろう？　敵がいなくなれば、すなわちこれ無敵。敵を無くす方法が、戦って滅ぼすか、戦う気を失わせるか、という違いがあるだけで、結果は変わらんだろう？」

「ふざけるな！　敵を愛せば、敵もこちらを愛する、などと言うくだらん理想論に付き合う暇は無い！」

「いや、そこが誤解だ。私は別に敵を愛せなどと言った覚えはない。敵に回したくない、敵に回せば厄やつ介かいだ、と、相手に思わせることもまた敵を作らぬことに等しい。そうは思わんかね？

　誰もその人間と戦おうとは思わない。そういう人間になれたのなら、それもまた無敵の存在に違いはない。

　殴なぐり合い、殺し合い、滅ぼし合うことだけが、無敵になるための、たったひとつの道だと思い込むのが間違いなのだよ。これだけが正しい、他はすべて間違っている。そう思った瞬しゆん間かんに、それ以外の選択肢が消えてしまうのだ」

　エオル王は晴せい凛りんの肩に手を置いて、微笑ほほえんだ。

「この、晴凛が選んだ選択肢は、まさしく、その無敵への道だ。我がシムールは北域王晴凛との同盟を結ぶことを、改めて誓約しよう。君の名は、我がシムールの歴史において、永遠に友人として語り継がれるだろう」
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「え？　あ、いや、そんな大げさな！」

　驚いて手をぶんぶん、と振る晴凛を見て、族長たちは笑った。

「いやはや、この友人は、ちっとも偉えらそうではありませんな」

「うむ、だが、そこがいい」

「ユルムの民たみになり代わって礼を言わせていただきますぞ、晴凛殿！」

「君は……君こそは我らが信じることのできる、真しんの友人だ！」

　口々に賞賛する族長たちを見て、エオル王は内心ほっとため息をついた。

　──不思議な若者だ。無作為の作為というか。綺き麗れい事ごととも思えるものを、てらいもなく本人が信じきって言う。だからこそ、人の胸を打つ。

　シムールは横の結びつきが強く、巨大な家族と言ってもよい。彼の底抜けの人の好よさは、どうやら完全にあの頑固な族長たちすら味方につけてしまったようだな。かく言う俺も、またこいつに借りを作ってしまったらしい。苦く渋じゆうの決断を回避できたのだからな。

　エオル王が感かん慨がいにふける中、晴せい凛りんを取り囲んだ族長たちの中にいた、タッケイの族長スンタタは、にっこり笑って、右手を差し出して言った。

「我らタッケイは、北域王の命に従い、その手足となって働こう！　お前は北域王にして、我らがシムールの王でもある！　お前が友人であることを、俺は心の底から誇ほこりに思うぞ！」

「あ、いえ、はい、ありがとうございます！」

「おお！　そうだ、我がエスタルも、あなたを王として認め、誓約いたします！」

　スンタタだけではなく、周りにいた族長たちに囲まれながら、手を握って頭を下げまくる晴凛を見て、エオル王は思った。

　──誇り高きシムールの長き歴史の中で、異国の王が族長たちから誓約を受けたことは一度もない。

　みずからの選んだ王以外の王を認めない。それがシムールの生き方だった。

　この若者はその生き方を変えさせてしまった……。

　そして、この若者は気がついていない。今、この瞬しゆん間かんに、自分の手の中に、シムールの全兵力、二十万騎が転がり込んだ、ということに……。







　　　終章







「で？　結局どうなったのじゃ？」

　寝台の上であぐらをかいたミーネが、左手でハミウリを食べながら聞いた。

　右腕は肩のところで包帯をぐるぐる巻きにされているので動かせないのだ。

「どうなるも、こうなるもないよ、今までどおりです。北域国とシムールは、この北域で共生する道を選ぶことを誓約した。それを確認しただけなんだから」

　ミーネの脇わきで、その口の横から、ぽたぽた落ちるハミウリの果汁をぬぐっていたミリンが答えた。

「今度の誓約は、エオル王だけでなく、シムールの全ての族長が個別に応じています。今までの同盟の誓約とは、少し意味が違います」

「え？　そうなの？　エオル王は特に何も言わなかったけど……それって、どんな風に違うの？」

「はい、その誓約は、エオル王が族王になったときに、各支族の族長と結んだ誓約と同じものです。つまり、北域王たる泉せん野や晴せい凛りんは、族王エオルと同じ権限を持ったことになります。北域王の名において、シムール全支族に命令を下し、すべてのシムールの戦士を、晴凛殿の部下として意のままに動かすことができるのです。あなたは北域王であるのと同時にシムールの王となったわけです」

「おおっ！　すごいぞ晴凛！　お前もシムールの王か！　めでたい！　あっ、痛たたたたっ！」

　思わず右手を上げようとしたミーネは、小さく悲鳴を上げると、そのまま身体からだを丸めた。

「大丈夫？」

「いきなりはしゃぐからです！　表面の傷は薄皮が張ってきても、深いところは、まだくっついてないのです！

　まったく、毎日毎日、血だ、血が足りない、じゃんじゃん持ってこい！　とか言ってハミウリばっかり食べているから、肉が足りないのです！

　こんなものばかり食べても、おねしょの原因になるだけで、血肉にはなりません！」

「うるさいうるさいうるさい！　薬くす師しが言っていたではないか！　傷を早く治すには、嫌いやなことを考えずに、楽しいことを考えろと！　ハミウリを食べるのが楽しくて嬉うれしいからいいのじゃ！」

　ミーネがそうわめいたのを聞きつけたのだろう。笑いながら伏ふせ龍たつがやってきた。

「元気になったなあ。一時期は本気で心配したんだが、こりゃあ、もう安心かな？」

「みんな、心配しすぎデス。山やま猫ねこの傷ナンカ、ほうっておけば、自分で舐なめて治しマス……まあ、この山猫の傷ハ背中デスから自分で舐めて治せないので、こうやって私が手助けシテイマスが、本当は放っておけばイイノデスよ」

「にゃんだと！　この人でなしめ！」

「オヤオヤ、行かず後ご家けが終わったら、今度は人でなし、デスカ、まったくもって言葉が乏とぼしい山猫デス」

「行かず後家はまだ終わっておらん！　それともナニか？　光こう凛りんとナニがナニして、行かず後家ではなくなったとか……むぐう！」

　ミーネの言葉が終わらないうちに、ミリンはミーネに飛びかかってそのまま寝床に押さえつけた。

「ナナナ、何を言いやがりマスカ！　怪け我が猫ハ寝てやがれデス！」

　ミリンとミーネのやり取りを見ていた伏ふせ龍たつの表情が、今ひとつさえないのに気がついた晴せい凛りんは、眉まゆをひそめて聞いた。

「何かあったの？　伏龍さん……」

「え？　あ、ああ、ちょっとな。今入ってきた情報だが……帝国軍が南の温うん蕉しようで負けたらしい。南の承しよう安あん軍が温蕉を奪だつ還かんしたという話だ」

「帝国軍が？　まさか！　本当ですか？　その話……信用できるんですか？」

　驚く晴凛を見て、伏龍は小さく首を振った。

「俺も半信半疑だ。帝国軍がいくら弱体化したとはいえ、まさか寄せ集めの反乱軍に負けるはずがない。これは裏に何かあるに違いない。

　帝国の上層部が本当にどうしようもなくなっているのか……それとも、南の承安軍についている月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かが、本気を出してきたか……」

　伏龍と晴凛が深刻な顔をしているのを見たミーネが、不思議そうに聞いた。

「何がそんなに気になるのだ？　遠い南のことなど、放っておけばいいではないか！」

　晴凛と伏龍は顔を見合わせた。

　ミーネの質問に応えたのは晴凛だった。

「確かに、内乱騒さわぎで帝国が北域に手を出さないのはいいことです。北域は安あん泰たいです。でも、問題はそう簡単な話じゃないんだ。

　南で反乱を起こした連中の正体は、黄おう蕃ばんをはじめとする、製塩業や海賊崩れの元締めだ。もし、このまま帝国が瓦が解かいして、南の連中が都を占領して帝国の実権を握ったら、どうなると思います？」

　ミーネは考え込んだ。

「うーむ、海賊崩れの黄蕃というと、以前シャン族の居留地を焼き打ちにした連中の仲間じゃな？　やはり、北のほうまで攻めてくるということか……」

「ええ、そうでしょうね。肝心なのは、そいつらは南のほうで海の水を煮詰めて塩を作っている、ということです。やつらの資金源はそうやって作った塩の密売なんです。

　シムールの赤塩は、やつらから見れば商売敵としか言いようがありません。安い塩を売られたら商売あがったりです。絶対に流通を認めるはずがない。間違いなく北域に攻め込んでくるでしょう」

「うーむ、めんどくさいやつらじゃのう」

　そう答えた後で、ミーネは何かに気がついたように顔を上げた。

「……ということは、わしらはどっちを応援するのじゃ？　帝国か？　それとも南の反乱軍か？」

「いや、そう簡単に決められないから困っているんです。今の帝国はどうしようもありませんから、ぶっ壊して作り直そう！　というのが、僕たちの主張だったんだけど。

　でも、実際にぶっ壊し始めたのは、南の連中でした。南の連中は月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かが率いているという話ですが、詳くわしいことはわかりません。

　わからないことだらけで、身動きが取れない、と言ったほうが正解かもしれませんね……」

　そう言って腕組みをする晴せい凛りんを見て、伏ふせ龍たつが、ぽん！　と手を叩たたいた。

「そうだ！　そう言えば思いだした。光こう凛りんさんから聞いたんだけど、お前、帝都に情報収集の人間を送り込もうって話を光凛さんとしていたんだって？」

「え？　あ、はい、そんな話をしてました……エオル王が延えん声せいに来る前のことですけど……それが何か？」

「それ、俺が行こうか？」

「え？」

　目を丸くする晴凛を見て、伏龍は笑いながら言葉を続けた。

「ああ、帝国の連中に面が割れていないのは、俺くらいだ。俺は軍人でも役人でもない。ただの風来坊だからな。

　とは言っても、ただの風来坊じゃねえ。俺は練れん涯がい塾じゆく出身の風来坊だ。知ってのとおり練涯塾の出身者が、帝国中ちゆう枢すう部にはごまんといる。コネをつかってそいつらに会うことができれば、帝国の内情をそいつらから聞き出すくらいは、わけもない。

　そう考えれば、その役目、俺が適任だと思うぜ」

　そう言って、伏龍がイタズラ小僧のような表情で、にやっと笑ったその頃。




　温うん蕉しよう陥落の知らせを受けた帝都は、大おお騒さわぎになっていた。

　帝国軍が温蕉を放棄した理由は、より補給の受けやすい場所で防衛するための計画的な撤てつ収しゆうである。主力の帝国軍三万は無傷で、温蕉の北にある高台の二か所に野戦陣地を構築し、谷筋を抜けて北上する承しよう安あん軍を迎え撃うつ態勢にある、などという情報はまったく流れず、市民の間には、温うん蕉しようを占領した承しよう安あん軍が非道の限りを尽つくしている、とか、帝国軍がひとり残らず壊滅した、という悪い噂うわさだけが流れていた。

「帝国軍が近この衛え騎兵しか帰ってこなかったのは、他が全滅したからだ」

「帝都ももう駄だ目めらしい。帝都を捨てて逃げたほうがいい」

「逃げるったって、どこに行くんだ？　逃げる場所なんか無いだろう」

「いや、ある……北だ！」

「北だって似たようなものじゃないか。反乱軍の巣そう窟くつだぞ」

「いや……それが、そうでもないらしい……ここだけの話だがな──」

　市民たちはあちこちで額ひたいを突き合わせては、悲観的な知らせと、そして北域の噂を話し合っていた。

　北域の晴凛たちの評判がいいのは、犂すき山やまのご隠いん居きよこと犂山随ずい細さいの工作が実を結んでいたからである。

　街行く人々の表情が暗くなる中で、帝国の中ちゆう枢すう部でも苑その山やま燕えん鵬ほうの手腕に疑問の声が上がり始めていた。

　名目だけの摂せつ政しようとして、苑山の傀かい儡らいでしかなかった菰こも野の盛せい元げんのところに人が集まり始めた、という話を聞いた苑山燕鵬は激怒した。

「馬ば鹿かな！　無能の塊かたまりが服を着て寝そべっているような菰野盛元を担かつぎ上げて何ができるというのだ！　自分のほうがもっとうまくやれる、とでも思っているのか！」

　苑山は鼻で笑うと、手元に皇こう帝ていの勅ちよく旨しを書き込む勅書を広げると、そこに筆を走らせた。

　──帝国皇帝が幼少であることを理由に、摂政である菰野盛元を残しておいたのが間違いだった。

　おとなしくしていればいいものを。かくなる上は、皇帝の言葉で、菰野盛元を封じ込めるしかないな。摂政を廃はいするべきだ。

　皇帝のお言葉でこの国は動くべきなのだ！

　この勅旨に御ぎよ名めい御ぎよ璽じをいただくだけで効力を持つ！

　あの愚ぐ鈍どんな菰野め！　やつを担ぎ上げようとしていた連中もろとも、地獄に落ちるがいい！

　南の反乱は収まることを知らず。

　北の王国は着々と国力を増し。

　延えん喜ぎ帝国は、今、まさに国難の時代を迎えようとしていた。

　延喜帝国が瓦が解かいする音はもはやとどまるところを知らず、国民ひとりひとりの耳にすら聞こえていた。

　だが、その音は、権力争いしか見えぬ、聞こえぬ苑山の耳に届いてはいなかった。
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　　　あとがき




『ご主人様は山やま猫ねこ姫８』はいかがでしたでしょうか？

　北域王となった晴せい凛りんは、今回、ついに覇は王おうと呼ばれてもおかしくないほどの権限を手に入れますが、本人はまったく気がつかないまま、自分のことを単なる「王様見習い」だと思いこんでいます。

　晴凛が、自分に与えられた権限がどれほどのものなのか、それを知るときが、この物語のクライマックスになるのではないかと思います。

　さて、今回の山猫姫の物語には「たかきび」という名前の穀こく物もつが登場します。

　これは、別名「高コウ粱リヤン」「ソルガム」と呼ばれている穀物です。中国の東北地方から内蒙もう古こにかけて古くから栽培されているもので、乾燥に強く、粗放農法でも栽培ができて収穫量が多いため、アフリカ等でも人々を飢餓から救う救きゆう荒こう作物として重宝されています。

　今回の物語に登場する「たかきび」という穀物がどんな味なのか、知りたい方。スーパーなどで「十じゆつ穀こく米まい」などという名前で売られている健康によさそうな雑穀入りのお米の中に、この「たかきび」が含まれている物がありますので、ぜひ一度、炊飯して食べていただければ、と思います。

　味や風味はあまりありませんが、一種独特の弾力があり、米を食べている中に歯ごたえを感じさせるなかなか面白い食感を持っています。




　さて、最後になりましたが、今回の『山やま猫ねこ姫』でも、今までと同様に軍事関係の描写については銅あかがね大だいさん、キャラクター描写に関しては椎しい出で啓けいさんのご協力を頂きました。

　迫力ある戦闘シーンに引き込まれたのなら、それは銅さんの力。ミーネやシャールの健気さや、かわいさに思わず顔が綻ほころんだら、それは椎出さんの力が加わっているのだとお考え下さい。

　そして、今回も見事なまでに作品世界を生き生きとビジュアルとして見せてくださった、イラスト担当の春日かすがさんには、お礼の言葉もありません。

　特に、新キャラとして起こしていただいた「エオル王」のカッコよさは、イラストをいただいたときに、思わず「これだ！」と叫んでしまいました。

　私が思い描えがいていた「チョイ悪な感じの青年王」というイメージそのままです。

　南の軍師のところでちょこまか動き回る、褐色下働き娘のムルトも実に可愛かわいらしく、あの、鼻の穴ぷっぷくぷーの軍師には、もったいないなあ、などと考えております。

　私は最初、この物語を「全八巻」と計算していました。しかし、実際に書き出してみると、私が当初考えていたものよりも、はるかに描かねばならないことが多く。一巻の予定で組んでいたプロットを二巻に分けなくてはならない羽目に何度も陥りました。

　この巻の物語でもページ数の関係で、次巻に回さざるを得なかったエピソードがいくつもあります。

　そういうわけで、この巻で前振りだけをして書いていない部分は、次の巻でしっかり書きます。あまり時間を置かずにお手元に届けることができるように努力しますので、どうかご容よう赦しや下さい。

　担当の高たか林ばやし君からも「一冊分書き上げたからと気を抜かずに、そのまま書き続けて下さい」としっかり釘くぎをさされております。（苦笑）

　では、あとがきからお読みになった方は、エオル王のイラストを脳のう裏りに思い浮かべながら、本文をお読み下さい。

　すでに、本文を読み終わった方は、余よ韻いんに浸ひたりながらこの本を閉じていただければ幸いです。





（一度でいいから締め切り前に原稿を書き上げたいと本気で思っている）鷹たか見み一かず幸ゆき
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